
(57)【要約】

　　【課題】　レンズ収納時における光軸方向寸法を小

さくすることができ、しかも光軸が垂直に交わる面内で

の大きさ、ひいては撮像装置の大きさを小さくすること

を可能とする。

　　【解決手段】　沈胴式のレンズ鏡胴であって、複数

のレンズ群をレンズ群毎にそれぞれ保持する複数のレン

ズ保持枠と、レンズ保持枠を駆動するレンズ保持枠駆動

手段とを備えるレンズ鏡胴に関する。撮影状態では、全

てのレンズ群を同一の光軸上に位置させ、沈胴状態では

、第３レンズ群を第１レンズ群、第２レンズ群および第

４レンズ群の光軸とは異なる位置で且つ第１レンズ群、

第２レンズ群および第４レンズ群のレンズ鏡筒の最大外

径よりも外側に退避させるべく、第３レンズ群を保持し

且つ移動第３レンズ保持枠３１を含む。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く
と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠
を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段
と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡
筒 の 内 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ
せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ
れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手
段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 少 な く と も
１ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 の レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 外 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前
記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴
と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く
と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠
を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 沈 胴 状 態 に お い て 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 収 納 す
る 固 定 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴
に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 固 定 鏡 筒 の 壁
部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 か ら な る 光 軸 上 か ら 退
避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を
含 む こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を そ れ ぞ れ 保 持 す
る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン
ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お
い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 複 数 の
レ ン ズ 群 の う ち の 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 と は 別 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒
の 内 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ
せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 撮 影 時 に 光 軸 方 向 に 進 退 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 退 避 移 動 の 駆 動 源 と 光 軸 方 向 へ
の 進 退 移 動 の 駆 動 源 と に 共 通 に 使 用 さ れ る 単 一 の 退 避 枠 駆 動 源 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 退 避 枠 駆 動 源 に よ っ て 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 は 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 を 、 光 軸 外 方 向 に 退 避 さ せ る と と も に 、 光 軸 方 向 へ 進 退 さ せ る た め の リ ー ド
ス ク リ ュ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避 さ せ る
た め の カ ム 面 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 は 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且 つ
摺 接 部 が 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 摺 接 部 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保
持 枠 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た カ ム 面 に 摺 接 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 は 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且 つ
当 接 係 合 部 が 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 当 接 係 合 部 は 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 当 接 係 合 面 に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン ズ
保 持 枠 を 、 光 軸 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の レ ン
ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向 に 常 時 付 勢 す る 手
段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡
胴 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向 に 常 時 付 勢 す る
手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ
鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向 に 常 時 付 勢 し 且 つ
前 記 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向 に 常 時 付 勢 す る 共 通 の 単 一 の 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 主 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 前 記 主 ガ イ ド 部 材 を 中 心 に 回 動
す る こ と に よ っ て 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 か ら の 退 避 お よ び 該 光 軸 上 へ の 挿 入 を 達 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に
設 け ら れ た 枠 ス ト ッ パ 部 が 前 記 副 ガ イ ド 部 材 に 当 接 す る こ と に よ り 、 光 軸 位 置 を 規 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に
設 け ら れ た 枠 ス ト ッ パ 部 が 前 記 副 ガ イ ド 部 材 に 当 接 し な が ら 光 軸 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ま た は 請 求 項 １ ５ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 位 置 検 出 装 置 を 備 え 、 当 該 レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 保 持 さ れ る 退 避
レ ン ズ 群 よ り も 物 体 側 の 群 の 鏡 筒 が 所 定 位 置 よ り も 後 退 し て 沈 胴 す る た め に は 、 前 記 位 置
検 出 装 置 か ら の 信 号 を 必 要 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ６ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 位 置 検 出 装 置 は 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ で あ っ て 、 固 定 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ て お り
、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に は 、 前 記 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ を 制 御 す る 遮 光 片 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る 退 避 レ ン ズ 群 の う ち の 最 後 端 に 位 置 す る レ ン ズ
よ り も 合 焦 位 置 側 に 前 記 枠 ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 内 径 よ り も 内 側 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ５ ま た は 請 求 項 １ ６ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 ほ ぼ 円 形 の 一 部 に 逃 げ 形 状 が 形 成 さ れ た 外 形 を 有 す る シ ャ ッ タ 機 構 部 を さ ら に 備 え 、 且
つ
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 部 分 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ５ ま た は １ ６ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 他 の レ ン ズ 群 は 、 ピ ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 を 含 み 、
　 当 該 レ ン ズ 鏡 胴 が 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る レ ン ズ 保 持 枠 を 案 内 す る た め の 副 ガ イ
ド 部 材 を さ ら に 有 す る と と も に 、
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 位 置 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 カ メ ラ 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 部 上 方 に あ た る 一 側 方 に フ ァ イ ン ダ 機 構
が さ ら に 設 置 さ れ 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 の 他 側 方 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 沈 胴 状 態 と 対 物 側 に 移 動 し た 状 態 と の 間
で 移 動 さ せ る た め の 駆 動 源 お よ び 伝 達 機 構 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 沈 胴 状 態 に て 前 記 固 定 鏡 筒 の 下 方 側 に 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 格
納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ
り も 長 い こ と お よ び
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群
の 各 レ ン ズ 群 の ど れ よ り も 長 い こ と
の 少 な く と も 一 方 の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 外 径 が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ り も 小 さ
い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ ま た は 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動
可 能 に 設 け ら れ て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ
鏡 筒 を 用 い て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設
け ら れ た 固 定 鏡 筒 と を 備 え 、 且 つ
　 前 記 固 定 鏡 筒 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 常 時 付 勢 す る た め の 前 記 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ
リ ン グ が 当 接 す る 面 に 段 差 形 状 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の レ ン ズ
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鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 が 繰 り 出 し た こ と を 検 出 す る た め の 検 出 器 を 備 え 、
　 前 記 検 出 器 は 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 繰 出 し 位 置 の 近 傍 で あ っ て し か も 前 記 可 動 レ
ン ズ 鏡 筒 が 最 大 繰 出 し 位 置 に 達 し た 後 に 、 信 号 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 、 請
求 項 ５ 、 請 求 項 ２ ３ ～ 請 求 項 ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈
胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る
レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て
前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 用 い て 前 記
レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設 け ら れ た 固 定 鏡 筒
と を 備 え 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 の 内 周 に ヘ リ コ イ ド ね じ 山 を 備 え 、 前 記 ヘ リ コ イ ド ね じ 山 の 被 写 体 側 端 面
が 光 軸 と 垂 直 な 面 を な す こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴
状 態 で は 、 前 記 レ ン ズ 群 の う ち の 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内 径 よ
り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 回 転 中 心 と な る 主 ガ イ ド 部 材 が 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 径 よ り も 外 側
に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 固 定 鏡 筒 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 衝 突 防 止 部 材 と 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 を 常 に 光 軸 側
へ 付 勢 す る 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し て い な い 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 内 に 位 置 し 、 前 記 退 避 レ ン
ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し た 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 側 へ 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈
胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る
レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て
前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン
ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 ピ ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 と 、 進 退 移 動
可 能 に 設 け ら れ て 前 記 合 焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 と を 備 え る と と も に 、
　 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 さ せ る た め の 駆 動 源 と 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 光 軸 と ほ
ぼ 平 行 で 且 つ 被 写 体 側 へ 付 勢 す る た め の 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠
を 最 も 像 面 側 に 位 置 さ せ る 沈 胴 位 置 へ の 最 後 の 移 動 を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 に よ る 押 圧 に よ
り 行 わ せ る こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用 い た 光 学
系 を 含 む こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項
３ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用 い た 光 学 系 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 情 報 端 末
装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
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　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を
光 軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ て 変 倍 機 能 を 達 成 す る レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 は 、 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ
　 こ れ ら 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 を 複 数 の モ ー タ に よ っ て 駆 動 す る こ と を 特 徴
と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 は 、
　 第 １ の レ ン ズ 群 と 第 ２ の レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ
　 こ れ ら 変 倍 レ ン ズ 群 を 駆 動 制 御 す る レ ン ズ 駆 動 手 段 は 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を Ｄ Ｃ （ 直 流 ） モ ー タ で 駆 動 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を パ ル ス モ ー タ で 駆 動 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 は 、
　 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止 し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ い て 前 記 第 ２
の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 決 定 さ れ た 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 は 、
　 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を
停 止 さ せ る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止 し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ い て 前 記 第 ２
の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 決 定 さ れ た 停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 再 移 動 さ せ 停 止 さ せ て
、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 補 正 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ ま た は 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 は 、 変 倍 時 に ほ ぼ 同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も
に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 は 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 移 動 に お
け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 は 、 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際
し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速 で 移 動 さ せ る も の に お い て 、
　 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の
間 隔 が 所 定 間 隔 未 満 と な っ た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔
が 所 定 間 隔 以 上 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 手 段 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 は 、 変 倍 時 に ほ ぼ 同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も
に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 は 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 移 動 に お
け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 は 、 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際
し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速 で 移 動 さ せ る も の に お い て 、
　 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の
間 隔 が 所 定 間 隔 を 超 え た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所
定 間 隔 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 手 段 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動
装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
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　 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項
３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 情 報
端 末 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に
お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を
Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ま た は 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の レ
ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ
３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ５ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距
離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ６ の う ち の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点
距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ７ の う ち の い ず れ
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か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る
全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記 開 口
絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー
ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ９ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面
を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な
面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ０ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率
を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と
し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、
　 前 記 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を 少 な く と も 前 記 各 レ ン
ズ 群 毎 に 移 動 さ せ る 機 構 と
を 備 え る レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡
胴 を 含 む こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
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折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に
お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を
Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ ま た は 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の レ
ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ
３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ８ の う ち の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距
離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ９ の う ち の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点
距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ０ の う ち の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
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お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る
全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記 開 口
絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー
ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面
を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な
面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ６ ２ ま た は 請 求 項 ６ ３ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率
を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と
し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ４ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、
　 前 記 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を 少 な く と も 前 記 各 レ ン
ズ 群 毎 に 移 動 さ せ る 機 構 と
を 備 え る レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の う ち の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆
動 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
ズ ー ム 駆 動 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 、
負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 を 上 記 順 序 に 有 す る
と と も に 、 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 に 開 口 絞 り を 有 し 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、
　 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ ｗ と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x の 比 ： Ｙ ' m a x /ｆ ｗ が 、 条
件 ：
（ １ ）  0.70 < Y' m a x /fｗ < 1.00
の 範 囲 に あ り 、
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　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ
ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負
レ ン ズ の ３ 枚 の レ ン ズ を 配 し て 構 成 さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 が 、 光 軸 か ら 離 れ る に
従 っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 形 状 の 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側
の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高
： Ｙ ' m a x が 、 条 件 ：
（ ２ ）  0.0010 < (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )/Y' m a x  < 0.0500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 物 体 側 面 が 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 O 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側
の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線
有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 O (Ｈ 0 . 8 )、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側 の 非 球 面 に お
け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x が 、
条 件 ：
（ ３ ）  -0.0500 < ｛ (N 2 O － 1)× X 2 O (H 0 . 8 )＋ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  < 0.1500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 に お い て 物 体 側 か ら 数 え て 第 ｉ 番 目 の レ ン ズ の 材
質 の 屈 折 率 お よ び ア ッ ベ 数 :Ｎ 2 i お よ び ν 2 i （ ｉ ＝ １ ～ ３ ） が 条 件 ：
（ ４ ）  1.75 < N 2 1  < 1.90， 35 < ν 2 1  < 50
（ ５ ）  1.65 < N 2 2  < 1.90， 20 < ν 2 2  < 35
（ ６ ）  1.75 < N 2 3  < 1.90， 35 < ν 2 3  < 50
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ １ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 を 構 成 す る ３ 枚 の レ ン ズ が 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に
曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に
曲 率 の 大 き い 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ で あ り 、 上 記 正 レ ン ズ と そ の 像 側 の 負 レ ン ズ と が 接 合
さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ２ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 に お け る 、 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ と の 接 合 面 の 曲 率 半
径 ： Ｒ 2 C と 最 大 像 高 ：
Ｙ ' m a x と の 比 ： Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x が 条 件 ：
（ ７ ）  -3.5 < (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x ) < -1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ３ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調
に 移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 1 2 W 、 望 遠 端 に お け る 第 １ ， 第 2レ ン ズ 群
の 間 隔 ： Ｄ 1 2 T と 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ８ ）  0.50 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.85
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ４ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
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　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調
に 移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 W 、 望 遠 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ
群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ９ ）  0.25 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.65
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ５ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 2 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 3 が
、 条 件 ：
（ １ ０ ）  0.5 < |f 2 |/f 3  < 1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ６ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ； ｆ 1 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離
： ｆ W が 、 条 件 ：
（ １ １ ）  6.0 < f 1 /f W  < 12.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ７ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 な い し 第 ３ レ ン ズ 群 に よ り 構 成 さ れ る ズ ー ム レ ン ズ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 像 側 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ レ ン ズ 群 が 配 置 さ れ 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 お よ び
第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求
項 ７ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 、 変 倍 の 際 に 移 動 し な い ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 変 位 す
る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 開 口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 と の
間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 で あ る ズ ー ム レ ン ズ を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 倍 率 に よ り 変 化 し 、 長 焦 点 端 に お け る 開 放 径
が 短 焦 点 端 に お け る 開 放 径 に 比 し て 大 き く 設 定 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ８ ５ の 任 意 の １ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 を 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 有 す る こ と を
特 徴 と す る 撮 影 機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 請 求 項 ８ ６ 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に お い て 、
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　 ズ ー ム レ ン ズ に よ る 物 体 像 が 、 撮 像 素 子 の 受 光 面 上 に 結 像 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 撮 影
機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 請 求 項 ８ ７ 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に お い て 、
　 撮 像 素 子 の 対 角 寸 法 が ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 画 素 数 が ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と す る 撮 影 機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 、
負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 を 上 記 順 序 に 有 す る
と と も に 、 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 に 開 口 絞 り を 有 し 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、
　 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ ｗ と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x の 比 ： Ｙ ' m a x /ｆ ｗ が 、 条
件 ：
（ １ ）  0.70 < Y' m a x /fｗ < 1.00
の 範 囲 に あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ
ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負
レ ン ズ の ３ 枚 の レ ン ズ を 配 し て 構 成 さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 が 、 光 軸 か ら 離 れ る に
従 っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 形 状 の 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 Ｉ 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像
側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像
高 ： Ｙ ' m a x が 、 条 件 ：
（ ２ ）  0.0010 < (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )/Y' m a x  < 0.0500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 物 体 側 面 が 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 Ｏ 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像
側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 Ｉ 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 非 球 面 に お け る 最 大
光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 Ｏ (Ｈ 0 . 8 )、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側 の 非 球 面
に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x
が 、 条 件 ：
（ ３ ）  -0.0500 < ｛ (N 2 Ｏ － 1)× X 2 Ｏ (H 0 . 8 )＋ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  < 0.1500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 に お い て 物 体 側 か ら 数 え て 第 ｉ 番 目 の レ ン ズ の 材
質 の 屈 折 率 お よ び ア ッ ベ 数 :Ｎ 2 i お よ び ν 2 i （ ｉ ＝ １ ～ ３ ） が 条 件 ：
（ ４ ）  1.75 < N 2 1  < 1.90， 35 < ν 2 1  < 50
（ ５ ）  1.65 < N 2 2  < 1.90， 20 < ν 2 2  < 35
（ ６ ）  1.75 < N 2 3  < 1.90， 35 < ν 2 3  < 50
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ １ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 を 構 成 す る ３ 枚 の レ ン ズ が 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に
曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に
曲 率 の 大 き い 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ で あ り 、 上 記 正 レ ン ズ と そ の 像 側 の 負 レ ン ズ と が 接 合
さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ２ の い ず れ か １ 項
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に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 に お け る 、 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ と の 接 合 面 の 曲 率 半
径 ： Ｒ 2 C と 最 大 像 高 ：
Ｙ ' m a x と の 比 ： Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x が 条 件 ：
（ ７ ）  -3.5 < (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x ) < -1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調
に 移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 1 2 W 、 望 遠 端 に お け る 第 １ ， 第 2レ ン ズ 群
の 間 隔 ： Ｄ 1 2 T と 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ８ ）  0.50 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.85
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ４ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ６ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調
に 移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 W 、 望 遠 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ
群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ９ ）  0.25 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.65
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ５ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ７ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 2 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 3 が
、 条 件 ：
（ １ ０ ）  0.5 < |f 2 |/f 3  < 1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ６ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ８ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ； ｆ 1 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離
： ｆ W が 、 条 件 ：
（ １ １ ）  6.0 < f 1 /f W  < 12.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ７ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 な い し 第 ３ レ ン ズ 群 に よ り 構 成 さ れ る ズ ー ム レ ン ズ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ ０ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 像 側 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ レ ン ズ 群 が 配 置 さ れ 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 お よ び
第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求
項 ９ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ １ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 、 変 倍 の 際 に 移 動 し な い ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ２ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 変 位 す
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る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ３ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 開 口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 と の
間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ４ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 で あ る ズ ー ム レ ン ズ を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ５ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 倍 率 に よ り 変 化 し 、 長 焦 点 端 に お け る 開 放 径
が 短 焦 点 端 に お け る 開 放 径 に 比 し て 大 き く 設 定 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ６ 】
　 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 、 撮 影 用 光 学 系 と
し て 有 す る こ と を 特 徴 と す る 撮 影 機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に お い て 、
　 ズ ー ム レ ン ズ に よ る 物 体 像 が 、 撮 像 素 子 の 受 光 面 上 に 結 像 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 撮 影
機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ ０ ７ 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に お い て 、
　 撮 像 素 子 の 対 角 寸 法 が ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 画 素 数 が ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と す る 撮 影 機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ９ 】
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装
置 を 用 い た 光 学 系 を 含 む こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ つ の 形 態 で は レ ン ズ 群 を 沈 胴 し 、 他 の １ つ の 形 態 で は レ ン ズ 群 を 所 定 位 置
ま で 繰 り 出 し て 使 用 す る レ ン ズ 鏡 胴 に 係 り 、 特 に 複 数 の レ ン ズ 群 を 相 対 的 に 移 動 さ せ て 焦
点 距 離 を 変 更 す る こ と が で き る ズ ー ム レ ン ズ に 好 適 な レ ン ズ 鏡 胴 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 、 カ メ
ラ お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ジ タ ル カ メ ラ 等 の 撮 像 装 置 に お い て は 、 焦 点 距 離 変 更 可 能 な ズ ー ム レ ン ズ 等 の 撮 影
レ ン ズ の 高 性 能 化 お よ び ユ ー ザ の 要 求 に よ る 小 型 化 等 の 進 展 に 伴 い 、 撮 影 時 以 外 に レ ン ズ
鏡 筒 が 撮 像 装 置 本 体 内 に 収 納 さ れ る 、 い わ ゆ る 沈 胴 式 の 撮 影 レ ン ズ を 用 い る も の が 増 加 し
て い る 。 さ ら に は 、 単 な る 小 型 化 で は な く よ り 一 層 の 薄 型 化 の 要 求 に よ り 、 沈 胴 収 納 状 態
で の レ ン ズ 鏡 胴 部 分 の 厚 み 寸 法 を 極 限 に ま で 減 ら す こ と が 重 要 と な っ て き て い る 。
こ の よ う な 撮 像 装 置 の 薄 型 化 の 要 求 に 対 処 す る 技 術 と し て 、 撮 影 時 以 外 に レ ン ズ 鏡 筒 が 撮
像 装 置 本 体 内 に 収 納 さ れ る 沈 胴 式 の 構 成 を 有 し 且 つ レ ン ズ 鏡 筒 の 沈 胴 収 納 時 に 一 部 の レ ン
ズ が 光 軸 上 か ら 退 避 す る 構 成 が 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 技 術 が 、 例 え ば 特 許 文 献 １ お
よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 。 こ れ ら 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 構 成
に よ れ ば 、 レ ン ズ 鏡 筒 の 収 納 時 に 、 レ ン ズ の 一 部 が 光 軸 上 か ら 退 避 す る た め 、 レ ン ズ 全 体
の 光 軸 方 向 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き 、 撮 像 装 置 の 厚 み を 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 デ ィ ジ タ ル カ メ ラ ま た は 電 子 カ メ ラ 等 と 称 さ れ 、 被 写 体 像 を 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ
（ 電 荷 結 合 素 子 ） 撮 像 素 子 等 の 固 体 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し 、 被 写 体 の 静 止 画 像 （ ス テ ィ ル
画 像 ） ま た は 動 画 像 （ ム ー ビ ー 画 像 ） の 画 像 デ ー タ を 得 て 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 代 表 さ れ
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る 不 揮 発 性 半 導 体 メ モ リ 等 に デ ィ ジ タ ル 的 に 記 録 す る タ イ プ の カ メ ラ は 既 に 一 般 化 し て お
り 、 旧 来 の 銀 塩 フ ィ ル ム を 用 い る 在 来 型 の カ メ ラ 、 す な わ ち 銀 塩 カ メ ラ と の 置 き 換 え が 急
速 に 進 み つ つ あ る 。
こ の よ う な デ ィ ジ タ ル カ メ ラ の 市 場 は 非 常 に 大 き な も の と な っ て お り 、 デ ィ ジ タ ル カ メ ラ
に 対 す る ユ ー ザ の 要 望 も 多 岐 に わ た っ て き て い る 。 中 で も 、 高 画 質 化 と 小 型 化 は 常 に ユ ー
ザ の 欲 す る と こ ろ で あ り 、 大 き な ウ エ イ ト を 占 め て い る 。 こ の た め 、 撮 影 レ ン ズ と し て 用
い る ズ ー ム レ ン ズ に も 、 高 性 能 化 と 小 型 化 の 両 立 が 求 め ら れ る 。
小 型 化 と い う 面 で は 、 ま ず 、 使 用 時 の レ ン ズ 全 長 、 す な わ ち 最 も 物 体 側 の レ ン ズ 面 か ら 像
面 ま で の 距 離 、 を 短 縮 す る こ と が 必 要 で あ り 、 ま た 、 各 レ ン ズ 群 の 厚 み を 薄 く し て 、 収 納
時 の 全 長 を 抑 え る こ と も 重 要 で あ る 。 さ ら に 、 高 性 能 化 と い う 面 で は 、 少 な く と も 、 ３ ０
０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 程 度 、 あ る い は そ れ 以 上 の 画 素 数 、 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 全
ズ ー ム 域 に わ た っ て 有 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 撮 影 レ ン ズ の 広 画 角 化 を 望 む ユ ー ザ も 多 く 、 ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 の 半 画 角 は 、
３ ８ 度 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。 半 画 角 ３ ８ 度 は 、 ３ ５ ｍ ｍ 判 （ い わ ゆ る ラ イ カ 判 ） 銀
塩 フ ィ ル ム を 用 い る ３ ５ ｍ ｍ 銀 塩 カ メ ラ 換 算 の 焦 点 距 離 で ２ ８ ｍ ｍ に 相 当 す る 。
さ ら に 、 ズ ー ム 変 倍 比 に つ い て も な る べ く 大 き な も の が 望 ま れ て い る 。 ３ ５ ｍ ｍ 銀 塩 カ メ
ラ 換 算 の 焦 点 距 離 で ２ ８ ～ １ ３ ５ ｍ ｍ 相 当 程 度 の ズ ー ム レ ン ズ で あ れ ば 、 一 般 的 な 撮 影 の
ほ と ん ど を こ な す こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ 、 こ の よ う な ズ ー ム レ ン ズ の 変 倍 比 は 約 ４
． ８ 倍 で あ る 。 し た が っ て 、 デ ィ ジ タ ル カ メ ラ に お い て も こ れ と 同 等 ま た は そ れ よ り も 高
い 変 倍 比 が 望 ま れ る 。
デ ィ ジ タ ル カ メ ラ 用 の ズ ー ム レ ン ズ と し て は 、 多 く の 種 類 が 考 え ら れ る が 、 ５ 群 以 上 の レ
ン ズ 群 を 有 す る も の は 、 全 レ ン ズ 系 の 総 厚 を 小 さ く す る こ と が 困 難 で あ り 、 小 型 化 に は 適
し て い な い 。 ま た 、 ３ 倍 程 度 の ズ ー ム レ ン ズ で は 最 も 一 般 的 な タ イ プ と し て 、 物 体 側 か ら
、 順 次 、 負 の 焦 点 距 離 、 す な わ ち 負 の 屈 折 力 、 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 正 の 焦 点 距 離 、
す な わ ち 正 の 屈 折 力 、 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と を 配
置 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 物 体 側 に 該 第 ２ レ ン ズ 群 と 一 体 的 に 移 動 す る 絞 り を 有 し て な
り 、 短 焦 点 端 か ら 長 焦 点 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 像 側 か ら 物 体 側 へ と 単
調 に 移 動 し 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 が 変 倍 に 伴 う 像 面 位 置 の 変 動 を 補 正 す る よ う に 移 動 す る も
の が あ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 ４ 倍 を 超 え る よ う な 高 変 倍
化 に は 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 ３ 等 に は 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負
の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正
の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第
１ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 へ 単 調 に 移 動 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 固 定 位
置 を 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 適 宜 移 動 す る タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ が 開 示 さ れ て い る 。
ま た 、 例 え ば 特 許 文 献 ４ 等 に は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群
お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 へ 単 調 に 移 動 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 単 調 に 移 動
し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 適 宜 移 動 す る タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ が 開 示 さ れ て い る 。 な お 、 例
え ば 特 許 文 献 ５ に 等 に は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 が 固 定
位 置 を 保 持 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 単 調 に 移 動 し 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 へ 移
動 す る タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 高 変 倍 化 に 適 し た タ イ プ と し て 良 く 知 ら れ て い る ズ ー ム レ ン ズ と し て 、 物 体
側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 （ 焦 点 距 離 ） を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第
２ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と
を 配 設 し 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 近 傍 に 開 口 絞 り を 設 け て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に
伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 固 定 位 置 を 保 持 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が
物 体 側 か ら 像 側 へ と 単 調 に 移 動 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 変 倍 に 伴 う 像 面 位 置 の 変 動 を 補 正
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す る よ う に 移 動 す る も の が あ り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ６ や 、 特 許 文 献 ７ 等 に 開 示 さ れ て い る
。 こ の タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ は 、 移 動 す る レ ン ズ 群 が ２ 個 と 少 な く 、 鏡 胴 の 構 成 を 簡 略 化
す る こ と が で き る こ と も あ っ て 、 多 く の ビ デ オ カ メ ラ や 一 部 の デ ィ ジ タ ル カ メ ラ に 用 い ら
れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ に お い て は 、 変 倍 作 用 の ほ と ん ど を
負 担 す る 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 移 動 量 を 大 き く 確 保 す る 必 要 が あ る た め 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群
近 傍 に 配 設 さ れ る 絞 り が 前 記 第 １ レ ン ズ 群 か ら 常 に 離 れ て 配 置 さ れ 、 広 角 化 し よ う と す る
と 前 記 第 １ レ ン ズ 群 が 非 常 に 大 き な も の と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 前 記 開 口 絞 り を 挟 ん で 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 を 互 い に 反 対 方 向
に 移 動 さ せ 、 第 ３ レ ン ズ 群 に も 変 倍 作 用 を 負 担 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の
移 動 量 を 減 ら し 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 小 径 化 を 図 っ た も の が 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 、 特
許 文 献 ８ や 、 特 許 文 献 ５ 等 に 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の タ イ プ の ズ ー ム レ ン ズ
に お い て も 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 が 固 定 位 置 を 保 持 し 、 そ れ に よ っ て レ ン ズ 全 長 が ほ ぼ 一 定
と な る た め 、 広 角 端 の 半 画 角 を ３ ８ 度 以 上 へ 広 角 化 し よ う と す る と 、 や は り 前 記 第 １ レ ン
ズ 群 の 大 型 化 を 伴 う こ と に な る の で 、 広 角 端 の 半 画 角 を ３ ８ 度 以 上 へ 広 角 化 す る こ と は 困
難 で あ る
上 述 し た よ う に 、 広 角 端 の 半 画 角 を ３ ８ 度 以 上 に 広 角 化 す る た め に は 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群
が 位 置 固 定 さ れ る ズ ー ム タ イ プ で は 無 理 が あ り 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 が 移 動 す る タ イ プ が 望
ま し い 。 広 角 端 で の レ ン ズ 全 長 を 望 遠 端 に 比 べ て 短 く す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群
の 大 型 化 を 抑 制 し つ つ 、 充 分 な 広 角 化 が 可 能 に な る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な ズ ー ム タ イ プ の も の 、 つ ま り 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １
レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、
正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 が 物 体 側 へ 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 ３
お よ び 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ た も の が あ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら 特 許 文 献 ３ お よ び 特 許
文 献 ４ に 開 示 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ は 、 広 角 端 に お け る 半 画 角 が ２ ５ ～ ３ ２ 度 程 度 に 止 ま っ
て お り 、 広 角 化 と い う 面 で は 、 な お 不 充 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 物 体 像 を 撮 影 す る 機 能 を 持 っ た 装 置 は 、 従 来 の ス チ ル カ メ ラ か ら 電 子 ス チ ル
カ メ ラ 、 動 画 撮 影 機 能 を 持 つ デ ィ ジ タ ル カ メ ラ や ビ デ オ カ メ ラ 、 さ ら に は 携 帯 型 情 報 端 末
装 置 等 の 各 種 情 報 装 置 へ と 一 般 化 し つ つ あ る 。 こ れ ら の 装 置 に 用 い ら れ る レ ン ズ と し て も
ズ ー ム レ ン ズ が 一 般 化 し 、 そ の 変 倍 域 は ま す ま す 高 変 倍 比 化 が 求 め ら れ 、 ま た 高 性 能 化 の
要 求 も 強 い 。
　 特 に 、 物 体 像 を 撮 像 素 子 に 結 像 さ せ る ズ ー ム レ ン ズ の 場 合 、 昨 今 で は ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０
万 画 素 の 撮 像 素 子 に 対 応 し た 解 像 力 を 全 ズ ー ム 域 に わ た っ て 有 す る こ と が 必 要 で あ る が 、
撮 像 素 子 の サ イ ズ 自 体 が さ ら に 小 型 化 し 、 撮 像 素 子 の 対 角 寸 法 は ６ ～ ９ ｍ ｍ 程 度 が 実 用 化
さ れ つ つ あ り 、 こ の よ う な 小 型 の 撮 像 素 子 で ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 を 実 現 す る 場 合 、 画
素 ピ ッ チ は ３ μ ｍ 以 下 と な る た め 一 層 高 度 な 収 差 補 正 が 要 求 さ れ る 。
　 例 え ば 、 画 素 ピ ッ チ を ２ ． ５ μ ｍ と す る と 、 ナ イ キ ス ト 周 波 数 は ２ ０ ０ 本 ／ ｍ ｍ と な り
、 回 折 限 界 も 問 題 と な る た め 、 銀 塩 カ メ ラ 用 に 用 い る 場 合 に 比 し て 許 容 で き る 収 差 量 は 相
対 的 に も 非 常 に 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 撮 影 レ ン ズ に 対 し て 広 画 角 化 の 要 請 も 強 く 、 ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 で の 半 画 角 は
少 な く と も ３ ５ 度 、 で き れ ば ３ ８ 度 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。 半 画 角 ： ３ ８ 度 は ３ ５ ｍ
ｍ 銀 塩 カ メ ラ （ い わ ゆ る 「 ラ イ カ 版 」 ） 換 算 の 焦 点 距 離 で ２ ８ ｍ ｍ に 相 当 す る 。 こ の よ う
な 広 画 角 化 に 際 し て は 、 歪 曲 収 差 や 倍 率 色 収 差 等 の 軸 外 収 差 の 発 生 が 大 き く な り 易 く 、 撮
像 素 子 の 画 素 ピ ッ チ が 小 さ い こ と と 相 ま っ て レ ン ズ 設 計 は 非 常 に 難 し い 。
　 変 倍 比 に つ い て は 「 ３ ５ ｍ ｍ 銀 塩 カ メ ラ 換 算 の 焦 点 距 離 」 で ２ ８ ～ １ ３ ５ ｍ ｍ 相 当 程 度
（ 約 ４ .８ 倍 ） の ズ ー ム レ ン ズ で あ れ ば 、 一 般 的 な 撮 影 の 殆 ど を こ な す こ と が 可 能 で あ る
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と 考 え ら れ る ．
　 ズ ー ム レ ン ズ で 「 高 変 倍 化 に 適 し た タ イ プ 」 と し て 、 物 体 側 よ り 順 に 、 正 の 屈 折 力 を 有
す る 第 １ レ ン ズ 群 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群
を 配 し て 成 り 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 物 体 側 近 傍 に 開 口 絞 り を 有 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍
に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群
の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 各 群 を 移 動 ま た は 固 定 す る も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ９ ～
１ １ 等 ） 。
　 ま た 、 上 記 構 成 に 加 え 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 像 側 に 「 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 」 を
有 す る も の も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ６ ～ ８ 等 ） 。
　 こ れ ら 従 来 か ら 知 ら れ た ズ ー ム レ ン ズ は 、 ３ レ ン ズ 群 構 成 ・ ４ レ ン ズ 群 構 成 の 何 れ の 場
合 も 変 倍 比 は ５ 倍 を 超 え る も の が 多 い が 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ５ 度 を 超 え る も の は な い 。
　 「 最 も 広 画 角 の 実 施 例 」 が 開 示 さ れ て い る 特 許 文 献 １ ０ で も 変 倍 比 が ３ ～ ５ 倍 程 度 で 、
半 画 角 は ２ ５ ～ ３ ４ 度 度 程 度 で あ り 、 最 も 広 い 半 画 角 ： ３ ４ 度 を 達 成 し た 実 施 例 で は 変 倍
比 が ３ 倍 に 止 ま っ て お り 、 広 画 角 化 と 高 変 倍 化 の 両 立 と い う 点 で も 、 性 能 に 対 す る 近 時 の
要 請 に 十 分 応 え ら れ る も の と は 言 い が た い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ５ ８ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ９ ７ ２ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ４ ３ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ４ － ２ ９ ６ ８ ０ ９ 号 公 報 （ 特 許 第 ３ ０ ０ ８ ３ ８ ０ 号 ）
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ６ ４ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 昭 ６ ２ － ２ ４ ２ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ３ － ３ ３ ７ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ６ － ９ ４ ９ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 平 １ １ － １ ０ ９ ２ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 平 １ １ － １ ４ ２ ７ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ２ １ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 構 成 で は 、 光 軸 上 か ら 退 避 す
る レ ン ズ の 位 置 は 、 実 質 的 に レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 外 径 の 内 側 で あ る 。 こ の た め 、 こ れ ら の レ
ン ズ 鏡 筒 は 、 レ ン ズ 収 納 時 の 撮 像 装 置 の 厚 み 寸 法 は 小 さ く す る こ と が で き る が 、 光 軸 上 か
ら の レ ン ズ の 退 避 を 行 わ な い 場 合 と 比 較 す る と 、 レ ン ズ 鏡 筒 の 外 径 が 増 大 す る た め 、 レ ン
ズ 鏡 筒 の 大 き さ 、 特 に 光 軸 に 直 交 す る 面 内 で の 大 き さ が 大 き く な り 、 結 果 と し て 撮 像 装 置
の 大 き さ 、 特 に 正 面 か ら 見 た 場 合 の 大 き さ が 、 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 レ ン ズ 収 納 時 に お け る 光 軸 方 向 寸 法 を
小 さ く す る こ と が で き 、 し か も 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ 、 ひ い て は 撮 像 装 置 の
大 き さ を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 、 複 数 の レ ン ズ を 移 動 さ せ る レ ン ズ 駆 動
装 置 、 前 記 レ ン ズ 鏡 胴 ま た は レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い る カ メ ラ お よ び 該 レ ン ズ 鏡 胴 ま た は レ
ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ お よ び ２ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 極
端 に 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン
ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ お よ び ４ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を
著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ
ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 時 の 光 学 性 能 を 極 端 に 劣 化 さ せ る こ と な し に 、 し
か も 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ
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と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ の 目 的 は 、 特 に 、 簡 単 な 構 成 で 、 し か も 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を
小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ７ の 目 的 は 、 特 に 、 一 層 簡 単 な 構 成 で 、 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小
さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ８ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 簡 単 な 構 成 で 、 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を
小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ９ の 目 的 は 、 特 に 、 よ り 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を
小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ０ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ １ の 目 的 は 、 特 に 、 よ り 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ３ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に ま た 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸
方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を
小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ５ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の
寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方
向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ８ の 目 的 は 、 特 に 、 よ り 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ９ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の
寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ０ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ １ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ３ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ
る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供
す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸
法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ５ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ
る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸
方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 沈 胴 状 態 か
ら 広 角 状 態 へ 高 速 に 移 行 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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本 発 明 の 請 求 項 ２ ８ の 目 的 は 、 特 に 、 一 層 動 作 が 確 実 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ９ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ
る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供
す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ０ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ １ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方
向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 さ ら に 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方
向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ３ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く
増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る カ メ ラ を
提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る 携 帯 型 情 報
端 末 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ５ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴
を 効 果 的 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴
を さ ら に 効 率 良 く 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴
を 効 率 良 く 且 つ 正 確 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ８ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く
増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡
胴 を 効 率 良 く 且 つ 一 層 正 確 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ９ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴
を 効 率 良 く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ０ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴
を 効 率 良 く 且 つ 一 層 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ １ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く し て 、 し か も 撮 影 光 学 系 を 効 率 良
く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る カ メ ラ を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く し て 、 し か も 撮 影 光 学 系 を 効 率 良
く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と を 可 能 と す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る
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第 ４ レ ン ズ 群 と を 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ
て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム
レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 に お け る 充 分 な 広 画 角 （ 例 え ば 、 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 ） を 確 保 し
つ つ 、 通 常 の 撮 影 領 域 を 充 分 に カ バ ー し 得 る 高 い 変 倍 比 （ 例 え ば ４ ． ５ 倍 以 上 ） を 得 て 、
し か も 小 型 で 且 つ 高 い 解 像 力 （ 例 え ば 、 ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 ） を 有 す る ズ ー ム レ ン ズ
、 な ら び に そ の よ う な ズ ー ム レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 用 い る レ ン ズ 鏡 胴 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 、 カ メ
ラ お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ３ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い る レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を よ り 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と を
可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ５ の 目 的 は 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る ズ ー ム レ ン ズ を
含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ８ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ９ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供
す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ０ の 目 的 は 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含
む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ １ の 目 的 は 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ
と を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ３ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 高 性 能 を 得 る
こ と を 可 能 と す る レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像
力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と を 可 能 と す る カ メ ラ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ ５ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像
力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と を 可 能 と す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
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本 発 明 の 請 求 項 ５ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を よ り 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と を
可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ ８ の 目 的 は 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る ズ ー ム レ ン ズ を
含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ９ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ０ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ １ の 目 的 は 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ２ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を
提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ３ の 目 的 は 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含
む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ４ の 目 的 は 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ
と を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ５ の 目 的 は 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と
を 可 能 と す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ６ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 高 性 能 を 得 る
こ と を 可 能 と す る レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 含 む レ ン ズ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ７ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像
力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と を 可 能 と す る カ メ ラ を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ８ の 目 的 は 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る
と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上
の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像
力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と を 可 能 と す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ９ の 目 的 は 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ５ 度 以 上 と 十
分 に 広 画 角 で あ り な が ら ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 で 小 型 の
撮 像 素 子 に 物 体 像 を 結 像 さ せ る 場 合 に も 十 分 な 解 像 力 を 有 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む レ ン ズ
鏡 胴 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 、 カ メ ラ お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く
と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠
を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段
と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡
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筒 の 内 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ
せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ
せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る
こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ れ
ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段
と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 が 、
　 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 少 な く と も
１ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 の レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 外 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前
記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く
と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠
を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 沈 胴 状 態 に お い て 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 収 納 す
る 固 定 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴
に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 固 定 鏡 筒 の 壁
部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 か ら な る 光 軸 上 か ら 退
避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を
含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴
さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す
る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を そ れ ぞ れ 保 持 す
る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン
ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お
い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 複 数 の
レ ン ズ 群 の う ち の 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 と は 別 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒
の 内 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ
せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か 1項 に
記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 撮 影 時 に 光 軸 方 向 に 進 退 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ５ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 退 避 移 動 の 駆 動 源 と 光 軸 方 向 へ
の 進 退 移 動 の 駆 動 源 と に 共 通 に 使 用 さ れ る 単 一 の 退 避 枠 駆 動 源 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い
る 。
請 求 項 ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 枠 駆 動 源 に よ っ て 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 退 避
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レ ン ズ 保 持 枠 を 、 光 軸 外 方 向 に 退 避 さ せ る と と も に 、 光 軸 方 向 へ 進 退 さ せ る た め の リ ー ド
ス ク リ ュ ー を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ７ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避 さ せ る
た め の カ ム 面 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ８ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且 つ
摺 接 部 が 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 摺 接 部 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保
持 枠 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た カ ム 面 に 摺 接 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避
さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ の レ ン ズ 鏡 胴
で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且 つ
当 接 係 合 部 が 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 当 接 係 合 部 が 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 当 接 係 合 面 に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン ズ
保 持 枠 を 、 光 軸 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項
の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向 に 常 時 付 勢 す る 手
段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ １ の い ず れ か １
項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向 に 常 時 付 勢 す る
手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か １ 項
の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向 に 常 時 付 勢 し 且 つ
前 記 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向 に 常 時 付 勢 す る 共 通 の 単 一 の 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項
の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 主 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 前 記 主 ガ イ ド 部 材 を 中 心 に 回 動
す る こ と に よ っ て 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 か ら の 退 避 お よ び 該 光 軸 上 へ の 挿 入 を 達 成 す
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 枠 ス ト ッ パ 部
が 前 記 副 ガ イ ド 部 材 に 当 接 す る こ と に よ り 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 光 軸 位 置 を 規 定 す る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ４ ま た は 請 求 項 １ ５ の レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、
　 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 枠 ス ト ッ パ 部
が 前 記 副 ガ イ ド 部 材 に 当 接 し な が ら 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 光 軸 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ６ の い ず れ か １ 項
の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 位 置 検 出 装 置 を 備 え 、 当 該 レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 保 持 さ れ る 退 避
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レ ン ズ 群 よ り も 物 体 側 の 群 の 鏡 筒 が 所 定 位 置 よ り も 後 退 し て 沈 胴 す る た め に は 、 前 記 位 置
検 出 装 置 か ら の 信 号 を 必 要 と す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ７ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 位 置 検 出 装 置 が 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ で あ っ て 、 固 定 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ て お り
、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に は 、 前 記 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ を 制 御 す る 遮 光 片 を 備 え る こ と を
特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る 退 避 レ ン ズ 群 の う ち の 最 後 端 に 位 置 す る レ ン ズ
よ り も 合 焦 位 置 側 に 前 記 枠 ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ２ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ５ ま た は 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 内 径 よ り も 内 側 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴
と し て い る 。
請 求 項 ２ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ５ ま た は 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、
　 ほ ぼ 円 形 の 一 部 に 逃 げ 形 状 が 形 成 さ れ た 外 形 を 有 す る シ ャ ッ タ 機 構 部 を さ ら に 備 え 、 且
つ
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 部 分 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ２ １ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 他 の レ ン ズ 群 が 、 ピ ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 を 含 み 、
　 当 該 レ ン ズ 鏡 胴 が 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る レ ン ズ 保 持 枠 を 案 内 す る た め の 副 ガ イ
ド 部 材 を さ ら に 有 す る と と も に 、
　 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 位 置 に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
請 求 項 ２ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の レ ン
ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 カ メ ラ 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 部 上 方 に あ た る 一 側 方 に フ ァ イ ン ダ 機 構
が さ ら に 設 置 さ れ 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 の 他 側 方 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 沈 胴 状 態 と 対 物 側 に 移 動 し た 状 態 と の 間
で 移 動 さ せ る た め の 駆 動 源 お よ び 伝 達 機 構 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 沈 胴 状 態 に て 前 記 固 定 鏡 筒 の 下 方 側 に 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 格
納 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ２ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ
り も 長 い こ と お よ び
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群
の 各 レ ン ズ 群 の ど れ よ り も 長 い こ と
の 少 な く と も 一 方 の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ２ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ２ ３ ま た は 請 求 項 ２ ４ の レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 外 径 が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ り も 小 さ
い こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ２ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動
可 能 に 設 け ら れ て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ
鏡 筒 を 用 い て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設
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け ら れ た 固 定 鏡 筒 と を 備 え 、 且 つ
　 前 記 固 定 鏡 筒 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 常 時 付 勢 す る た め の 前 記 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ
リ ン グ が 当 接 す る 面 に 段 差 形 状 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ 、 請 求 項 ５ 、 請 求 項 ２ ３ ～
請 求 項 ２ ５ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 が 繰 り 出 し た こ と を 検 出 す る た め の 検 出 器 を 備 え 、
　 前 記 検 出 器 は 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 繰 出 し 位 置 の 近 傍 で あ っ て し か も 前 記 可 動 レ
ン ズ 鏡 筒 が 最 大 繰 出 し 位 置 に 達 し た 後 に 、 信 号 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈
胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る
レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て
前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 用 い て 前 記
レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設 け ら れ た 固 定 鏡 筒
と を 備 え 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 の 内 周 に ヘ リ コ イ ド ね じ 山 を 備 え 、 前 記 ヘ リ コ イ ド ね じ 山 の 被 写 体 側 端 面
が 光 軸 と 垂 直 な 面 を な す こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ２ ８ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴
状 態 で は 、 前 記 レ ン ズ 群 の う ち の 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内 径 よ
り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ３ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 回 転 中 心 と な る 主 ガ イ ド 部 材 が 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 径 よ り も 外 側
に 設 置 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ３ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴
で あ っ て 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 衝 突 防 止 部 材 と 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 を 常 に 光 軸 側
へ 付 勢 す る 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し て い な い 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 内 に 位 置 し 、 前 記 退 避 レ ン
ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し た 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 側 へ 移 動 す る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈
胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る
レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て
前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン
ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 ピ ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 と 、 進 退 移 動
可 能 に 設 け ら れ て 前 記 合 焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 と を 備 え る と と も に 、
　 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 さ せ る た め の 駆 動 源 と 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 光 軸 と ほ
ぼ 平 行 で 且 つ 被 写 体 側 へ 付 勢 す る た め の 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠
を 最 も 像 面 側 に 位 置 さ せ る 沈 胴 位 置 へ の 最 後 の 移 動 を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 に よ る 押 圧 に よ
り 行 わ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ３ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る カ メ ラ は 、
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　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用 い た 光 学
系 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ３ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、
　 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項
３ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用 い た 光 学 系 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ４ に い ず れ か １ 項 に
記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 光 軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ て 変 倍 機 能 を 達 成
す る レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 は 、 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ
　 こ れ ら 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 を 複 数 の モ ー タ に よ っ て 駆 動 す る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ５ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で
あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 が 、
　 第 １ の レ ン ズ 群 と 第 ２ の レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ
　 こ れ ら 変 倍 レ ン ズ 群 を 駆 動 制 御 す る レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を Ｄ Ｃ （ 直 流 ） モ ー タ で 駆 動 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を パ ル ス モ ー タ で 駆 動 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ３ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ
っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、
　 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止 し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ い て 前 記 第 ２
の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 決 定 さ れ た 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 ３ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ６ ま た は 請 求 項 ３ ７ の
レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、
　 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を
停 止 さ せ る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止 し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ い て 前 記 第 ２
の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 決 定 さ れ た 停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 再 移 動 さ せ 停 止 さ せ て
、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 補 正 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ３ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ８ の い ず れ
か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 が 、 変 倍 時 に ほ ぼ 同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も
に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 移 動 に お
け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際
し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速 で 移 動 さ せ る も の に お い て 、
　 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の
間 隔 が 所 定 間 隔 未 満 と な っ た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔
が 所 定 間 隔 以 上 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴
と し て い る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 ４ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ９ の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 が 、 変 倍 時 に ほ ぼ 同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も
に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 移 動 に お
け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際
し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速 で 移 動 さ せ る も の に お い て 、
　 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の
間 隔 が 所 定 間 隔 を 超 え た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所
定 間 隔 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 手 段 を 含 む
こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る カ メ ラ は 、
　 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動
装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ４ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、
　 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項
３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 請 求 項 ４ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １
項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 請 求 項 ４ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に
お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ４ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ま た は 請 求 項 ４ ４ の レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を
Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 ４ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ５ の う ち の い
ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ
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３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
条 件 式 ：
　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ４ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ６ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距
離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 請 求 項 ４ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ７ の う ち の い
ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点
距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ４ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る
全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 ５ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ９ の う ち の い
ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記 開 口
絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー
ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ５ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ０ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面
を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な
面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特
徴 と し て い る 。
請 求 項 ５ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ５ １ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率
を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と
し て 、
　 条 件 式 ：
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　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 請 求 項 ５ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 鏡 胴 は 、
　 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を
少 な く と も 前 記 各 レ ン ズ 群 毎 に 移 動 さ せ る 機 構 と
を 備 え る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ５ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る カ メ ラ は 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ズ ー ム レ
ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ５ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、
　 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ４ １ ～ 請 求 項 ５ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 ５ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 請 求 項 ５ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で
あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に
お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ５ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ま た は 請 求 項 ５ ７ の レ
ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を
Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 請 求 項 ５ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ８ の う ち
の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ
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３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
条 件 式 ：
　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ９ の う ち の
い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 請 求 項 ６ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ０ の う ち
の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点
距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈
折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に
お い て 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に
、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る
全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 請 求 項 ６ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ２ の う ち
の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記 開 口
絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー
ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ３ の う ち の
い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面
を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な
面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特
徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ６ ４ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ
っ て 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率
を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と
し て 、
　 条 件 式 ：
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　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 請 求 項 ６ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、
　 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、
　 前 記 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を 少 な く と も 前 記 各 レ ン
ズ 群 毎 に 移 動 さ せ る 機 構 と
を 備 え る レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る カ メ ラ は 、
　 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ズ ー ム レ
ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ６ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、
　 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 請 求 項 ６ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 １ ～ ３ ２ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 正 の 屈 折 力
を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン
ズ 群 を 上 記 順 序 に 有 す る と と も に 、 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 に 開 口 絞 り を
有 し 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、
　 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ ｗ と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x の 比 ： Ｙ ' m a x /ｆ ｗ が 、 条
件 ：
（ １ ）  0.70 < Y' m a x /fｗ < 1.00
の 範 囲 に あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ
ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負
レ ン ズ の ３ 枚 の レ ン ズ を 配 し て 構 成 さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 請 求 項 ７ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ
っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 が 、 光 軸 か ら 離 れ る に 従
っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 形 状 の 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側
の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高
： Ｙ ' m a x が 、 条 件 ：
（ ２ ）  0.0010 < (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )/Y' m a x  < 0.0500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ １ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ７ ０ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て
、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 物 体 側 面 が 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 O 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側
の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線
有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 O (Ｈ 0 . 8 )、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側 の 非 球 面 に お
け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x が 、
条 件 ：
（ ３ ）  -0.0500 < ｛ (N 2 O － 1)× X 2 O (H 0 . 8 )＋ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  < 0.1500
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を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 請 求 項 ７ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ １ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 に お い て 物 体 側 か ら 数 え て 第 ｉ 番 目 の レ ン ズ の 材 質
の 屈 折 率 お よ び ア ッ ベ 数 :Ｎ 2 i お よ び ν 2 i （ ｉ ＝ １ ～ ３ ） が 条 件 ：
（ ４ ）  1.75 < N 2 1  < 1.90， 35 < ν 2 1  < 50
（ ５ ）  1.65 < N 2 2  < 1.90， 20 < ν 2 2  < 35
（ ６ ）  1.75 < N 2 3  < 1.90， 35 < ν 2 3  < 50
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ２ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 を 構 成 す る ３ 枚 の レ ン ズ が 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に 曲
率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲
率 の 大 き い 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ で あ り 、 上 記 正 レ ン ズ と そ の 像 側 の 負 レ ン ズ と が 接 合 さ
れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 請 求 項 ７ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ７ ３ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ
っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 に お け る 、 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ と の 接 合 面 の 曲 率 半 径
： Ｒ 2 C と 最 大 像 高 ：
Ｙ ' m a x と の 比 ： Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x が 条 件 ：
（ ７ ）  -3.5 < (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x ) < -1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ４ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調 に
移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 1 2 W 、 望 遠 端 に お け る 第 １ ， 第 2レ ン ズ 群
の 間 隔 ： Ｄ 1 2 T と 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ８ ）  0.50 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.85
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 請 求 項 ７ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ５ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調 に
移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 W 、 望 遠 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ
群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ９ ）  0.25 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.65
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ６ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 2 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 3 が 、
条 件 ：
（ １ ０ ）  0.5 < |f 2 |/f 3  < 1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 請 求 項 ７ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ７ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
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撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ； ｆ 1 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ：
ｆ W が 、 条 件 ：
（ １ １ ）  6.0 < f 1 /f W  < 12.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ７ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 な い し 第 ３ レ ン ズ 群 に よ り 構 成 さ れ る ズ ー ム レ ン ズ を
含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ７ ８ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 像 側 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ レ ン ズ 群 が 配 置 さ れ 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 お よ び
第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 請 求 項 ８ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ
っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 、 変 倍 の 際 に 移 動 し な い ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を
特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ
っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 変 位 す る
ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ２ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 開 口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間
隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い
る 。
　 請 求 項 ８ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ３ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 で あ る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 請 求 項 ８ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ３ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 倍 率 に よ り 変 化 し 、 長 焦 点 端 に お け る 開 放 径 が
短 焦 点 端 に お け る 開 放 径 に 比 し て 大 き く 設 定 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て
い る 。
　 請 求 項 ８ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ５ の
任 意 の １ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 を 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 ８ ６ に 記 載 の 携 帯 型
情 報 端 末 装 置 で あ っ て 、
　 ズ ー ム レ ン ズ に よ る 物 体 像 が 、 撮 像 素 子 の 受 光 面 上 に 結 像 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る
。
　 請 求 項 ８ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 ８ ７ に 記 載 の 携 帯 型
情 報 端 末 装 置 で あ っ て 、
　 撮 像 素 子 の 対 角 寸 法 が ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 画 素 数 が ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 請 求 項 ８ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず
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れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か
っ て 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の 屈 折 力
を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 を 上 記 順 序 に 有 す る と と も に 、 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 と
の 間 に 開 口 絞 り を 有 し 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、
　 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ ｗ と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x の 比 ： Ｙ ' m a x /ｆ ｗ が 、 条
件 ：
（ １ ）  0.70 < Y' m a x /fｗ < 1.00
の 範 囲 に あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ
ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負
レ ン ズ の ３ 枚 の レ ン ズ を 配 し て 構 成 さ れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 請 求 項 ９ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動
装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 が 、 光 軸 か ら 離 れ る に 従
っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 形 状 の 非 球 面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側
の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高
： Ｙ ' m a x が 、 条 件 ：
（ ２ ）  0.0010 < (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )/Y' m a x  < 0.0500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ １ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の レ ン ズ 鏡
胴 で あ っ て 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 物 体 側 面 が 非 球
面 で あ り 、
　 上 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 O 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 の 像 側
の 負 レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線
有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 O (Ｈ 0 . 8 )、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側 の 非 球 面 に お
け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x が 、
条 件 ：
（ ３ ）  -0.0500 < ｛ (N 2 O － 1)× X 2 O (H 0 . 8 )＋ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  < 0.1500
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 請 求 項 ９ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ １ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 に お い て 物 体 側 か ら 数 え て 第 ｉ 番 目 の レ ン ズ の 材 質
の 屈 折 率 お よ び ア ッ ベ 数 :Ｎ 2 i お よ び ν 2 i （ ｉ ＝ １ ～ ３ ） が 条 件 ：
（ ４ ）  1.75 < N 2 1  < 1.90， 35 < ν 2 1  < 50
（ ５ ）  1.65 < N 2 2  < 1.90， 20 < ν 2 2  < 35
（ ６ ）  1.75 < N 2 3  < 1.90， 35 < ν 2 3  < 50
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ２ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 を 構 成 す る ３ 枚 の レ ン ズ が 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に 曲
率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲
率 の 大 き い 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ で あ り 、 上 記 正 レ ン ズ と そ の 像 側 の 負 レ ン ズ と が 接 合 さ
れ て い る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 請 求 項 ９ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動
装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 に お け る 、 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ と の 接 合 面 の 曲 率 半 径
： Ｒ 2 C と 最 大 像 高 ：
Ｙ ' m a x と の 比 ： Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x が 条 件 ：
（ ７ ）  -3.5 < (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x ) < -1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ４ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調 に
移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 1 2 W 、 望 遠 端 に お け る 第 １ ， 第 2レ ン ズ 群
の 間 隔 ： Ｄ 1 2 T と 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ８ ）  0.50 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.85
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 請 求 項 ９ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ５ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 単 調 に
移 動 し 、
　 広 角 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 W 、 望 遠 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ
群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ９ ）  0.25 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.65
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ６ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 2 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ： ｆ 3 が 、
条 件 ：
（ １ ０ ）  0.5 < |f 2 |/f 3  < 1.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ７ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 ； ｆ 1 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ：
ｆ W が 、 条 件 ：
（ １ １ ）  6.0 < f 1 /f W  < 12.0
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 請 求 項 ９ ９ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ８ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 な い し 第 ３ レ ン ズ 群 に よ り 構 成 さ れ る ズ ー ム レ ン ズ を
含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 ９ ８ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 像 側 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ レ ン ズ 群 が 配 置 さ れ 、
　 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 大 き く な り 、
第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 お よ び
第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ １ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 の レ ン ズ
駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 、 変 倍 の 際 に 移 動 し な い ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を
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特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 請 求 項 １ ０ ２ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 の レ ン ズ
駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 像 側 へ 変 位 す る
ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ ３ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ２ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 開 口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間
隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て い
る 。
　 請 求 項 １ ０ ４ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ３ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 で あ る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む
こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ ５ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ３ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、
撮 影 用 光 学 系 と し て 、 開 口 絞 り の 開 放 径 が 倍 率 に よ り 変 化 し 、 長 焦 点 端 に お け る 開 放 径 が
短 焦 点 端 に お け る 開 放 径 に 比 し て 大 き く 設 定 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０
５ の 任 意 の １ に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 有 す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
　 請 求 項 １ ０ ７ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 携
帯 型 情 報 端 末 装 置 で あ っ て 、
　 ズ ー ム レ ン ズ に よ る 物 体 像 が 、 撮 像 素 子 の 受 光 面 上 に 結 像 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る
。
　 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載 し た 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 請 求 項 １ ０ ７ に 記 載 の 携
帯 型 情 報 端 末 装 置 で あ っ て 、
　 撮 像 素 子 の 対 角 寸 法 が ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 画 素 数 が ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ ９ に 記 載 の カ メ ラ は 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １ ０ ５ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い た 光 学 系 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 レ ン ズ 収 納 時 に お け る 光 軸 方 向 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き 、 し か も
光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ 、 ひ い て は 撮 像 装 置 の 大 き さ を 小 さ く す る こ と を 可 能
と す る レ ン ズ 鏡 胴 、 複 数 の レ ン ズ を 移 動 さ せ る レ ン ズ 駆 動 装 置 、 前 記 レ ン ズ 鏡 胴 ま た は レ
ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い る カ メ ラ お よ び 該 レ ン ズ 鏡 胴 ま た は レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い る 携 帯 型 情
報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 請 求 項 １ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン
ズ 群 か ら な る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態
か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ
鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の
レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と
、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡
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筒 の 内 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ
せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ
る こ と は 必 ず し も 必 要 で は な く 、 全 て の レ ン ズ を 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内 径 よ り 内 側 に 位 置 さ
せ る こ と で よ く 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 極 端 に 増 大 さ せ る こ と な く 、
効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な
る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ
ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ
て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 前 記 レ
ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 レ ン ズ
保 持 枠 が 、 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 少
な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 の レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 外 径 よ り も 外 側 に 退 避 さ せ る
べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 含 む こ
と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 極 端 に 増 大 さ せ る こ と な く 効
果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な
る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ
ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ
て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持
枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 沈 胴
状 態 に お い て 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 収 納 す る 固 定 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ
ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 は 、
　 撮 影 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を 構 成 す る 全 て の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内
径 よ り 内 側 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 前 記 固 定 鏡 筒 の 壁
部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 か ら な る 光 軸 上 か ら 退
避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ 枚 の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を
含 む こ と に よ り 、 特 に 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な
く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 各 々 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 か ら な
る 複 数 の レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ
ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ
て 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 を そ れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 少 な く と も １ つ の 前
記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ
保 持 枠 駆 動 手 段 と を 備 え る レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 撮 影 状 態 で は 、 全
て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は 、 前 記 複 数 の レ ン ズ 群 の う ち の 少
な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 他 の レ ン ズ 群 と は 別 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内 径 よ り も 外 側 に
退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 群 を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持
枠 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る
こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ
ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 撮 影 時 に 光 軸 方 向 に 進 退 操 作 さ れ る こ と に
よ り 、 特 に 、 撮 影 時 の 光 学 性 能 を 極 端 に 劣 化 さ せ る こ と な し に 、 し か も 効 果 的 に 撮 影 光 軸
方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 レ ン ズ
保 持 枠 駆 動 手 段 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 退 避 移 動 の 駆 動 源 と 光 軸 方 向 へ の 進 退 移 動 の
駆 動 源 と に 共 通 に 使 用 さ れ る 単 一 の 退 避 枠 駆 動 源 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 簡 単 な 構 成 で
、 ス ペ ー ス 効 率 の 向 上 と 、 コ ス ト 低 減 化 と を 実 現 さ せ 得 る と 共 に 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の
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寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 枠 駆
動 源 に よ っ て 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を
、 光 軸 外 方 向 に 退 避 さ せ る と と も に 、 光 軸 方 向 へ 進 退 さ せ る た め の リ ー ド ス ク リ ュ ー を 含
む こ と に よ り 、 特 に 、 一 層 簡 単 な 構 成 で 、 よ り 低 コ ス ト 化 を 実 現 し 得 る と 共 に 、 効 果 的 に
撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ ン
ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避 さ せ る た め の カ ム 面 が
、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 簡 単 な 構 成
で 、 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ９ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且 つ 摺 接 部 が 形 成
さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 摺 接 部 が 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的
に 形 成 さ れ た カ ム 面 に 摺 接 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 退 避 さ せ る こ と
に よ り 、 特 に 、 よ り 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可
能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ０ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い
て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る 退 避 枠 駆 動 系 が 、 前 記 リ ー ド ス ク リ ュ ー に 螺 合 し 且
つ 当 接 係 合 部 が 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 を 備 え 、 該 雌 ね じ 部 材 の 前 記 当 接 係 合 部 が 、 前 記 退
避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 当 接 係 合 面 に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 退 避 レ ン
ズ 保 持 枠 を 、 光 軸 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、
撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ １ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 の レ
ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向
に 常 時 付 勢 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 よ り 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、
退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 光 軸 方 向 へ 安 定 し て 移 動 す る こ と が で き 、 且 つ 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を
小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 の レ ン
ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向
に 常 時 付 勢 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で
、 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 光 軸 方 向 の ガ タ ツ キ を 無 く し 且 つ 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る
こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン
ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 に 挿 入 す る 方 向 に
常 時 付 勢 し 且 つ 前 記 光 軸 方 向 に 沿 う 沈 胴 方 向 に 常 時 付 勢 す る 共 通 の 単 一 の 圧 縮 ト ー シ ョ ン
ス プ リ ン グ を さ ら に 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に ま た 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 低
コ ス ト 化 と 省 ス ペ ー ス 化 を 図 り つ つ 、 退 避 レ ン ズ の 安 定 的 な 動 作 を 実 現 し 得 る と 共 に 、 撮
影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項 の レ
ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 主 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 前 記 主 ガ イ ド
部 材 を 中 心 に 回 動 す る こ と に よ っ て 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 光 軸 上 か ら の 退 避 お よ び 該 光 軸 上
へ の 挿 入 を 達 成 す る こ と に よ り 、 特 に 、 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法
を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 副 ガ イ ド
部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 枠 ス ト ッ パ 部 が 前 記 副 ガ
イ ド 部 材 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 光 軸 位 置 を 規 定 す る こ と に よ
り 、 特 に 、 さ ら に 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可
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能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ４ ま た は 請 求 項 １ ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に
お い て 、 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 枠 ス ト
ッ パ 部 が 前 記 副 ガ イ ド 部 材 に 当 接 し な が ら 、 該 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 、 光 軸 方 向 に 沿 っ て 進
退 す る こ と に よ り 、 特 に 、 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ６ の い ず れ か １ 項 の レ
ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 位 置 検 出 装 置 を 備 え 、 当 該 レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠
に 保 持 さ れ る 退 避 レ ン ズ 群 よ り も 物 体 側 の 群 の 鏡 筒 が 所 定 位 置 よ り も 後 退 し て 沈 胴 す る た
め に は 、 前 記 位 置 検 出 装 置 か ら の 信 号 を 必 要 と す る こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 動 作 が 安 全
で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 位 置
検 出 装 置 が 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ で あ っ て 、 固 定 枠 に 一 体 的 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 に は 、 前 記 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ を 制 御 す る 遮 光 片 を 備 え る こ と に よ り 、 特 に
、 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 、 動 作 が 確 実 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能
と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 １ ９ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る 退 避 レ ン ズ 群 の う ち の 最 後 端 に 位 置 す る レ ン ズ よ り も 合 焦
位 置 側 に 前 記 枠 ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ た こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成
で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を よ り 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ０ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ５ ま た は 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ 鏡 胴
に お い て 、 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 内 径 よ り も 内 側 に 設 置 さ れ た こ
と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 空 間 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る
こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ １ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ５ ま た は 請 求 項 １ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に
お い て 、 ほ ぼ 円 形 の 一 部 に 逃 げ 形 状 が 形 成 さ れ た 外 形 を 有 す る シ ャ ッ タ 機 構 部 を さ ら に 備
え 、 且 つ 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 部 分 に 設 置 さ れ た こ と に よ
り 、 特 に 、 さ ら に 空 間 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が
可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ １ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 他 の
レ ン ズ 群 が 、 ピ ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 を 含 み 、 当 該 レ ン ズ 鏡
胴 が 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る レ ン ズ 保 持 枠 を 案 内 す る た め の 副 ガ イ ド 部 材 を さ ら に
有 す る と と も に 、 前 記 副 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 部 の 逃 げ 形 状 位 置 に 設 置 さ れ た
こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 空 間 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 カ メ ラ 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 前 記 固 定 鏡 筒
の 外 部 上 方 に あ た る 一 側 方 に フ ァ イ ン ダ 機 構 が さ ら に 設 置 さ れ 、
　 前 記 固 定 鏡 筒 の 他 側 方 に 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 沈 胴 状 態 と 対 物 側 に 移 動 し た 状 態 と の 間
で 移 動 さ せ る た め の 駆 動 源 お よ び 伝 達 機 構 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 沈 胴 状 態 に て 前 記 固 定 鏡 筒 の 下 方 側 に 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 が 格
納 さ れ る こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ る こ と な
く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退
避 レ ン ズ 保 持 枠 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ り も 長 い
こ と お よ び 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 に よ り 保 持 さ れ る レ ン ズ 群 の 光 軸 方 向 長 さ が 、 前 記 他 の
レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 群 の ど れ よ り も 長 い こ と 、 の 少 な く と も 一 方 の 条 件 を 満 足 す る こ と に
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よ り 、 特 に 、 さ ら に 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を よ り 一 層 小 さ く す る
こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ ３ ま た は 請 求 項 ２ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に
お い て 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 の 外 径 が 、 前 記 他 の レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ 保 持 枠 の ど れ よ り
も 小 さ い こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ る こ と な
く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 複 数
の レ ン ズ 群 を レ ン ズ 群 毎 に そ れ ぞ れ 保 持 す る 複 数 の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け
ら れ て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 用 い
て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設 け ら れ た 固
定 鏡 筒 と を 備 え 、 且 つ 前 記 固 定 鏡 筒 は 、 前 記 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 常 時 付 勢 す る た め の 前 記
圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ が 当 接 す る 面 に 段 差 形 状 を 設 け て な る こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら
に 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ 、 請 求 項 ５ 、 請 求 項 ２ ３ ～ 請 求 項
２ ５ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 が 繰 り 出 し た こ と を 検 出
す る た め の 検 出 器 を 備 え 、 前 記 検 出 器 は 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 最 大 繰 出 し 位 置 の 近 傍 で
あ っ て し か も 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 が 最 大 繰 出 し 位 置 に 達 し た 後 に 、 信 号 を 発 生 す る こ と に
よ り 、 特 に 、 さ ら に 一 層 製 造 の 容 易 な 簡 単 な 構 成 で 、 沈 胴 状 態 か ら 広 角 状 態 へ 高 速 に 移 行
す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ２ ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く と
も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を 対
物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す る
少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部 に
保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 を 用 い て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ
ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 位 置 が 固 定 さ れ て 設 け ら れ た 固 定 鏡 筒 と を 備 え 、 前 記 固 定 鏡 筒 の
内 周 に ヘ リ コ イ ド ね じ 山 を 備 え 、 前 記 ヘ リ コ イ ド ね じ 山 の 被 写 体 側 端 面 が 光 軸 と 垂 直 な 面
を な す こ と に よ り 、 特 に 、 一 層 動 作 が 確 実 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小
さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ ９ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 レ
ン ズ 保 持 枠 は 、 撮 影 状 態 で は 、 全 て の レ ン ズ 群 を 同 一 の 光 軸 上 に 位 置 さ せ 、 沈 胴 状 態 で は
、 前 記 レ ン ズ 群 の う ち の 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 の 内 径 よ り も 外 側
に 退 避 さ せ る べ く 、 前 記 少 な く と も １ つ の レ ン ズ を 保 持 し 且 つ 移 動 さ せ る 退 避 レ ン ズ 保 持
枠 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 増 大 さ せ る こ と な
く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ０ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に お い て 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 の 回 転 中 心 と な る 主 ガ イ ド 部 材 が 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 径 よ り も 外 側 に 設 置 さ れ
た こ と に よ り 、 特 に 、 さ ら に 一 層 効 率 の 良 い 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く
す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ １ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ
て 、 前 記 固 定 鏡 筒 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 衝 突 防 止 部 材 と 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 を 常 に 光 軸
側 へ 付 勢 す る 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 衝 突 防 止 部 材 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 退 避
レ ン ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し て い な い 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 内 に 位 置 し 、 前 記 退 避 レ
ン ズ 保 持 枠 が 収 納 状 態 に 移 行 し た 場 合 に は 前 記 固 定 鏡 筒 の 外 側 へ 移 動 す る こ と に よ り 、 特
に 、 さ ら に 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 １ 以 上 の レ ン ズ を 有 す る レ ン ズ 群 の 少 な く
と も 一 部 を 沈 胴 さ せ て レ ン ズ 群 を 収 納 す る 沈 胴 状 態 か ら 前 記 レ ン ズ 群 の 少 な く と も 一 部 を
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対 物 側 に 移 動 す る こ と に よ り 撮 影 状 態 と す る レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 レ ン ズ 群 を 保 持 す
る 少 な く と も １ つ の レ ン ズ 保 持 枠 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 内 部
に 保 持 す る 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 と 、 前 記 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆 動 す る レ ン ズ 保 持 枠 駆 動 手 段 と 、 ピ
ン ト 調 整 用 の １ 以 上 の レ ン ズ か ら な る 合 焦 レ ン ズ 群 と 、 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て 前 記 合
焦 レ ン ズ 群 を 保 持 す る 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 と を 備 え る と と も に 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 駆
動 さ せ る た め の 駆 動 源 と 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 光 軸 と ほ ぼ 平 行 で 且 つ 被 写 体 側 へ 付 勢
す る た め の 付 勢 手 段 と を さ ら に 備 え 、 前 記 合 焦 レ ン ズ 保 持 枠 を 最 も 像 面 側 に 位 置 さ せ る 沈
胴 位 置 へ の 最 後 の 移 動 を 前 記 可 動 レ ン ズ 鏡 筒 に よ る 押 圧 に よ り 行 わ せ る こ と に よ り 、 特 に
、 さ ら に 動 作 が 安 全 で 且 つ 簡 単 な 構 成 で 、 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ３ の カ メ ラ に よ れ ば 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の
い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用 い た 光 学 系 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交
わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す
る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ４ の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に よ れ ば 、 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ メ
ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ ２ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 を 用
い た 光 学 系 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増
大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ５ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 前 記 複 数 の レ ン ズ 群
を 光 軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ て 変 倍 機 能 を 達 成 す る レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の レ ン
ズ 群 は 、 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ こ れ ら 変 倍 機 能 を 担 う 複 数 の 変
倍 レ ン ズ 群 を 複 数 の モ ー タ に よ っ て 駆 動 す る こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る
面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ
と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 効 果 的 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ５ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て
、 前 記 複 数 の 変 倍 レ ン ズ 群 が 、 第 １ の レ ン ズ 群 と 第 ２ の レ ン ズ 群 を 含 み 、 且 つ こ れ ら 変 倍
レ ン ズ 群 を 駆 動 制 御 す る レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を Ｄ Ｃ （ 直 流 ） モ ー タ で
駆 動 す る 手 段 と 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を パ ル ス モ ー タ で 駆 動 す る 手 段 と を 含 む こ と に よ り
、 特 に 、 変 倍 動 作 の 高 速 化 と 位 置 制 御 の 高 精 度 化 を 実 現 し 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内
で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を
可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を さ ら に 効 率 良 く 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ７ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、
前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 を 停 止
さ せ る 手 段 と 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止 し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ
い て 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定 す る 手 段 と 、 決 定 さ れ た 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の
停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂
直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小
さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 効 率 良 く 且 つ 正 確 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ ８ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ６ ま た は 請 求 項 ３ ７ の レ ン ズ
駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 前 記 変 倍 レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 際 に 、 前 記 第
１ の レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 停 止 さ せ る 手 段 と 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 停 止
し た 後 に 、 該 第 １ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 に 基 づ い て 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 決 定
す る 手 段 と 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 決 定 さ れ た 停 止 位 置 に 該 第 ２ の レ ン ズ 群 を 再 移 動 さ せ
停 止 さ せ て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 停 止 位 置 を 補 正 す る 手 段 と を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、
撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方
向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 効 率 良 く 且 つ 一 層 正 確 に 駆 動 制 御 す
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る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ３ ９ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ８ の い ず れ か １ 項
の レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 が 、 変 倍 時 に ほ ぼ
同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 広 角 位 置
か ら 望 遠 位 置 へ の 移 動 に お け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 広 角 位 置
か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速 で
移 動 さ せ る も の に お い て 、 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群
と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所 定 間 隔 未 満 と な っ た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前
記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所 定 間 隔 以 上 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ
る 手 段 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ
せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 効
率 良 く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ０ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ６ ～ 請 求 項 ３ ９ の い ず れ か １
項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 お よ び 第 ２ の レ ン ズ 群 が 、 変 倍 時 に ほ
ぼ 同 一 方 向 へ 移 動 す る と と も に 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 が 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 よ り も 望 遠 位
置 か ら 広 角 位 置 へ の 移 動 に お け る 望 遠 側 に 位 置 し て お り 、 前 記 レ ン ズ 駆 動 手 段 が 、 望 遠 位
置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 を 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 よ り も 高 速
で 移 動 さ せ る も の に お い て 、 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 １ の レ ン ズ
群 と 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所 定 間 隔 を 超 え た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 群 と 前 記
第 ２ の レ ン ズ 群 の 間 隔 が 所 定 間 隔 と な る ま で 前 記 第 ２ の レ ン ズ 群 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 手 段
を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ
と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と を 可 能 と す る レ ン ズ 鏡 胴 を 効 率 良 く
且 つ 一 層 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ １ の カ メ ラ に よ れ ば 、 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請
求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い た こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に
交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著 し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く
し て 、 し か も 撮 影 光 学 系 を 効 率 良 く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ２ の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に よ れ ば 、 カ メ ラ 機 能 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 カ
メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 の 駆 動 装 置 と し て 、 請 求 項 ３ ５ ～ 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 の
レ ン ズ 駆 動 装 置 を 用 い た こ と に よ り 、 特 に 、 撮 影 光 軸 が 垂 直 に 交 わ る 面 内 で の 大 き さ を 著
し く 増 大 さ せ る こ と な く 効 果 的 に 撮 影 光 軸 方 向 の 寸 法 を 小 さ く し て 、 し か も 撮 影 光 学 系 を
効 率 良 く 且 つ 確 実 に 駆 動 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ６ ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ に よ れ ば 、 正 の
屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の
屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 、 物 体 側 か ら 、 順
次 、 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第
３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 に お け る 充
分 な 広 画 角 を 確 保 し つ つ 、 通 常 の 撮 影 領 域 を 充 分 に カ バ ー し 得 る 高 い 変 倍 比 を 得 て 、 し か
も 小 型 で 且 つ 高 い 解 像 力 を 有 す る ズ ー ム レ ン ズ 、 な ら び に そ の よ う な ズ ー ム レ ン ズ を 用 い
る レ ン ズ ユ ニ ッ ト 、 カ メ ラ お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
す な わ ち 本 発 明 の 請 求 項 ４ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ に よ れ ば 、 物 体 側 か ら
、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 正 の
屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広
角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に
向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前
記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端
よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像
倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
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　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る こ と に よ り 、 特 に 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 中 で 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と
充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万
～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、
望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群
の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 変 倍 に 伴 う 第 ４ レ ン ズ 群 の 倍 率 変 化 に
関 し て 、 各 収 差 を よ り 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ５ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ま た は 請 求 項 ４ ４ の レ ン ズ 鏡 胴 で
あ っ て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に
お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る レ ン
ズ 鏡 胴 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ６ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ５ の う ち の い ず れ か
１ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量
を Ｘ ３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 移 動 量 に 関 し て 、 各 収
差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ４ ７ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ６ の う ち の い ず れ か １
項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点
距 離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ８ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ７ の う ち の い ず れ か
１ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け る 全 系 の
焦 点 距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ ９ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第
１ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第
３ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ
の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移
動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が
そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置
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す る よ う に 移 動 す る と と も に 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移
動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 請 求 項 ４ ３ と は 、 若 干 異 な る 構 成 を 用
い て 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍
比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を
得 る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ ０ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ４ ９ の う ち の い ず れ か
１ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記
開 口 絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る
ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 一 層 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る レ ン ズ 鏡 胴 と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ １ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ０ の う ち の い ず れ か
１ 項 の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き
な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大
き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 含
む こ と に よ り 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ ２ の レ ン ズ 鏡 胴 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ １ の レ ン ズ 鏡 胴 で あ っ て 、 前 記 第
２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率 を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中
で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ ３ の レ ン ズ ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の う ち
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、 前 記 光 学 系
を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を 少 な く と も 前 記 各 レ ン ズ 群 毎 に 移 動
さ せ る 機 構 と を 備 え る こ と に よ り 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を
得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素
以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 高 性 能 を
得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ ４ の カ メ ラ に よ れ ば 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求
項 ５ ２ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画
角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小
型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン
ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ５ の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に よ れ ば 、 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て
、 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、
広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有
し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得
る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能 と な
る 。
　 す な わ ち 本 発 明 の 請 求 項 ５ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ に よ れ ば 、 物 体
側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と
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、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な
り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物
体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し
て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て
広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群
の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る こ と に よ り 、 特 に 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 中 で 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と
充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万
～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ ７ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で
あ っ て 、 望 遠 端 に お け る 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｔ 、 広 角 端 に お け る 前 記 第 ４
レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を ｍ ４ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 変 倍 に 伴 う 第 ４ レ ン ズ 群 の 倍 率 変 化 に
関 し て 、 各 収 差 を よ り 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ５ ８ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ま た は 請 求 項 ５ ７ の レ ン ズ 駆
動 装 置 で あ っ て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を Ｘ １ 、
望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 よ り 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る レ ン
ズ 鏡 胴 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ ９ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ８ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 す る 第 ３ レ ン ズ 群 の
総 移 動 量 を Ｘ ３ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 移 動 量 に 関 し て 、 各 収
差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ０ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ５ ９ の う ち の い ず れ
か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ 、 前 記 第 ３ レ ン ズ
群 の 焦 点 距 離 を ｆ ３ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ １ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ０ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ 、 広 角 端 に お け
る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｗ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ２ ． ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 各 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
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　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ２ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 の 屈 折 力 を 有 す
る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口 絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す
る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 配 設 し て な り 、 広 角 端 か ら 望 遠
端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調
に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ
群 が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に
位 置 す る よ う に 移 動 す る と と も に 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 う 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の
総 移 動 量 を Ｘ １ 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ Ｔ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 ０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 請 求 項 ５ ６ と は 、 若 干 異 な る 構 成 を 用
い て 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍
比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を
得 る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ３ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ２ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 開 口 絞 り は 、 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動
し 、 前 記 開 口 絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最 も 広 く な り 、 望 遠 端 で 最 も
狭 く な る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 一 層 小 型 化 に 適 し 、 特 に 小 径 化 に 適 す る レ ン ズ
駆 動 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ４ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ３ の う ち の い ず
れ か １ 項 の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 が 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲
率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に
曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と を 順 次 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ か ら な る 構 成 の ズ ー ム レ
ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性 能 を 得 る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ５ の レ ン ズ 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ６ ４ の レ ン ズ 駆 動 装 置 で あ っ て
、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率 を Ｎ ２ ｉ 、 前 記 第 ２ レ
ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を ν ２ ｉ と し て 、
　 条 件 式 ：
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
を 満 足 す る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 色 収 差 を さ ら に 良 好 に 補 正 し て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ ６ の レ ン ズ ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の う ち
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ を 含 む 光 学 系 と 、 前 記 光
学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 を 支 持 し 且 つ 前 記 各 光 学 要 素 を 少 な く と も 前 記 各 レ ン ズ 群 毎 に
移 動 さ せ る 機 構 と を 備 え る こ と に よ り 、 特 に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画
角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万
画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る 他 の 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 高 性
能 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ ７ の カ メ ラ に よ れ ば 、 撮 影 用 光 学 系 と し て 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求
項 ６ ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 含 む こ と に よ り 、 特 に 、 広 角 端 の
半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か
も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム
レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
本 発 明 の 請 求 項 ６ ８ の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に よ れ ば 、 カ メ ラ 機 能 部 の 撮 影 用 光 学 系 と し て

10

20

30

40

50

(47) JP 2006-330657 A 2006.12.7



、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ズ 駆 動 装 置 を 含 む こ と に よ り 、 特
に 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比
を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有
し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ ９ ～ 請 求 項 ８ ５ の 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 お よ び 請 求 項 ８ ９ ～ 請 求 項 １
０ ５ の 発 明 に 係 る レ ン ズ 駆 動 装 置 に 含 ま れ る ズ ー ム レ ン ズ は 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ５ 度 以
上 と 十 分 に 広 画 角 で あ り な が ら ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 小 型 で か つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０
０ 万 画 素 の 撮 像 素 子 に 対 応 し た 解 像 力 を 有 す る 。 従 っ て 、 こ の よ う な ズ ー ム レ ン ズ を 撮 影
用 光 学 系 と し て 用 い る こ と に よ り 、 良 好 な 撮 影 機 能 を 有 す る 請 求 項 ８ ６ ～ 請 求 項 ８ ８ お よ
び 請 求 項 ８ ６ ～ 請 求 項 １ ０ ９ に 係 る よ う な 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 や カ メ ラ を 実 現 す る こ と が
で き る 。 勿 論 、 こ の 発 明 の ズ ー ム レ ン ズ は 銀 塩 ス チ ル カ メ ラ 等 に 使 用 し て も 良 好 な 性 能 を
発 揮 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 基 づ き 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 を 詳 細 に
説 明 す る 。
図 １ ～ 図 １ ６ お よ び 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む 光 学 系
装 置 の 要 部 の 構 成 お よ び 種 々 の 動 作 状 態 を 示 し て い る 。
図 １ は 、 レ ン ズ 群 を 沈 胴 さ せ て 収 納 し た 沈 胴 収 納 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 部 分 の 構 成 を 物
体 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ２ は 、 図 １ の 状 態 に お け る 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
、 図 ３ は 、 レ ン ズ バ リ ア を 閉 じ た 沈 胴 収 納 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 お よ び レ ン ズ バ リ ア を
含 む 光 学 系 装 置 の 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の 状 態 に お け る 要 部 の 構 成
を 結 像 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ５ は 、 レ ン ズ 群 を 突 出 さ せ た 撮 影 状 態 に お い て 開 い た レ ン
ズ バ リ ア を 閉 じ よ う と し て い る 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 部 分 お よ び レ ン ズ バ リ ア 部 分 の 要
部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ６ は 、 レ ン ズ 群 を 突 出 さ せ た 撮 影 状 態 に お け る レ
ン ズ 鏡 胴 部 分 の 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ７ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 を 保 持 す る
第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び 衝 突 防 止 片 の 動 作 を 説 明 す る た め 、 レ ン ズ 群 の 沈 胴 収 納 状 態 に お
け る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 、 衝 突 防 止 片 お よ び 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 部 分 の 配 置 構 成 を 物 体 側 か ら
見 た 斜 視 図 、 図 ８ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 を 保 持 す る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び 衝 突 防 止 片 の 動 作
を 説 明 す る た め 、 レ ン ズ 群 を 突 出 し た 撮 影 状 態 に お け る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 、 衝 突 防 止 片 お
よ び 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 部 分 の 配 置 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ９ は 、 レ ン ズ 群 を 突 出 し た （ ａ ） 望 遠 位 置 状 態 と 沈 胴 さ せ て 収 納 し た 沈 胴 状 態 お よ び
レ ン ズ 群 を 突 出 し た （ ｂ ） 広 角 位 置 状 態 の レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 各 レ ン ズ 群 、 レ ン ズ 保 持 枠
な ら び に 各 種 レ ン ズ 鏡 筒 の 要 部 を そ れ ぞ れ 示 す 縦 断 面 図 、 図 １ ０ は 、 第 ２ の 回 転 筒 に 形 成
さ れ た カ ム 溝 の 形 状 を 展 開 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 、 図 １ １ は 、 カ ム 筒 に 形 成 さ れ た カ ム
溝 の 形 状 を 展 開 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 、 図 １ ２ は 、 第 １ の ラ イ ナ ー に 形 成 さ れ た カ ム 溝
お よ び キ ー 溝 の 形 状 を 展 開 し 且 つ ヘ リ コ イ ド を 省 略 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 、 図 １ ３ （ ａ
） は 、 固 定 鏡 筒 に 形 成 さ れ た カ ム 溝 お よ び キ ー 溝 の 形 状 を 展 開 し 且 つ ヘ リ コ イ ド を 省 略 し
て 模 式 的 に 示 す （ ａ ） 展 開 図 、 図 １ ３ （ ｂ ） は 、 ヘ リ コ イ ド を 含 む 詳 細 図 、 図 １ ３ （ ｃ ）
は 、 ヘ リ コ イ ド に 嵌 合 す る 第 １ の 回 転 鏡 筒 の 斜 視 図 、 図 １ ４ （ ａ ） は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠
お よ び そ の 駆 動 操 作 系 の 構 成 を 示 す 側 面 図 、 図 １ ４ （ ｂ ） は 、 そ の 斜 視 図 、 図 １ ５ は 、 第
３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び そ の 駆 動 操 作 系 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 １ ６ （ ａ ） は 、 第 ３ レ ン ズ
保 持 枠 の 動 作 を 説 明 す る た め 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 部 分 を 物 体 側 か ら 見 た 正 面 図 、 図 １ ６ （
ｂ ） は 、 シ ャ ッ タ 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 ２ ０ （ ａ ） は 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 お よ
び そ の 駆 動 操 作 系 の 要 部 の 構 成 を 具 体 的 に 示 す 斜 視 図 、 図 ２ ０ （ ｂ ） は 、 そ の 一 部 を 省 略
し 、 角 度 を 変 え て 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
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　 図 １ ～ 図 １ ６ お よ び 図 ２ ０ に お い て 、 レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む 光 学 系 装 置 は 、 第 １ レ ン ズ 群 １
１ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト
１ ５ 、 固 体 撮 像 素 子 １ ６ 、 第 １ レ ン ズ 保 持 枠 １ ７ 、 カ バ ー ガ ラ ス １ ８ 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ
１ ９ 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ 、 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ 、 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ 、 第
２ の ラ イ ナ ー ２ ５ 、 カ ム 筒 ２ ６ 、 直 進 筒 ２ ７ 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ 、 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸
３ ２ 、 第 ３ 群 副 ガ イ ド 軸 ３ ３ 、 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ 、 第 ３ 群 雌 ね じ 部 材 ３ ５ 、 衝
撃 防 止 片 ３ ６ 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ ［ 図 １ ４
（ ｂ ） 、 図 １ ６ （ ａ ） ］ 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ 、 第 ４ 群 副 ガ イ ド 軸 ４ ２ 、 第 ４ 群 ス プ リ
ン グ ４ ３ （ 図 ７ 、 図 ８ ） 、 第 ４ 群 主 ガ イ ド 軸 ４ ４ 、 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ 、 第 ４ 群
雌 ね じ 部 材 ４ ６ 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ４ ７ 、 ズ ー ム モ ー タ ５ １ （ 図 １ ） 、 第 ３ 群 モ
ー タ ５ ２ 、 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ 、 バ リ ア 制 御 片 ６ １ 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ 、 バ リ ア 駆 動 系 ６ ３
、 ギ ア ７ １ ， ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ 、 押 さ え 板 ８ １ お よ び 鏡 胴 ベ ー ス ８ ２ を 具 備 し て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ９ を 参 照 し て 、 撮 影 状 態 に つ い て 説 明 す る と 、 第 １ レ ン ズ 群 １ １ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２
、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ は 、 物 体 側 か ら 順 次 配 列 さ れ る と と も に 、 第
２ レ ン ズ 群 １ ２ と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 間 に 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ が 、 挿 入 配 置 さ
れ 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 像 面 側 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） 等 を 用 い て 構 成 さ れ る 固 体
撮 像 素 子 １ ６ が 配 置 さ れ る 。 こ れ ら 第 １ レ ン ズ 群 １ １ ～ 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ は 、 焦 点 距 離 可
変 の ズ ー ム レ ン ズ を 構 成 す る 。 第 １ レ ン ズ 群 １ １ は 、 １ 枚 以 上 の レ ン ズ か ら な り 、 該 第 １
レ ン ズ 群 １ １ を 一 体 的 に 保 持 す る 第 １ レ ン ズ 保 持 枠 １ ７ を 介 し て 直 進 筒 ２ ７ に 固 定 保 持 さ
れ て い る 。
第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ は 、 １ 枚 以 上 の レ ン ズ か ら な り 、 該 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ を 一 体 的 に 保 持 す
る 第 ２ レ ン ズ 保 持 枠 （ 明 確 に は 図 示 さ れ て い な い ） に 形 成 さ れ た カ ム フ ォ ロ ワ が 図 １ １ に
示 す カ ム 筒 ２ ６ の 第 ２ レ ン ズ 群 用 の カ ム 溝 に 挿 通 さ れ て 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 直 進 溝 ２ ５
ａ に 係 合 し 、 こ れ ら カ ム 筒 ２ ６ お よ び 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 シ ャ ッ
タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ は 、 シ ャ ッ タ お よ び 開 口 絞 り を 含 み 、 該 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １
５ に 一 体 的 に 形 成 さ れ た カ ム フ ォ ロ ワ が 図 １ １ に 示 す カ ム 筒 ２ ６ の シ ャ ッ タ ／ 絞 り 用 の カ
ム 溝 に 挿 通 さ れ て 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 直 進 溝 ２ ５ ａ に 係 合 し 、 こ れ ら カ ム 筒 ２ ６ お よ び
第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ に よ り 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 固 定 枠 ２ １ の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の 内 面 に は 、 図 １ ３ （ ａ ） お よ び 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 軸 方 向 に 沿 う 直 進 溝 お よ び カ ム 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 ヘ リ コ イ ド 状 の カ ム 溝 に は 、 図
１ ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ の 基 端 部 外 周 面 に 形 成 さ れ た ヘ リ コ イ ド 状 の カ
ム フ ォ ロ ワ が 係 合 し て お り 、 固 定 枠 ２ １ の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の 直 進 溝 に は 、 第 １ の ラ イ ナ ー
２ ３ の 基 端 部 外 周 に 突 出 形 成 さ れ た キ ー 部 が 係 合 し て い る 。 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ の 内 面 に は
光 軸 に 直 交 す る 面 に 沿 う 案 内 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 基 端 部 近 傍 の 外
周 面 に 突 設 さ れ た 直 進 案 内 部 材 で あ る フ ォ ロ ワ （ ま た は キ ー ） が 係 合 し て い る 。 第 １ の ラ
イ ナ ー ２ ３ の 内 面 に は 、 光 軸 方 向 に 沿 う 直 線 溝 と ヘ リ コ イ ド が 形 成 さ れ 、 さ ら に 第 １ の ラ
イ ナ ー ２ ３ に は 、 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 基 端 部 近 傍 の 外 周 面 に 突 設 さ れ た カ ム フ ォ ロ ワ を 挿
通 す る た め の 逃 げ 溝 が 形 成 さ れ て い る 。
第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 基 端 部 の 外 周 面 に は ヘ リ コ イ ド が 形 成 さ れ 、 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 内
周 に 設 け ら れ た ヘ リ コ イ ド に 螺 合 す る と と も に 、 該 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 基 端 部 近 傍 の 外 周
面 に 突 設 さ れ た カ ム フ ォ ロ ワ が 、 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の カ ム フ ォ ロ ワ の 逃 げ 溝 を 通 し て 第
１ の 回 転 筒 ２ ２ の 内 周 に 設 け ら れ た 直 線 溝 に 係 合 し て い る 。 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 内 周 に
設 け ら れ た 直 線 溝 に は 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 基 端 部 外 周 に 突 設 さ れ た キ ー 部 が 係 合 し て い
る 。 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 内 面 に は 光 軸 に 直 交 す る 面 に 沿 う 案 内 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２
の ラ イ ナ ー ２ ５ の 外 周 面 に 突 設 さ れ た 直 進 案 内 部 材 で あ る フ ォ ロ ワ （ ま た は キ ー ） が 係 合
し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ は 、 光 軸 方 向 の 移 動 に つ い て は 第 ２
の 回 転 筒 ２ ４ と 一 体 的 に 移 動 す る が 、 相 対 的 に は 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ に 対 し て 第 ２ の 回 転
筒 ２ ４ は 回 転 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
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　 尚 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の 形 状 は 、 必 ず し も 円 筒 形 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 、 少 な く と も ３ 本 以 上 の 柱 状 の 梁 が 固 定 枠 ２ １ に 連 設 （ 植 設 ） さ れ る こ と に よ り 、 第 １
の 固 定 筒 ２ ２ を 、 そ の 梁 に よ っ て 囲 ま れ る 内 側 に 保 持 す る こ と が で き る 構 成 で あ っ て も よ
く 、 こ の よ う な 形 態 も 筒 の 概 念 を 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 内 周 に 嵌 合 す る カ ム 筒 ２ ６ は 、 基 端 部 外 周 に 突 設 さ れ た 係 止 突 起
が 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 基 端 部 に 嵌 合 係 止 し て 、 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ と 一 体 的 に 回 転 動 作 す る
よ う に な っ て い る 。 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 内 面 に は 光 軸 に 直 交 す る 面 に 沿 う 案 内 溝 が 形 成
さ れ て お り 、 カ ム 筒 ２ ６ の 外 周 面 （ 前 側 ） に 突 設 さ れ た 直 進 案 内 部 材 で あ る フ ォ ロ ワ （ ま
た は キ ー ） が 係 合 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 カ ム 筒 ２ ６ は 、 光 軸 方 向 の 移 動 に つ
い て は 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ と 一 体 的 に 移 動 す る が 、 相 対 的 に は 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ に 対 し
て カ ム 筒 ２ ６ は 回 転 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
直 進 筒 ２ ７ は 、 基 端 部 側 が 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ と 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 間 に 挿 入 さ れ て お り
、 直 進 筒 ２ ７ の 基 端 部 近 傍 の 外 周 面 に は 、 カ ム フ ォ ロ ワ が 突 設 さ れ 、 前 記 カ ム フ ォ ロ ワ が
第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た カ ム 溝 に 係 合 す る と と も に 、 直 進 筒 ２ ７ の 内 周 面
に は 軸 方 向 に 沿 っ て 直 進 溝 が 形 成 さ れ 、 該 直 進 溝 に 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の 外 周 面 の キ ー 部
が 係 合 し て い る 。 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ の 基 端 部 外 周 に は ギ ア 部 が 形 成 さ れ て お り 、 ズ ー ム モ
ー タ ５ １ の 駆 動 力 が 適 宜 ギ ア を 介 し て ギ ア 伝 達 さ れ て 回 動 さ れ 、 そ れ に よ っ て 第 １ レ ン ズ
群 １ １ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ お よ び シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ が 、 所 定 の ご と く ズ ー ミ ン
グ 動 作 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 な お 、 直 進 筒 ２ ７ の カ ム フ ォ ロ ワ に 係 合 す る 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の カ ム 溝 が 図 １ ０ に 示 さ
れ て い る 。 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ の レ ン ズ 保 持 枠 の カ ム フ ォ ロ ワ に 係 合 す る カ ム 筒 ２ ６ の カ ム
溝 お よ び シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の カ ム フ ォ ロ ワ に 係 合 す る カ ム 筒 ２ ６ の カ ム 溝 が 図
１ １ に 示 さ れ て い る 。 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ の カ ム フ ォ ロ ワ カ ム の 逃 げ
溝 お よ び 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ の キ ー 部 に 係 合 す る 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 直 線 溝 が 図 １ ２ に
示 さ れ て い る 。 そ し て 固 定 枠 ２ １ の 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の キ ー 部 に 係 合 す る 固 定 鏡 筒 ２ １
ａ の 直 進 溝 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ の カ ム フ ォ ロ ワ に 係 合 す る 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の カ ム 溝 が 図 １
３ に そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 一 般 に 最 外 周 の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ に 最 も 近 い 回 転 筒 ２ ２ は 、 ヘ リ コ イ ド に よ っ て
固 定 鏡 筒 ２ １ ａ に 螺 合 し て お り 、 ヘ リ コ イ ド は 、 そ の 形 状 か ら 一 定 の 速 度 で 移 動 す る 。 こ
の た め 、 沈 胴 収 納 状 態 か ら 広 角 位 置 を 経 て 望 遠 位 置 へ と 漸 次 駆 動 さ れ る 間 の 広 角 位 置 に お
い て は 、 回 転 筒 は 、 半 分 ほ ど 繰 り 出 さ れ た 状 態 と な る の が 、 一 般 的 で あ る 。 こ れ に 対 し て
、 上 述 し た 構 成 に お い て は 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ は 、 固 定 枠 ２ １ の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ と 単 に ヘ
リ コ イ ド 螺 合 す る の で は な く ヘ リ コ イ ド 状 の カ ム 溝 で 係 合 し て お り 、 収 納 状 態 か ら 広 角 位
置 へ の 駆 動 に よ り 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ は 、 最 大 繰 り 出 し 位 置 ま で 完 全 に 繰 り 出 し 、 そ の 後
は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に カ ム 溝 の 物 体 側 端 部 が 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の 端 面 に 平 行 に な っ て お り
、 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の 駆 動 で は 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ は 、 回 転 筒 を 光 軸 方 向 へ 移 動 さ せ
る こ と な く 定 位 置 で 回 転 さ せ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ は 、 沈 胴 状 態 か ら 広 角 位 置 へ 移 動 す る 際 、 最 初 は 回 転 し な が ら 被 写 体
側 へ 繰 り 出 し 、 最 大 繰 り 出 し 位 置 に 到 達 す る と 、 前 記 固 定 枠 ２ １ に 設 置 さ れ た 、 例 え ば フ
ォ ト リ フ レ ク タ 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ま た は リ ー フ ス イ ッ チ 等 か ら な る 、 ズ ー ム 位 置 検 出
器 に よ り ズ ー ム 位 置 基 準 信 号 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 こ の ズ ー ム 位 置 基 準 信 号 が 発 生 す
る と 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ が 最 大 繰 出 し 位 置 に 達 し た と 考 え て 良 い の で 、 退 避 レ ン ズ 保 持 枠
、 す な わ ち 、 こ の 例 で は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ 、 が 光 軸 方 向 へ 進 入 動 作 を 開 始 で き る 。
し た が っ て 、 繰 り 出 し 動 作 の 早 い 段 階 で 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ に 近 接 し て い る 鏡 筒 で あ る 第 １ の
回 転 筒 ２ ２ と 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ を 、 完 全 に 繰 り 出 す こ と に よ り 、 後 述 す る 第 ３ レ ン ズ 保
持 枠 ３ １ を 光 軸 上 に 挿 入 す る ス ペ ー ス を あ ら か じ め 確 保 す る よ う に な っ て い る 。
後 述 す る よ う に 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ が 最 大 繰 出 し 位 置 に 達 す る と す ぐ に 前 記 ズ ー ム 位 置 基
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準 信 号 が 発 生 し 、 挿 入 の た め の ス ペ ー ス が 確 保 さ れ て か ら す ぐ に 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が
進 入 動 作 を 開 始 す る の で 、 電 源 オ ン 時 等 の 沈 胴 状 態 か ら 広 角 状 態 へ の 移 行 の 際 の 時 間 を 最
小 に 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ に 保 持 さ れ て い る 。 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １
は 、 一 端 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 保 持 し て お り 、 他 端 が 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 光 軸 と 実 質 的 に
平 行 な 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ に よ っ て 回 動 可 能 に 且 つ 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ に 沿 っ て ス ラ
イ ド 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 撮 影 状 態 に
お け る 光 軸 上 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 挿 入 し た 光 軸 上 位 置 と 、 図 ２ に 示 す よ う に 沈 胴 収 納 状
態 に お け る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 固 定 枠 ２ １ の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ か ら 外 部 に 退 避 し た 収 納 位 置
と の 間 で 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ を 中 心 と し て 回 動 す る 。 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 回 動 端 側
の 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 近 傍 に は 、 こ の 場 合 回 動 軸 側 と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 支 持 部 側 と で 主
ガ イ ド 軸 に 平 行 な 方 向 に お け る 位 置 を 異 な ら せ る ク ラ ン ク 状 の 屈 曲 部 が 形 成 さ れ 、 該 屈 曲
部 か ら ほ ぼ 回 動 端 方 向 に ス ト ッ パ ３ １ ａ （ 図 １ ５ ） お よ び 遮 光 片 ３ １ ｂ が 突 設 さ れ て い る
。
光 学 性 能 上 、 望 遠 側 の 焦 点 距 離 を 長 く す る た め に は 、 望 遠 時 の 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 は
、 よ り 被 写 体 側 へ 繰 り 出 し た 位 置 と な る 。 但 し 、 沈 胴 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 の 光 軸 方 向
長 さ の 制 限 に よ り 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 移 動 可 能 量 は 定 ま っ て し ま う 。 第 ３ レ ン ズ 保 持
枠 ３ １ の レ ン ズ を 保 持 す る 位 置 は 、 最 も 被 写 体 側 に 設 置 す る こ と に よ り 、 望 遠 側 焦 点 距 離
を 可 能 な 限 り 大 き く す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し な が ら 、 ス ト ッ パ ３ １ ａ の 光 軸 方 向 の
位 置 を 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と ほ ぼ 同 じ 位 置 に 設 置 し て し ま う と 、 第 ３ 群 副 ガ イ ド 軸 ３ ３ が
長 く な っ て し ま い 、 沈 胴 状 態 の レ ン ズ 鏡 胴 が 大 き く な っ て し ま う 。 こ の こ と に よ り 、 ス ト
ッ パ ３ １ ａ は 、 可 能 な 限 り 合 焦 位 置 側 に 設 置 す る こ と が 必 要 と な る た め に 、 第 ３ レ ン ズ 保
持 枠 ３ １ は 、 ク ラ ン ク 状 屈 曲 部 を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ る 。 な お 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １
は 、 ２ 個 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て い て も 良 く 、 そ の 場 合 、 一 方 は 、 前 記 ク ラ ン ク 状 屈 曲 部 を
備 え た 部 材 で あ り 、 他 方 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 保 持 す る た め の 部 材 で あ る 。 こ れ ら ２ 個
の 部 品 は 、 相 互 に 固 定 さ れ て あ た か も 一 体 と な っ て 動 作 す る 。
　 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ は 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ か ら 外 部 に 退 避 す る に あ た り 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ の
壁 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 通 過 す る 。 こ の 場 合 に お け る 、 開 口 部 は 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ に 設
け ら れ て い る が 、 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ が 上 述 し た よ う に 、 梁 に よ っ て 構 成 さ れ て い る と き に は
、 そ の 梁 の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 も 、 本 発 明 に お け る 開 口 部 に あ た る 。 ま た 、 固 定 鏡 筒 ２ １
ａ の 筒 壁 を 像 面 側 に 延 長 し た 空 間 に 壁 が 形 成 さ れ て い な い 場 合 、 当 該 空 間 は 本 発 明 に お け
る 開 口 部 に あ た る 。
　 な お 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 退 避 し た 収 納 位 置 に お い て 、 必 ず
し も 固 定 枠 ２ １ か ら 完 全 に 外 部 に 退 避 し て い る 必 要 は な い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 退 避 位 置 の 状 態 で は 第 ３
群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ に 螺 合 し て い る 雌 ね じ 部 材 ３ ５ は 最 も 像 面 側 に 位 置 し て い る 。 ま
た 、 こ の 状 態 で は 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ が 最 も チ ャ ー ジ さ れ た 状 態 で 、 鏡 胴 正
面 か ら 見 て 時 計 方 向 （ 光 軸 へ の 進 入 方 向 ） の モ ー メ ン ト を 常 に 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 に 与 え て
い る 。 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ に 支 持 さ れ て い る 部 分 の 円 筒 状 の 外 周 面 に
は 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 段 差 部 ３ １ ｃ の 基 端 側 内 面 に カ ム 斜 面 形 状 の カ ム 部 ３ １ ｅ
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 状 態 か ら 第 ３ 群 モ ー タ ５ ２ を 鏡 面 正 面 か ら 見 て 時 計 方 向 に 回 転 さ
せ る と 、 ギ ア ７ １ ～ ７ ４ か ら な る ギ ア 機 構 を 介 し て リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ が 時 計 方 向 に 回
転 し 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 光 軸 方 向 に 沿 っ て 被 写 体 側 へ 移 動 す る 。 こ の 際 に は 、 圧 縮 ト ー シ
ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ か ら の モ ー メ ン ト 力 に よ り 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 時 計 方 向 に 回 転
し 、 そ の カ ム 部 ３ １ ｅ が 雌 ね じ 部 材 ３ ５ の 当 接 部 ３ ５ ａ に 当 接 係 合 し て い る 。 そ の 後 、 雌
ね じ 部 材 ３ ５ が も っ と も 被 写 体 側 へ 移 動 す る と 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 遮 光 片 ３ １ ｂ が
第 ３ 群 の 位 置 検 出 装 置 と し て の フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ か ら 外 れ る ま で 移 動 す る の で フ ォ
ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ か ら Ｌ （ 低 レ ベ ル ） か ら Ｈ （ 高 レ ベ ル ） へ の 基 準 信 号 が 発 生 す る 。 第
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３ 群 レ ン ズ 群 １ ３ は 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ か ら の 基 準 信 号 を 基 準 と し て パ ル ス カ ウ ン
ト に よ り 位 置 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 雌 ね じ 部 材 ３ ５ を こ の 状 態 よ り 、 図 １ ４ の Ｂ 位 置 ま で 移 動 す る と 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １
が 、 さ ら に 時 計 方 向 に 回 転 し 、 ス ト ッ パ ３ １ ａ が 、 図 ８ お よ び 図 １ ６ （ ａ ） に 示 す よ う に
、 第 ３ 群 副 ガ イ ド 軸 ３ ３ に 当 接 す る こ と に よ り 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 光 軸 上 位 置 が 規
定 さ れ る 。 こ れ に て 光 軸 方 向 へ の 進 入 動 作 が 完 了 す る 。 尚 、 遮 光 片 ３ １ ｂ は 、 図 １ ６ （ ａ
） に 示 す フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ を 遮 光 す る こ と に よ り 、 収 納 位 置 に あ る こ と が 検 知 確 認
で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 図 １ ４ （ ａ ） の Ｂ 位 置 ま で 移 動 す る と 、
雌 ね じ 部 材 ３ ５ の 当 接 部 ３ ５ ａ が 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ の 前 側 係 合 部 ３ １
ｄ に 当 接 係 合 す る 。 す な わ ち 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ は 、 基 端 側 に カ ム 斜
面 形 状 を な す カ ム 部 ３ １ ｅ を 有 し 、 前 端 側 に 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ と ほ ぼ 垂 直 に 交 わ る 平
面 を 形 成 し て い る 前 側 係 合 部 ３ １ ｄ を 有 し て 円 筒 周 面 に 対 し て 凹 状 を な し て い る 。 第 ３ レ
ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ の 周 囲 に 配 設 さ れ た 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ
３ ７ に よ っ て 、 前 記 収 納 位 置 か ら 前 記 光 軸 上 位 置 へ 向 か う 回 動 方 向 に 常 時 付 勢 さ れ る と 共
に 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ 上 に お い て 物 体 側 か ら 像 面 側 の 押 さ え 板 ８ １ へ 向 か う 方 向 に 常 時
付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 な お 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 固 定 枠 ２ １ の 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ が 押 圧
す る 部 分 は 、 図 示 の よ う に 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ が 当 接 す る 部 位 近 傍 を 凹 所 と し
て 段 差 ３ ７ ａ が 形 成 さ れ て 、 こ の 部 分 に お け る 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ の 位 置 を 規
制 し て い る 。 す な わ ち 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ の 中 心 位 置 は 、 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸
３ ２ の 中 心 か ら 大 き く ず れ な い よ う に な っ て い る 。
次 に 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 広 角 位 置 （ 図 １ ４ （ ａ ） の Ｗ 位 置 ） ま で 移 動 す る 際 は 、 雌 ね じ 部
材 ３ ５ の 当 接 部 ３ ５ ａ が 前 側 係 合 部 ３ １ ｄ を 押 圧 す る の で 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 広
角 位 置 ま で 光 軸 方 向 に 沿 っ て 被 写 体 側 へ 移 動 す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 図 １ ４ （ ａ ） の Ｂ 位 置 か ら 望 遠 位 置 （ 図 １ ４ （ ａ ） の Ｔ 位 置 ） ま
で の 間 に 位 置 し て い る 間 は 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ に よ っ て 、 光 軸 方 向 に 沿 っ て
像 面 側 に 向 か っ て 常 に 押 圧 さ れ て い る た め 、 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ や 雌 ね じ 部 材 ３
５ と 押 さ え 板 ８ １ 等 の 間 に 発 生 す る 隙 間 は 、 総 て 像 面 側 へ 寄 せ ら れ る の で 、 第 ３ 群 レ ン ズ
保 持 枠 ３ １ は 光 軸 方 向 に つ い て の 位 置 精 度 を 確 保 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 雌 ね じ 部 材 ３ ５ は 、 光 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 配 設 さ れ た 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ に 螺
合 し 、 前 述 し た 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ 内 に お い て 、 前 側 係 合 部 ３ １ ｄ ま た
は カ ム 部 ３ １ ｅ に 当 接 す る 当 接 部 ３ ５ ａ に 加 え て 、 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ の 回 転 に
伴 っ て 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 回 っ て し ま わ な い よ う に す る た め の 回 転 止 め と し て 、 固 定 枠 ２ １
の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ に 形 成 さ れ た 光 軸 方 向 に 平 行 な ガ イ ド 溝 に 嵌 合 摺 動 す る 回 転 止 め 突 起 部
３ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ ５ ） 。 す な わ ち 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ は 、 回 転 止 め 突 起 部 ３ ５
ｂ が 固 定 枠 ２ １ の ガ イ ド 溝 に 嵌 合 し て 回 転 が 阻 止 さ れ て い る の で 、 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ
ー ３ ４ の 回 転 に よ っ て 、 光 軸 に 沿 っ て 進 退 移 動 す る の で あ る 。
図 １ ４ （ ａ ） に 詳 細 に 示 す よ う に 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ は 、 図 １ ４ （ ａ ） の Ｂ 位 置 よ り も 、 さ
ら に 像 面 側 （ 図 示 左 側 ） へ 移 動 す る と 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ の カ ム 部 ３
１ ｅ に 当 接 係 合 し 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ の 光 軸 方 向 の
付 勢 に よ り 押 さ え 板 ８ １ に 接 触 し て お り 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ に よ る 時 計 回 動
方 向 の 付 勢 力 に 抗 し て 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ を 反 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る の で 、 退 避 動 作 を
行 う 事 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 一 方 、 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ の 逆 回 転 （ 反 時 計 方 向 回 転 ） に よ り 、 雌 ね じ 部 材 ３
５ が 望 遠 位 置 Ｔ か ら 広 角 位 置 Ｗ を 経 て 退 避 開 始 位 置 Ｂ ま で 移 動 す る 間 は 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５
の 当 接 部 ３ ５ ａ が 係 合 当 接 面 に て 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ の 前 側 係 合 部 ３ １
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ｄ に 当 接 し て い る の で 、 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ の 光 軸 上 位 置 へ の 付 勢 力 と 像 面 側
へ の 付 勢 力 に よ っ て 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 第 ３ 群 副 ガ イ ド 軸 ３ ３ に 規 制 さ れ た 光 軸 上
位 置 を 維 持 し つ つ 物 体 側 か ら 像 面 側 へ と 漸 次 移 動 す る 。 な お 雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 退 避 開 始 位
置 Ｂ に 達 す る と 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 基 端 面 ３ １ ｆ が 押 さ え 板 ８ １ に 当 接 し 、 雌 ね じ
部 材 ３ ５ が 前 側 係 合 部 ３ １ ｄ か ら 離 間 し て 、 段 差 部 ３ １ ｃ の カ ム 部 ３ １ ｅ に 当 接 す る 。
雌 ね じ 部 材 ３ ５ が 退 避 開 始 位 置 Ｂ か ら 収 納 位 置 Ｓ ま で 移 動 す る 間 は 、 雌 ね じ 部 材 ３ ５ の も
う 一 方 の 当 接 部 ３ ５ ｃ が 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 段 差 部 ３ １ ｃ の カ ム 部 ３ １ ｅ に 摺 接 し て
、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ を 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ ３ ７ に よ る 回 動 付 勢 力 に 抗 し て 回 動
さ せ る こ と に よ り 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ は 、 光 軸 上 位 置 か ら 収 納 位 置 へ 回 動 す る 。 第 ３
レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 収 納 位 置 Ｓ は 、 Ｈ か ら Ｌ と な る フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ に よ る 収 納 基
準 信 号 の 発 生 か ら 所 定 の パ ル ス カ ウ ン ト 数 だ け 像 面 側 へ 移 動 し た 位 置 で あ る 。 第 ３ レ ン ズ
保 持 枠 ３ １ が 収 納 位 置 Ｓ へ 移 動 し た 後 、 第 １ レ ン ズ 群 １ １ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ お よ び シ ャ
ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の 沈 胴 収 納 位 置 へ の 移 動 が 許 可 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の 例 で は 、 収 納 動 作 に お い て は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 収 納 位 置 へ 移 行 す る 前 に 第
４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ が ま ず 収 納 位 置 へ 移 行 す る 。 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 第 １ の 収 納 位 置
は 、 第 ４ 群 基 準 検 出 器 （ 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ４ ７ ） に よ っ て 発 生 す る Ｈ か ら Ｌ と な
る 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 収 納 基 準 信 号 の 発 生 か ら 所 定 の パ ル ス カ ウ ン ト 数 だ け 像 面 側 へ
移 動 し た 位 置 で あ る 。 第 ４ 群 レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 第 １ の 収 納 動 作 完 了 後 、 第 ３ レ ン ズ 保 持
枠 ３ １ の 収 納 動 作 が 許 可 さ れ る 。
す な わ ち 、 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ ［ 図 １ ６ （ ａ ） ］ に よ る Ｈ か ら Ｌ と な る 収 納 基 準 信 号
の 発 生 か ら 雌 ね じ 部 材 ３ ５ は 所 定 の パ ル ス カ ウ ン ト 数 だ け 像 面 側 へ 移 動 し て 第 ３ レ ン ズ 保
持 枠 ３ １ の 収 納 動 作 が 完 了 す る 。 こ の 収 納 完 了 後 に 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ を 繰 り 込 む よ う に
し た り 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ よ り も 内 方 、 す な わ ち そ れ ら の 基 端
面 よ り も 前 方 に 位 置 す る 構 成 部 品 が 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ に 接 触 す る 直 前 の 位 置 よ り も
繰 り 込 ま れ た り す る の は 、 前 述 し た 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 収 納 動 作 完 了 以 後 と す る こ と
に よ っ て 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ と の 干 渉 な し に 安 全 に 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ 等 を 繰 り 込 む こ
と が 可 能 と な る 。 こ れ ら 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ 等 の 位 置 は 、 一 般 的 な Ｄ Ｃ （ 直 流 ） モ ー タ を 用
い て 構 成 し た ズ ー ム モ ー タ ５ １ で は 、 ズ ー ム モ ー タ ５ １ の 出 力 軸 に 直 接 固 定 さ れ た エ ン コ
ー ダ 形 状 を 備 え た ピ ニ オ ン ギ ヤ と こ の 近 傍 に 設 置 さ れ た 例 え ば フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ａ
か ら な る ズ ー ム カ ウ ン ト 検 出 器 に よ っ て 発 生 さ れ る 駆 動 パ ル ス の カ ウ ン ト で 設 定 す る こ と
が 可 能 で あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ を 移 動 さ せ る た め の 駆 動 源 は 、 Ｄ Ｃ モ
ー タ と し 、 エ ン コ ー ダ と フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ に よ る 検 出 器 に よ り 駆 動 位 置 の 検 出 を 達 成 す
る よ う に し て い る が 、 こ れ ら 全 体 を パ ル ス モ ー タ に 置 き 換 え て も 同 様 の 機 能 を 達 成 す る こ
と が で き る こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 衝 突 防 止 片 ３ ６ は 、 特 に 図 ２ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸 ３ ２ の
近 傍 に お い て 固 定 枠 ２ １ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 回 動 端 近 傍 の 係 止 突 起 ３ ６ ａ を 撮
影 光 軸 位 置 側 へ 突 出 さ せ る 回 動 方 向 に ス プ リ ン グ 等 に よ り 常 時 付 勢 さ れ て い る 。 第 ３ レ ン
ズ 保 持 枠 ３ １ が 、 収 納 位 置 に 位 置 し て い る と き は 、 衝 突 防 止 片 ３ ６ は 、 自 身 付 勢 力 以 上 の
回 動 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ に よ っ て 押 し 出 さ れ 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ よ り も
外 方 に 偏 倚 さ れ て い る （ 特 に 、 図 ２ お よ び 図 ７ 参 照 ） 。 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 、 回 動 し
て 光 軸 上 位 置 に 移 動 す る と 、 衝 突 防 止 片 ３ ６ は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ と の 係 合 が 解 除 さ
れ 、 付 勢 力 に よ っ て 、 係 止 突 起 ３ ６ ａ を 撮 影 光 軸 側 に 突 出 さ せ る 方 向 に 回 動 し 、 係 止 突 起
３ ６ ａ を 固 定 枠 ２ １ の 固 定 鏡 筒 ２ １ ａ か ら 突 出 さ せ る 。 こ の と き 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ
び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ を は じ め と し て 、 第 ２ の 回 転 筒 ２ ４ 、 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ 、 カ ム 筒
２ ６ お よ び 直 進 筒 ２ ７ が 、 全 て 係 止 突 起 ３ ６ ａ の 突 出 位 置 よ り も 物 体 側 に 位 置 し て い る の
で 、 係 止 突 起 ３ ６ ａ は 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 基 端 外 周 縁 よ り も
内 方 に 突 出 す る （ 特 に 図 ５ 、 図 ６ お よ び 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ １ １ ９ 】
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　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 仮 に 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ を 手 動 に て 無 理 や り 回 転 さ せ て 収 納
位 置 側 へ 移 動 さ せ よ う と し て も 衝 突 防 止 片 が 最 初 に 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ に 接 触 す る た め 、 第
１ の 回 転 筒 ２ ２ の 基 端 部 は 、 光 軸 方 向 に つ い て は 、 衝 突 防 止 片 ３ ６ の 位 置 よ り も 像 面 側 へ
移 動 さ せ る こ と が で き な い の で 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ に 接 触 す る こ と を 回 避 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 強 い 外 力 に よ る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の 破 壊 ま た は 破 損 等 の 防 止 を
達 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ が 収 納 位 置 へ
正 常 に 移 動 完 了 し た 後 に 、 は じ め て 収 納 位 置 へ 移 動 で き る よ う に な る 。
し た が っ て 、 レ ン ズ 鏡 胴 が 突 出 し て い る 撮 影 状 態 に お い て 、 落 下 等 に よ り 鏡 胴 の 先 端 側 に
大 き な 圧 力 が 加 わ っ た 際 に 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ に 衝 突 防 止 片 ３
６ の 係 止 突 起 ３ ６ ａ が 係 合 し 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ （ な ら び に 第
２ の 回 転 筒 ２ ４ 、 第 ２ の ラ イ ナ ー ２ ５ 、 カ ム 筒 ２ ６ お よ び 直 進 筒 ２ ７ ） の そ れ 以 上 の 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ 側 へ の 後 退 を 阻 止 し 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ お よ び 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 破 損
等 を 防 止 す る 。
第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ は 、 第 ３ 群 モ ー タ ５ ２ に よ っ て 順 逆 両 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る
。 第 ３ 群 モ ー タ ５ ２ の 回 転 は 、 ギ ア ７ １ 、 ギ ア ７ ２ 、 ギ ア ７ ３ お よ び ギ ア ７ ４ を 順 次 介 し
て 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 次 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 駆 動 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ お よ び 図 ８ に 加 え て 、 主 と
し て 第 ４ 群 駆 動 系 を 示 す 斜 視 図 で あ る 図 ２ ０ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。
こ の 場 合 、 ピ ン ト 合 わ せ 、 つ ま り 合 焦 を 行 う フ ォ ー カ ス レ ン ズ と し て 用 い ら れ る 第 ４ レ ン
ズ 群 １ ４ は 、 図 ２ ０ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 等 に 示 す よ う に 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ に よ っ て 保 持 さ
れ て い る 。 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 鏡 胴 ベ ー ス ８ ２ に 固 定 さ れ 且 つ 光 軸 に 平 行 に 配 置 さ
れ た 第 ４ 群 主 ガ イ ド 軸 ４ ４ に 嵌 合 す る ス リ ー ブ 部 ４ １ ａ と 、 光 軸 に 平 行 で 且 つ 鏡 胴 ベ ー ス
８ ２ に 固 定 さ れ た 副 ガ イ ド 軸 ４ ２ と 嵌 合 し て 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 回 転 を 規 制 す る 回
転 止 め 部 ４ １ ｂ と を 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 第 ４
群 主 ガ イ ド 軸 ４ ４ に 沿 っ て 、 す な わ ち 光 軸 方 向 に 沿 っ て 自 由 に 移 動 す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ を 駆 動 す る 駆 動 源 と し て は 、 こ の 場 合 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
か ら な る 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ の 出 力 軸 に は 、 第 ４
群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ に は 、 雌 ね
じ が 形 成 さ れ た 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ が 螺 合 し て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ を 挿 入 す る 空 間 を 有 し て い る 。 こ の 空
間 は 、 像 側 に 光 軸 に 垂 直 な 面 で 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ に 係 合 す る 係 合 部 ４ １ ｃ を 有 し て 形
成 さ れ 、 こ の 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ を 第 ４ 群 ス プ リ ン グ ４ ３ に よ っ て 被 写 体 側 に 付 勢 す る
こ と に よ り 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 常 に 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ に 当 接 係 合 し て い る 。
第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ は 、 半 径 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 ４ ６ ａ を 持 ち 、 こ の 突 出 部 ４ ６ ａ が
、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ を 挿 入 す る 空 間 の 一 側 方 に 設 け ら れ た 穴
部 ４ １ ｄ に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ の 回 転 止 め の 機 能 を 呈 し て い る
。
こ の よ う に し て 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ で あ る 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 第 ４
群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ が 回 転 し 、 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ が 、 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４
５ の 方 向 、 つ ま り 光 軸 方 向 に 沿 っ て 、 進 退 移 動 す る 。 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 こ の 第 ４
群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ に 係 合 し て い る の で 、 こ の 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ の 移 動 に 追 従 し て 第 ４
レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ が 光 軸 に 沿 っ て 移 動 す る 。 こ の と き 、 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ は 、
第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ の 出 力 軸 に 形 成 さ れ て い る が 、 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ と 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ
ュ ー ４ ５ を 別 々 に 構 成 し 、 そ れ ら を ギ ヤ 等 で 連 結 す る こ と に よ り 、 回 転 を 伝 達 す る よ う に
し て 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー ４ ５ を 回 転 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ に は 、 鏡 胴 ベ ー ス ８ ２ に 設 け ら れ た 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ４
７ の 光 路 を 遮 光 す る 遮 光 片 ４ １ ｅ が 形 成 さ れ て お り 、 第 ４ 群 レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 所 定 位 置
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へ の 移 動 に よ っ て 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ４ ７ の 光 路 を 遮 光 ／ 透 光 さ せ る こ と が で き
る 。 こ の 場 合 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 移 動 に よ り 遮 光 状 態 か ら 透 光 状 態 に な っ た 瞬 間 を
基 準 位 置 と し て 認 識 し 、 そ の 位 置 か ら 任 意 の パ ル ス 数 の 分 だ け パ ル ス 波 形 の 通 電 を 行 う こ
と に よ っ て 、 第 ４ 群 モ ー タ ５ ３ を 回 転 さ せ て 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ を 所 望 の 位 置 に 移 動 さ
せ る こ と が で き る 。
な お 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 外 周 縁 に は 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 ３ １ の フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
用 の 遮 光 片 ３ １ ｂ を 光 軸 方 向 に 逃 げ て 干 渉 を 避 け る た め の 凹 部 ４ １ ｆ を 形 成 し て あ り 、 そ
れ に よ っ て 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 移 動 量 を 増 や す こ と が で き 、 合 焦 で き る 撮 影 距 離 範 囲
を 広 く と る こ と が で き る 。 ま た 、 上 述 し た よ う に 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ と 、 第 ４ 群 雌 ね じ
部 材 ４ ６ と の 係 合 構 造 に は 、 光 軸 方 向 に つ い て 遊 び が あ る が 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ を 第
４ 群 ス プ リ ン グ ４ ３ に よ っ て 被 写 体 側 に 常 に 付 勢 す る こ と に よ り 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １
は 、 光 軸 方 向 の 位 置 を 精 度 良 く 制 御 す る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ 、 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ 、 第 １ レ ン ズ 群 １ １ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ お よ び
シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の 収 納 位 置 は 、 前 記 固 定 枠 ２ １ に 設 置 さ れ た 、 フ ォ ト リ フ レ
ク タ 等 か ら な る ズ ー ム 位 置 検 出 器 に よ り 発 生 す る ズ ー ム 位 置 基 準 信 号 に 基 づ い て 制 御 さ れ
る 。 す な わ ち 、 ズ ー ム 位 置 収 納 基 準 信 号 の Ｈ か ら Ｌ へ の 変 化 発 生 後 、 エ ン コ ー ダ と し て 機
能 す る ピ ニ オ ン ギ ヤ と こ の 近 傍 に 設 置 さ れ た ズ ー ム カ ウ ン ト 検 出 器 に よ っ て 発 生 さ れ る 駆
動 パ ル ス の 所 定 の カ ウ ン ト 数 だ け 像 面 側 へ 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 収 納 動 作 を 完 了 さ せ る
こ と が 可 能 で あ る 。 収 納 時 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ は 、 先 に 述 べ た よ う に 第 １ の 収 納 位 置
に 位 置 し て い る が 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ が 収 納 位 置 へ 移 動 す る 際 に 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ ま た
は 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 最 基 端 面 が 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ に 当 接 し そ れ を 押 圧 し て 最 終 的
に 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ の 第 ２ の 収 納 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 こ の よ う な 動 作 に よ り 、 第 ４ 群
フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ４ ７ の 光 軸 方 向 の 取 り 付 け 位 置 の バ ラ ツ キ が 発 生 し て も 複 雑 な 調 整 等
を 必 要 と せ ず に 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ を 、 精 度 良 く 収 納 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な
る 。 こ の よ う な 作 用 は 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 ４ １ に 設 け ら れ た 係 合 空 間 の 光 軸 方 向 長 さ が 、
第 ４ 群 雌 ね じ 部 材 ４ ６ の 厚 み よ り も 大 き い た め に 達 成 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 第 １ レ ン ズ 群 １ １ 、 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ お よ び シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の 移 動 の た め
の ズ ー ム モ ー タ ５ １ は 、 こ の 場 合 Ｄ Ｃ モ ー タ を 用 い て 構 成 さ れ 、 そ し て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３
の 駆 動 の た め の 第 ３ 群 モ ー タ ５ ２ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 駆 動 の た め の 第 ４ 群 モ ー タ ５
３ は 、 一 般 的 に パ ル ス モ ー タ を 用 い て 構 成 さ れ 、 例 え ば ソ フ ト ウ ェ ア 的 に 相 互 に 連 携 し て
駆 動 さ れ 、 主 と し て 第 １ ～ 第 ３ の レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ３ に よ る 適 切 な ズ ー ミ ン グ 動 作 お よ び
、 例 え ば 主 と し て 第 ４ の レ ン ズ 群 １ ４ に よ る 適 切 な フ ォ ー カ シ ン グ 動 作 を 達 成 す る 。
こ こ で 、 こ の レ ン ズ 鏡 胴 を 構 成 す る 各 レ ン ズ 群 の 駆 動 制 御 に つ い て 図 ２ １ ～ 図 ２ ８ を 参 照
し て 詳 細 に 説 明 す る 。
  図 ２ １ は 、 駆 動 制 御 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ ２ は 、 起 動 シ ー ケ ン ス に
お け る バ リ ア 開 時 の シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 図 ２ ３ は 、 起 動 シ ー ケ ン ス に
お け る バ リ ア 開 か ら バ リ ア 閉 時 の シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 図 ２ ４ は 、 リ セ
ッ ト シ ー ケ ン ス を 説 明 す る （ ａ ） 図 表 お よ び （ ｂ ） タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 図 ２ ５ は 、 バ リ
ア 閉 時 の 収 納 シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 図 ２ ６ は 、 ズ ー ム シ ー ケ ン ス を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ２ ７ は 、 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の ズ ー ミ ン グ 時 の ズ ー ム シ ー ケ ン ス
を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 そ し て 図 ２ ８ は 、 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の ズ ー ミ ン グ 時 の
ズ ー ム シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ２ １ の 駆 動 制 御 系 は 、 中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ 、 モ ー タ ド ラ イ バ ５ ０ ２ 、 第 １ ～ 第 ２
群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ 、 第 １ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ４ 、 第 ２ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ５ 、 シ ャ ッ タ モ ー
タ ５ ０ ６ 、 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ 、 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト
イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
５ １ １ 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５
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１ ３ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ 駆 動 回 路 ５ １ ４ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回
路 ５ １ ５ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ６ を 有 し て い る 。
中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ は 、 モ ー タ ド ラ イ バ ５ ０ ２ に 対 し て 、 モ ー タ ド ラ イ バ ５ ０ ２ の 初
期 設 定 、 駆 動 モ ー タ の 選 択 、 駆 動 電 圧 の 設 定 お よ び 駆 動 方 向 等 の 命 令 を 与 え る 。 モ ー タ ド
ラ イ バ ５ ０ ２ は 、 中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ か ら の 命 令 に 従 っ て 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ
５ ０ ３ 、 第 １ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ４ 、 第 ２ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ５ 、 シ ャ ッ タ モ ー タ ５ ０ ６ 、 第
３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ お よ び 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ 等 の モ ー タ 系 を 制 御 す る 。 第 １
～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ は 、 第 １ 群 レ ン ズ 系 １ １ お よ び 第 ２ 群 レ ン ズ 系 １ ２ を 駆 動 す る
。 第 １ 群 レ ン ズ 系 １ １ お よ び 第 ２ 群 レ ン ズ 系 １ ２ は 、 通 常 の 場 合 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー
タ ５ ０ ３ の 駆 動 力 に 応 動 す る カ ム 機 構 を 介 し て そ れ ぞ れ 独 立 に 駆 動 す る 。 第 １ の 絞 り モ ー
タ ５ ０ ４ お よ び 第 ２ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ５ は 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の 絞 り を 駆 動 す
る 。 シ ャ ッ タ モ ー タ ５ ０ ６ は 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の シ ャ ッ タ を 駆 動 す る 。 第 ３
群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ は 、 第 ３ 群 レ ン ズ 系 １ ３ を 駆 動 す る 。 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ は
、 第 ４ 群 レ ン ズ 系 １ ４ を 駆 動 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ は 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ３ 、
第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ 駆 動 回 路 ５ １ ４ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １
５ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ６ を 介 し て 位 置 検 出 装 置 と し て の 第 １ ～
第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ 、 第 ３ 群 フ ォ ト
イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ に 対 す る 駆 動 電 源 供 給 を 行 い
且 つ こ れ ら 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １
０ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ で 検 出 さ れ
た 位 置 情 報 信 号 を 取 得 す る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ３ 、 第 １ ～ 第
２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ 駆 動 回 路 ５ １ ４ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ５ お よ び
第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ６ は 、 さ ら に 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５
０ ９ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ お よ び 第
４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ の 各 投 光 電 流 お よ び 各 出 力 信 号 レ ベ ル を 適 正 に 制 御 す る 機
能 を 有 し て い る 。 モ ー タ ド ラ イ バ ５ ０ ２ は 、 中 央 処 理 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ か ら の 命 令 を 受
け て 、 該 命 令 を 実 行 し 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ 、 第 １ の 絞 り モ ー タ ５ ０ ４ 、 第 ２
の 絞 り モ ー タ ５ ０ ５ 、 シ ャ ッ タ モ ー タ ５ ０ ６ 、 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ お よ び 第 ４ 群 パ
ル ス モ ー タ ５ ０ ８ の う ち の 選 択 さ れ た モ ー タ に 対 し て 、 指 定 電 圧 の 設 定 を し 、 駆 動 命 令 タ
イ ミ ン グ に 応 じ て 駆 動 制 御 を 行 う 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 〔 起 動 シ ー ケ ン ス 〕
　 こ の よ う な 、 駆 動 制 御 系 に よ る 起 動 シ ー ケ ン ス に お け る バ リ ア 開 時 の 駆 動 シ ー ケ ン ス を
図 ２ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 開 く こ と に よ り 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 （ バ リ ア Ｓ Ｗ ） が Ｈ か ら Ｌ に 変
化 し 、 鏡 胴 系 の 初 期 設 定 を 開 始 す る 。 な お 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ は 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 操
作 レ バ ー 等 に よ っ て 機 械 的 に 開 操 作 す る こ と に よ っ て バ リ ア ス イ ッ チ が 動 作 す る 場 合 も あ
る が 、 バ リ ア ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ っ て バ リ ア が 開 く 場 合 も あ る 。 初 期 設 定 は 、 モ
ー タ 系 を 駆 動 す る モ ー タ ド ラ イ バ ５ ０ ２ の 初 期 化 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動
回 路 ５ １ ３ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ 駆 動 回 路 ５ １ ４ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
駆 動 回 路 ５ １ ５ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路 ５ １ ６ を 介 し て 位 置 を 検 出 す る
位 置 検 出 装 置 で あ る 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ
ク タ ５ １ ０ 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ お よ び 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ 等
の 初 期 化 を 行 う 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 第 １ ～ 第 ２ 群 の 位 置 検 出 の た め の 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る 検 出 結
果 が 収 納 位 置 で あ り 、 第 ３ 群 の 位 置 検 出 の た め の 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ に よ る
検 出 結 果 が 収 納 位 置 で あ り 、 そ し て 第 ４ 群 の 位 置 検 出 の た め の 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
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５ １ ２ に よ る 検 出 結 果 が 収 納 位 置 で あ る 場 合 に 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ を 広 角 位
置 方 向 へ 駆 動 さ せ る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ に よ る 駆 動 量 は 、 第 １ ～ 第 ２ 群 の 移
動 量 を 検 出 す る た め の 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ っ て 検 出 す る 。 第 １ ～
第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号 （ Ｐ Ｉ 信 号 ） の エ ッ ジ 部 を カ ウ ン
ト す る こ と に よ っ て 移 動 量 が 検 出 さ れ る 。
第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 起 動 開 始 直 後 の 起 動 期 間 Ｔ １ は 、 Ｄ Ｃ モ ー タ に よ る 突 入
電 流 防 止 の た め に 駆 動 電 圧 を 定 常 電 圧 よ り も 低 め に 設 定 す る 。 起 動 期 間 Ｔ １ 完 了 後 は 、 駆
動 電 圧 を 定 常 電 圧 に ア ッ プ さ せ る 。
第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 起 動 開 始 直 後 に バ リ ア ス イ ッ チ （ バ リ ア Ｓ Ｗ ） 監 視 期 間
Ｔ ２ を 設 定 し 、 中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １ に よ り 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 の 状 態 を 監 視 す る 。
こ の 監 視 期 間 Ｔ ２ 中 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 が 開 状 態 で あ れ ば 、 シ ャ ッ タ 駆 動 用 の シ ャ ッ タ
モ ー タ ５ ０ ６ に よ っ て 全 開 制 御 を 行 い 、 シ ャ ッ タ を 全 開 状 態 に 設 定 す る 。 次 に 、 第 １ お よ
び 第 ２ の 絞 り 駆 動 用 モ ー タ ５ ０ ４ お よ び ５ ０ ５ に よ っ て 、 中 間 絞 り 制 御 を 行 い 、 中 間 絞 り
状 態 に 設 定 す る 。
　 今 回 の 例 で は 、 絞 り が 全 開 し な い う ち に 同 じ 動 作 を 開 始 す る 、 い わ ゆ る 中 間 絞 り 状 態 に
設 定 し て い る が 、 開 放 絞 り （ 最 大 径 の 絞 り ） 状 態 に 設 定 し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 次 に 、 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ に よ っ て 所 定 期 間 Ｔ ３ に 亘 り 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 先 行
駆 動 を 行 う 。 こ の 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 先 行 駆 動 を 行 う こ と に よ っ て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群
の 駆 動 開 始 か ら 、 最 終 の 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 駆 動 完 了 ま で の 総 時 間 の 短 縮 化 を 図 っ て い る
。 ま た 、 先 行 駆 動 時 の 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ 駆 動 時 の パ ル ス レ ー ト を 通 常 駆 動 時 よ り
も 遅 め に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 駆 動 時 の ト ル ク が 大 き く な り 、 機 構 部 の 引 っ 掛 か り 等 か
ら の 脱 出 が 可 能 と な る 。
な お 、 先 行 駆 動 時 の 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ に よ る 駆 動 量 は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ と 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ と の 干 渉 が 発 生 し な い 量 に 設 定 し て い る 。
第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 先 行 駆 動 が 完 了 す る と 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ に よ る
基 準 位 置 検 出 待 ち と な る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ
Ｐ 信 号 ） が Ｈ か ら Ｌ に 変 化 し た 個 所 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位
置 ） と な る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 す る と 、 第 １
～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 情 報 を リ セ ッ ト す る 。 こ の 位 置 を 基 準 と し て 広 角 位 置 （
Ｗ ｉ ｄ ｅ ） ま で の 移 動 量 を 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号
（ Ｐ Ｉ 信 号 ） を カ ウ ン ト す る こ と に よ っ て り 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 の 移 動 量 制 御 を 行 う 。 広
角 位 置 は 予 め 設 定 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を 書 き 換
え る こ と に よ っ て 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 広 角 位 置 到 達 前 規 定 パ ル ス 期 間 は 、 停 止 制 御 期 間 と な っ て お り 、 広 角 位 置 ま で の 残 パ ル
ス 数 に 応 じ て 駆 動 電 圧 を 下 げ て 、 広 角 位 置 到 達 時 の オ ー バ ー ラ ン を 低 減 す る よ う に し て い
る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る Ｐ Ｉ 信 号 を カ ウ ン ト し 、 広 角 位 置 に 到
達 し た 場 合 は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 停 止 す る た め に ブ レ ー キ 制 御 を 行
う 。 こ の ブ レ ー キ 期 間 中 の オ ー バ ー ラ ン 量 も カ ウ ン ト し 、 最 終 的 な 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １
１ ～ １ ２ の 位 置 を 決 定 す る 。
ま た 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 す る と 、 第 ３ 群 パ ル
ス モ ー タ ５ ０ ７ の 広 角 方 向 へ の 駆 動 を 開 始 し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群
１ １ ～ １ ２ と の 並 列 制 御 と な る 。 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ 駆 動 時 の パ ル ス レ ー ト を 通 常 駆 動 時
よ り も 高 め （ 速 め ） に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 時 間 を 短 縮 化 し て
い る 。
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ 側 と し て は 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ に よ る 基 準 位 置 検 出 待 ち
と な る 。 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） が Ｌ か ら Ｈ に
変 化 し た 個 所 が 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） と な る 。 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基
準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 す る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 情 報 を リ セ ッ ト す る 。 こ の 位
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置 を 基 準 と し て 、 広 角 位 置 ま で の 移 動 量 を 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ に よ り パ ル ス 駆 動 す
る 。 広 角 位 置 は 予 め 設 定 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を
書 き 換 え る こ と に よ っ て 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 最 終 的 な 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 停 止 位 置 は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の オ ー
バ ー ラ ン を 考 慮 し た 位 置 と な る 。 す な わ ち 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 位 置 は
、 広 角 位 置 ＋ オ ー バ ー ラ ン 量 で あ る た め 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 停 止 位 置 も 第 １ ～ 第 ２ レ ン
ズ 群 １ １ ～ １ ２ の オ ー バ ー ラ ン を 考 慮 し た 広 角 位 置 ＋ α と な る 。 こ の α の 値 は 、 例 え ば 、
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の ズ ー ム ポ ジ シ ョ ン 間 の パ ル ス 数 と 、 オ ー バ ー ラ ン 量 と 、
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の ズ ー ム ポ ジ シ ョ ン 間 の パ ル ス 数 と か ら 線 形 演 算 に よ り 求 め ら れ る 。 ズ
ー ム ポ ジ シ ョ ン 間 は 、 広 角 ～ 望 遠 間 （ Ｗ － Ｔ 間 ） を １ ６ 等 分 し た 区 間 の う ち の １ 区 間 で あ
る 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 が 完 了 し 、 且 つ 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 に お い て 第
３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） 検 出 し て 、 規 定 パ ル ス 数 以 上 駆 動 し た 場 合 に 、 第
４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ の 広 角 無 限 位 置 方 向 へ の 駆 動 を 開 始 す る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １
１ ～ １ ２ の 駆 動 が 完 了 し て い な い 場 合 、 ま た は 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 基 準 位 置 か ら 規 定 パ ル
ス 以 上 駆 動 さ れ て い な い 場 合 に は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 が 完 了 し 、 且 つ
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 基 準 位 置 か ら 規 定 パ ル ス 以 上 駆 動 さ れ る ま で 待 ち 状 態 と な る 。 第 １ ～
第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 が 完 了 し て い な い 状 態 で 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ を 駆 動
す る と ３ 個 の モ ー タ の 同 時 駆 動 と な っ て 、 消 費 電 流 が 増 大 す る こ と に な る 。 そ こ で 、 こ の
例 に お い て は 、 同 時 駆 動 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の み と し て い る 。 ま た
、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 基 準 位 置 か ら 規 定 パ ル ス 数 以 上 の 位 置 に 達 す る 前 に 第 ４ レ ン
ズ 群 １ ４ を 駆 動 す る と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 干 渉 が 発 生 す る 。 よ っ て 、
規 定 パ ル ス 数 以 降 に お い て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 駆 動 を 開 始 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ 側 と し て は 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ に よ る 基 準 位 置 の 検 出
待 ち と な る 。 ま た 、 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ の 駆 動 時 の 駆 動 電 圧 を 通 常 駆 動 時 よ り も 低
め に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 消 費 電 流 を 低 減 す る よ う に し て い る 。 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ
プ タ ５ １ ２ に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） が Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 個 所 が 第 ４ レ ン ズ 群 １
４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） と な る 。 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 す る
と 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 位 置 情 報 を リ セ ッ ト す る 。 こ の 位 置 を 基 準 と す る 広 角 無 限 位 置 ま
で の 移 動 量 を 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ に よ り パ ル ス 駆 動 す る 。 広 角 無 限 位 置 は 予 め 設 定
さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を 書 き 換 え る こ と に よ っ て
変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
上 述 し 且 つ 図 ２ ２ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト に 示 し た よ う に 、 こ の 例 に お い て は 、 同 時 駆 動 モ
ー タ を ２ モ ー タ ま で に 制 限 す る こ と に よ っ て 、 消 費 電 流 を 抑 え つ つ 、 最 適 駆 動 す る こ と に
よ っ て 起 動 時 間 の 短 縮 化 を 図 っ て い る 。
次 に 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 起 動 開 始 直 後 の バ リ ア ス イ ッ チ 監 視 期 間 Ｔ ２ 中 に
お い て 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 が 閉 状 態 に 変 化 し た 場 合 に つ い て 図 ２ ３ を 参 照 し て 説 明 す る
。 こ の 期 間 Ｔ ２ 中 に 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 が 開 状 態 か ら 閉 状 態 に 変 化 し た 場 合 に は 、 第 １
～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 そ の 後 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 が 開 状 態 か
ら 閉 状 態 に な っ た 時 間 内 に 移 動 し た 分 、 ま た は 規 定 パ ル ス 数 分 だ け 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー
タ ５ ０ ３ の 逆 駆 動 を 開 始 さ せ て 、 復 帰 駆 動 を 行 う 。 こ の 復 帰 駆 動 中 の 駆 動 電 圧 は 低 電 圧 と
し 、 作 動 部 が 収 納 端 に 衝 突 し て も 破 壊 ・ 破 損 が 発 生 し な い よ う に す る 。 こ の よ う な 復 帰 駆
動 制 御 に よ り 、 バ リ ア と の 干 渉 防 止 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 〔 リ セ ッ ト シ ー ケ ン ス 〕
ま た 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０ に よ る 検 出 結 果 が 収 納 位 置 で な い （ 基 準 位 置
（ Ｈ Ｐ ） 信 号 ＝ Ｌ ） 、 ま た は 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ に よ る 検 出 結 果 が 収 納 位
置 で な い （ 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ ） 信 号 ＝ Ｈ ） 、 ま た は 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ に よ

10

20

30

40

50

(58) JP 2006-330657 A 2006.12.7



る 検 出 結 果 が 収 納 位 置 で な い （ 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ ） 信 号 ＝ Ｈ ） 場 合 に は 、 リ セ ッ ト シ ー ケ ン
ス 駆 動 を 行 う 。 こ の よ う な リ セ ッ ト シ ー ケ ン ス に つ い て 図 ２ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２
４ に お い て 、 （ ａ ） は 、 各 状 況 に お け る リ セ ッ ト シ ー ケ ン ス の 流 れ を 示 す 模 式 的 な 図 表 、
（ ｂ ） は 、 リ セ ッ ト シ ー ケ ン ス の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 〈 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ の 場 合 〉
ま ず 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １
２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ １ － ２ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。
次 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を
検 出 し 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の リ セ ッ ト 動 作
と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ ３
群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 最 後 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４
の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） を 検 出 し 、 広 角 無 限 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 〈 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ の 場 合 〉
ま ず 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 退 避 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を
望 遠 （ Ｔ ｅ ｌ ｅ ） 方 向 に 駆 動 し 、 基 準 信 号 の 立 下 り 検 出 後 に 規 定 パ ル ス 駆 動 す る （ １ － ２
群 ： 退 避 ） 。 次 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （
Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群
１ １ ～ １ ２ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置
） を 検 出 し 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ １ － ２ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３
の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 広 角 位 置 に
移 動 さ せ る （ ３ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 最 後 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第
４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） を 検 出 し 、 広 角 無 限 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： Ｒ
ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 〈 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ の 場 合
　 　 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ の 場 合 〉
ま ず 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 退 避 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を
望 遠 方 向 に 駆 動 し 、 基 準 信 号 の 立 下 り 検 出 後 に 規 定 パ ル ス 駆 動 す る （ １ － ２ 群 ： 退 避 ） 。
次 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を
検 出 し 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置
） が 検 出 で き た 場 合 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位
置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ３ 群 ： 収 納 ） 。 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基
準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） が 検 出 で き な い 場 合 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と の 干 渉 と 想 定 さ れ る た め
、 先 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 を 実 施 す る （ ３ 群 ： 収 納 ） 。 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納
動 作 が 完 了 し た 場 合 は 、 引 き 続 き 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 を 行 う （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 第
３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 時 に Ｈ Ｐ 位 置 が 検 出 で き な い 場 合 は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ と の 干
渉 と 想 定 さ れ る た め 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 退 避 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 望 遠 方 向
に 規 定 パ ル ス 数 駆 動 さ せ る （ ３ 群 ： 退 避 ） 。 そ の 後 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 （ ４ 群
： 収 納 ） 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 を 行 う （ ３ 群 ： 収 納 ） 。 次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ
群 １ １ ～ １ ２ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位
置 ） を 検 出 し て 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ １ － ２ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群
１ ３ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 広 角 位
置 に 移 動 さ せ る （ ３ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 最 後 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の リ セ ッ ト 動 作 と し て
、 ４ 群 の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） を 検 出 し て 、 広 角 無 限 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ
ｔ ） 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 〈 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ の 場 合
　 　 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ の 場 合 〉
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　 ま ず 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ）
を 検 出 し て 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作
と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し て 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （
３ 群 ： 収 納 ） 。 次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２
レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ １ － ２ 群
： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基
準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し て 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ ３ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 最 後 に 、
第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） を 検
出 し て 、 広 角 無 限 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 〈 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ の 場 合
　 　 １ － ２ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｌ ， ３ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ ， ４ 群 Ｈ Ｐ 信 号 ＝ Ｈ の 場 合 〉
　 ま ず 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ）
を 検 出 し て 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： 収 納 ） 。 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ
位 置 ） が 検 出 で き た 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 と し て 、 ３ 群 の 基 準 位 置 （ Ｈ
Ｐ 位 置 ） を 検 出 し て 、 収 納 位 置 に 移 動 さ せ る （ ３ 群 ： 収 納 ） 。
第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） が 検 出 で き な い 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ と
の 干 渉 と 想 定 さ れ る た め 、 先 に ３ 群 の 収 納 動 作 を 実 施 す る （ ３ 群 ： 収 納 ） 。 第 ３ レ ン ズ 群
１ ３ の 収 納 動 作 が 完 了 し た 場 合 は 、 引 き 続 き 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 を 行 う （ ４ 群 ：
収 納 ） 。
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 時 に Ｈ Ｐ 位 置 が 検 出 で き な い 場 合 は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ と の
干 渉 と 想 定 さ れ る た め 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 退 避 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 望 遠 方
向 に 規 定 パ ル ス 数 駆 動 さ せ る （ ３ 群 ： 退 避 ） 。 そ の 後 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 動 作 （ ４
群 ： 収 納 ） 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 動 作 を 行 う （ ３ 群 ： 収 納 ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １
～ １ ２ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 位 置 ） を 検 出 し て 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る 。 （ １ － ２ 群 ： Ｒ ｅ ｓ
ｅ ｔ ） 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 基 準 位 置 （ Ｈ
Ｐ 位 置 ） を 検 出 し て 、 広 角 位 置 に 移 動 さ せ る （ ３ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。 最 後 に 、 第 ４ レ ン ズ
群 １ ４ の リ セ ッ ト 動 作 と し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 基 準 位 置 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） を 検 出 し て 、 広
角 無 限 位 置 に 移 動 さ せ る （ ４ 群 ： Ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ） 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 〔 収 納 シ ー ケ ン ス 〕
　 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 閉 じ る こ と に よ り 、 バ リ ア ス イ ッ チ 信 号 が Ｌ か ら Ｈ と な り 、 収 納 動
作 を 開 始 す る 。 な お 、 先 に 述 べ た 通 り レ ン ズ バ リ ア ６ ２ は 、 レ ン ズ バ リ ア を 操 作 レ バ ー 等
に よ っ て 機 械 的 に 閉 操 作 す る こ と に よ っ て バ リ ア ス イ ッ チ が 動 作 す る 場 合 も あ る が 、 バ リ
ア ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ っ て レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 閉 じ る 場 合 も あ る 。
シ ャ ッ タ モ ー タ ５ ０ ６ に よ り シ ャ ッ タ の 全 閉 制 御 を 行 い 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の
シ ャ ッ タ を 全 閉 状 態 に 設 定 す る 。 次 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 絞 り 駆 動 用 モ ー タ ５ ０ ４ お よ び
５ ０ ５ に よ り 、 中 間 絞 り 制 御 を 行 い 、 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト １ ５ の 絞 り を 中 間 絞 り 状 態
に 設 定 す る 。 次 に 、 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ に よ り 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 収 納 駆 動 を 行 う
。 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ８ を 収 納 位 置 方 向 へ 駆 動 開 始 し て 、 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
５ １ ２ に よ る 基 準 位 置 検 出 待 ち と な る 。
第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ ２ に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） が Ｈ → Ｌ に 変 化 し た 個
所 か ら 収 納 位 置 ま で の 収 納 位 置 移 動 量 分 だ け パ ル ス 駆 動 す る 。 収 納 位 置 移 動 量 は 、 予 め 設
定 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を 書 き 換 え る こ と に よ っ
て 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 次 に 、 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ に よ っ て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 収 納 駆 動 を 行 う 。 第 ３
群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ を 収 納 位 置 方 向 へ 駆 動 開 始 し て 、 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １
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に よ る 基 準 位 置 検 出 待 ち と な る 。
第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ １ １ に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） が Ｈ か ら Ｌ に 変 化 し た
個 所 か ら 収 納 位 置 ま で の 収 納 位 置 移 動 量 分 だ け パ ル ス 駆 動 す る 。 収 納 位 置 移 動 量 は 予 め 設
定 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を 書 き 換 え る こ と に よ っ
て 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 基 準 位 置 か ら 収 納 位 置 ま で の 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ の 駆 動 パ ル ス レ ー ト を 基 準
位 置 ま で の 駆 動 パ ル ス レ ー ト よ り も 低 速 に し て い る 。 こ の よ う に ト ル ク が 必 要 な 領 域 に 応
じ て パ ル ス レ ー ト を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 ス ム ー ズ な パ ル ス 駆 動 を 実 現 す る 。
次 に 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ に よ り 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 収 納 駆 動 を
行 う 。 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ を 収 納 位 置 方 向 へ 駆 動 開 始 し 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト
リ フ レ ク タ ５ １ ０ に よ る 基 準 位 置 検 出 待 ち と な る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ ５ １ ０
に よ る 基 準 位 置 信 号 （ Ｈ Ｐ 信 号 ） が Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 個 所 か ら 収 納 位 置 ま で の 収 納 位 置
移 動 量 を 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号 （ Ｐ Ｉ 信 号 ） を カ
ウ ン ト す る こ と に よ っ て 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 移 動 量 制 御 を 行 う 。 収 納 位 置 移
動 量 は 予 め 設 定 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 不 揮 発 性 メ モ リ に 格 納 し そ れ を 書 き 換 え
る こ と に よ っ て 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 収 納 駆 動 時 に お い て は 、 停 止 前 に 電 圧 を 落 と さ ず に 、 第
１ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る Ｐ Ｉ 信 号 を カ ウ ン ト し て 、 収 納 位 置 に 到 達 し
た 場 合 は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 停 止 す る た め に ブ レ ー キ 制 御 を 行 う 。
こ れ は 、 電 圧 を 落 と す こ と に よ る 途 中 止 ま り を 軽 減 さ せ る た め で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 〔 変 倍 シ ー ケ ン ス 〕
次 に 、 変 倍 動 作 の シ ー ケ ン ス に つ い て 、 図 ２ ６ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る
。
ズ ー ム レ バ ー ま た は ズ ー ム ボ タ ン が 操 作 さ れ る な ど し て 変 倍 処 理 が 開 始 さ れ る と 、 ま ず 、
第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ を 退 避 さ せ る 必 要 が あ る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 こ の ス
テ ッ プ Ｓ １ １ に お け る 判 定 は 、 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 で 且 つ 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ が 所 定 位 置
よ り も 至 近 側 に 位 置 す る 場 合 に 退 避 処 理 が 必 要 で あ る と す る 。 次 に 、 変 倍 駆 動 方 向 を 判 定
す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。 広 角 か ら 望 遠 へ の 変 倍 で あ る 場 合 に は 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー
タ ５ ０ ３ を 作 動 さ せ て 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３
） 。
次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を 停 止 さ せ る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ）
。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お け る 判 定 は 、 ズ ー ム レ バ ー ま た は ズ ー ム ボ タ ン 等 を 介 し て の 変
倍 操 作 に よ り 作 動 す る ズ ー ム 駆 動 ス イ ッ チ が オ フ と な っ た か 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に
お い て 望 遠 位 置 か ら 所 定 量 手 前 の 位 置 に 到 達 し た か 、 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お い て 広
角 位 置 か ら 所 定 量 手 前 の 位 置 に 到 達 し た か 、 の い ず れ か の 条 件 に 該 当 す る 場 合 に 第 １ ～ 第
２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を 停 止 さ せ る も の と す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を 停 止 さ せ る 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 中 で あ
る か 否 か の 状 態 を 判 定 し て （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 、 停 止 中 で あ る 場 合 に は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン
ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 動 作 を 行 い （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ） 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の
ブ レ ー キ 動 作 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ） 。 次 に 、 変 倍 駆 動 方 向 を 判 定 し て （ ス テ ッ プ Ｓ １
８ ） 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 変 倍 で あ る 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 補 正 駆 動 を 行 っ て
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） 、 絞 り 駆 動 を 行 い （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 、 処 理 を 終 了 す る （ 操 作 待 機 状
態 に 戻 る ） 。
ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 処 理 が 必 要 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に
は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 処 理 を 行 っ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 変 倍 駆 動 方 向 が 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合
に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 退 避 処 理 を 行 っ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 進 む
。
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【 ０ １ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を 停 止 さ せ ず に 駆 動 を 継 続 す
る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 中 で あ る か 否 か の 状 態 を 判 定 し て （ ス
テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 停 止 中 で あ る 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を
開 始 す る か 否 か の 判 定 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お け る 判 定 は 、
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 開 始 後 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 規 定 駆 動 量
以 上 駆 動 さ れ て い る か 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お け る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 再 開 に
よ る 駆 動 状 態 で あ っ て 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 予 め 定 め た 所 定 の ズ ー ム ポ イ ン ト
の 通 過 時 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 か ら 所 定 量 以
上 離 れ た か 、 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お け る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 再 開 に よ る 駆 動 状
態 で あ っ て 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 予 め 定 め た 所 定 の ズ ー ム ポ イ ン ト の 通 過 時 に
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 に 所 定 量 よ り も 近 付 い た
か 、 の い ず れ か の 条 件 に 該 当 す る 場 合 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 が 許 可 さ れ る も の と す る
。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 が 許 可 さ れ る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の
駆 動 が 開 始 さ れ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 戻 る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て
、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 が 許 可 さ れ な い 場 合 に は 、 そ の ま ま ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 戻 る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 中 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 第
３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 す る か 否 か の 判 定 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 。 こ の ス テ ッ プ
Ｓ ２ ６ に お け る 判 定 は 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お い て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １
～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 に 所 定 量 よ り も 近 付 い た か 、 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に
お い て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 か ら 所 定 量 以 上 離
れ た か 、 の い ず れ か の 条 件 に 該 当 す る 場 合 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 停 止 が 許 可 さ れ る も
の と す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 停 止 が 許 可 さ れ る と 、 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 停 止 動 作 が 開 始 さ れ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 戻 る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 停 止 が 許 可 さ れ な い 場 合 に は 、 そ の ま ま ス
テ ッ プ Ｓ １ ４ に 戻 る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 中 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 停 止 動 作 が 開 始 さ れ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 進 む 。 ス テ
ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 変 倍 駆 動 方 向 が 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に は
、 バ ッ ク ラ ッ シ ュ 動 作 を 行 っ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に 進 む 。
次 に 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ た 変 倍 動 作 に つ い て 、 変 倍 動 作 方 向 毎 に 具 体 的 に 説 明 す
る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 〔 広 角 か ら 望 遠 方 向 〕
ま ず 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 変 倍 動 作 に つ い て 図 ２ ７ に 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し て 説
明 す る 。
ズ ー ミ ン グ ボ タ ン の う ち の 望 遠 ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ り 、 望 遠 ス イ ッ チ 信 号 が Ｈ か ら
Ｌ と な り 、 望 遠 方 向 へ の 変 倍 シ ー ケ ン ス が 開 始 さ れ る 。 最 初 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避
判 定 が 実 施 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
先 に 述 べ た 通 り 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 判 定 に 際 し て は 、 次 の 条 件 を 同 時 に 満 た し た 場
合 （ ア ン ド 条 件 ） に の み 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 駆 動 を 行 う 。
・ 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 駆 動 で あ る 。
・ 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ が 所 定 位 置 （ 退 避 し き い 値 ） よ り も 至 近 側 （ 繰 り 出 し 側 ） に 位 置 し て
い る 。
し か し 、 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お い て は 、 上 述 の 条 件 を 満 た さ な い の で 、 第 ４ レ ン ズ
群 １ ４ の 退 避 駆 動 は 行 わ な い 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 次 に 、 駆 動 方 向 に よ っ て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 退 避 駆 動 す る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ２ ） 。 広 角 か ら 望 遠 へ の 変 倍 駆 動 の 場 合 ２ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 退 避 駆 動 は 不 要
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で あ る 。 そ し て 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ に よ る 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の
駆 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ 起 動 開 始 直 後 の 起 動
期 間 は 、 Ｄ Ｃ モ ー タ に よ る 突 入 電 流 を 防 止 す る た め に 駆 動 電 圧 を 定 常 電 圧 よ り も 低 め に 設
定 す る 。 こ の 起 動 期 間 の 完 了 後 は 、 駆 動 電 圧 を 定 常 電 圧 に 上 昇 さ せ る 。 ま た 、 広 角 ～ 望 遠
間 で の 駆 動 電 圧 は 、 収 納 ～ 広 角 位 置 間 で の 駆 動 電 圧 よ り も 低 め に 設 定 し て い る 。 こ れ は 、
収 納 ～ 広 角 位 置 間 は 、 高 速 性 を 必 要 と す る た め 、 高 電 圧 設 定 と し て い る た め で 、 広 角 － 望
遠 間 は 、 ズ ー ム ボ タ ン の 操 作 に よ り 、 所 望 の 個 所 で 停 止 さ せ た い た め に 適 度 な 電 圧 設 定 と
し て い る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 に よ る 移 動 量 制 御 は 、 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ
ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号 （ Ｐ Ｉ 信 号 ） を カ ウ ン ト す る こ と に よ り 行 う
。 ま た 、 広 角 ～ 望 遠 間 を 、 例 え ば １ ６ 等 分 す る こ と に よ っ て 制 御 の 基 準 と す る ズ ー ム ポ イ
ン ト を １ ７ ポ イ ン ト 設 定 し て い る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 次 に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ を 停 止 す る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ）
。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 停 止 判 定 に 際 し て は 、 次 の 条 件 の い ず れ か １ つ
を 満 足 す る 場 合 （ オ ア 条 件 ） に 停 止 処 理 を 行 う 。
・ ズ ー ム レ バ ー ま た は ズ ー ム ボ タ ン 等 を 介 し て の 変 倍 操 作 に よ り 作 動 す る 望 遠 ズ ー ム 駆 動
ス イ ッ チ が オ フ 、 つ ま り Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 。
・ 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お い て 望 遠 位 置 か ら 所 定 量 手 前 の 位 置 に 到 達 し た 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動 が 継 続 中 の 場 合 に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 状 態 （
駆 動 中 か 停 止 中 か ） に 応 じ て 駆 動 開 始 ／ 駆 動 停 止 の 判 定 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 状 態 が 停 止 中 で あ る な ら ば 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 開 始 の 判 定 を 行 っ て
（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 、 許 可 さ れ れ ば 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４
の 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 開 始 判 定 に 際 し て は 、 次 の 条 件 の い ず れ か １ つ を 満 足 し た 場 合
に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 開 始 後 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 規 定 駆 動
量 以 上 駆 動 さ れ て い る 。
・ 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お け る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 再 開 に よ る 駆 動 状 態 で あ っ て
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 予 め 定 め た 所 定 の ズ ー ム ポ イ ン ト の 通 過 時 に 第 ３ レ ン ズ
群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 か ら 所 定 量 以 上 離 れ た 。
ま た 、 ３ 群 状 態 が 駆 動 中 で あ る な ら ば 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る か 否 か の 判
定 を 行 っ て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 、 許 可 さ れ れ ば 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 第
３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る か 否 か の 判 定 に あ た っ て は 、 次 の 条 件 を 満 た し た 場 合
に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。
・ 広 角 か ら 望 遠 へ の 駆 動 時 に お い て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～
１ ２ の 位 置 に 所 定 量 よ り も 近 付 い た 。
す な わ ち 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 起 動 し 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動
量 が 規 定 パ ル ス 以 上 に な っ た ら 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。 同 時 駆 動 中 に 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ に 近 付 き 、 所 定 量 よ り も 近 付 い た 場
合 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 そ の 後 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２
が 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ に 対 し て 遠 ざ か り 、 所 定 量 よ り も 離 さ れ た 場 合 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の
駆 動 を 再 開 さ せ る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 関 係 に 応 じ
て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 ／ 停 止 を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ っ て 、 群 間 の 距 離 を 保 っ た 状 態
で の 変 倍 駆 動 が 可 能 と な る 。 ま た 、 起 動 時 に 規 定 量 以 上 の 駆 動 を 経 過 し て か ら 第 ３ レ ン ズ
群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 さ せ る こ と に よ っ て 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 突 入 電 流 の 影
響 を 避 け る こ と で き 、 消 費 電 流 の 軽 減 に 寄 与 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 初 期 駆 動 開 始 前 に 望 遠 ス イ ッ チ 信 号 が Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 場 合 は 、
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 同 時 駆 動 な し に 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 制 御 と な る 。 第
１ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 の 判 定 に よ っ て 、 停 止 と な っ た 場 合 に は 、 第 ３ レ ン ズ
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群 １ ３ が 駆 動 中 で あ る な ら ば 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 停 止 動 作 を 開 始 さ せ る 。 そ し て 、 第 １
～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 動 作 を 開 始 す る 。 停 止 動 作 中 は 、 低 速 制 御 期 間 と な っ て
お り 、 目 標 位 置 ま で の 残 パ ル ス 数 に 応 じ て 駆 動 電 圧 を 下 げ て い る 。 こ れ に よ っ て 目 標 位 置
到 達 時 の オ ー バ ー ラ ン 量 を 軽 減 さ せ て い る 。 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ
る Ｐ Ｉ 信 号 を カ ウ ン ト し 、 目 標 位 置 に 到 達 し た 場 合 は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の
駆 動 を 停 止 さ せ る た め に ブ レ ー キ 制 御 を 行 う 。 こ の ブ レ ー キ 期 間 中 の オ ー バ ー ラ ン 量 も カ
ウ ン ト し 、 最 終 的 な 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 位 置 を 決 定 す る 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 停 止 し た 後 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 の 補 正 駆 動 を 行
う 。 こ れ は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 最 終 的 な 停 止 位 置 に 対 応 す る 第 ３ レ ン ズ 群
１ ３ の 停 止 位 置 を 算 出 し 、 そ の 位 置 に 駆 動 す る も の で あ る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １
２ の ズ ー ム ポ イ ン ト 毎 の 位 置 情 報 と 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の ズ ー ム ポ イ ン ト 毎 の 位 置 情 報 か
ら 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 位 置 に 相 当 す る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 目 標 停 止 位
置 を 補 間 演 算 す る 。 そ の 後 に 、 停 止 し た ズ ー ム 位 置 に 対 応 し た 絞 り 位 置 に 設 定 す る た め に
絞 り 駆 動 を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 〔 望 遠 か ら 広 角 方 向 〕
　 次 に 、 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 動 作 に つ い て 図 ２ ８ に 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し て
説 明 す る 。
ズ ー ミ ン グ ボ タ ン の う ち の 広 角 ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ り 、 広 角 ス イ ッ チ 信 号 が Ｈ か ら
Ｌ と な り 、 広 角 方 向 へ の 変 倍 シ ー ケ ン ス が 開 始 さ れ る 。 最 初 に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避
判 定 が 実 施 さ れ る 。
先 に 述 べ た 通 り 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 判 定 に 際 し て は 、 次 の 条 件 を 同 時 に 満 た し た 場
合 （ ア ン ド 条 件 ） に の み 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 駆 動 を 行 う 。
・ 望 遠 か ら 広 角 へ の 変 倍 駆 動 で あ る 。
・ 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ が 所 定 位 置 （ 退 避 し き い 値 ） よ り も 至 近 側 （ 繰 り 出 し 側 ） に 位 置 し て
い る 。
望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お い て は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 位 置 が 所 定 位 置 よ り も 至 近 側 に
あ る 場 合 に は 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 退 避 駆 動 を 行 う 。 退 避 量 は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 変 倍
駆 動 時 に 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ と の 干 渉 が 発 生 し な い 領 域 ま で 退 避 さ せ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 次 に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 退 避 駆 動 を 行 う 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動 開 始 に
よ る 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ と の 干 渉 を 防 ぐ た め に 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 先 行 し て
規 定 量 分 駆 動 さ せ る 。 そ し て 、 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ に て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群
１ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 開 始 す る 。
第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ 起 動 開 始 直 後 の 起 動 期 間 は 、 Ｄ Ｃ モ ー タ に よ る 突 入 電 流 防
止 の た め に 駆 動 電 圧 を 定 常 電 圧 よ り も 低 め に 設 定 す る 。 起 動 期 間 完 了 後 は 、 駆 動 電 圧 を 定
常 電 圧 に 上 昇 さ せ る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 に よ る 移 動 量 の 制 御 は 、 第 １
～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号 （ Ｐ Ｉ 信 号 ） を カ ウ ン ト す る こ
と に よ っ て 行 う 。 先 に 述 べ た よ う に 、 広 角 ～ 望 遠 間 を 、 例 え ば １ ６ 等 分 す る こ と に よ っ て
制 御 の 基 準 と す る ズ ー ム ポ イ ン ト を １ ７ ポ イ ン ト 設 定 し て い る 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動 停 止 の 判 定 に 際 し て は 、 先 に 述 べ た 通 り 次 の 条 件 の い
ず れ か を 満 足 し た 場 合 に 停 止 処 理 を 行 う 。
・ ズ ー ム レ バ ー ま た は ズ ー ム ボ タ ン 等 を 介 し て の 変 倍 操 作 に よ り 作 動 す る 広 角 ズ ー ム 駆 動
ス イ ッ チ が オ フ 、 つ ま り Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 。
・ 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お い て 広 角 位 置 か ら 所 定 量 手 前 の 位 置 に 到 達 し た 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動 が 継 続 中 の 場 合 に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 状 態
（ 駆 動 中 か 停 止 中 か ） に 応 じ て 駆 動 開 始 ま た は 駆 動 停 止 の 判 定 を 行 う 。 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３
の 状 態 が 停 止 中 で あ る な ら ば 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 開 始 判 定 を 行 い 、 駆 動 開 始 が 許 可
さ れ れ ば 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 開 始 の 判 定 に 際 し
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て は 、 次 の 条 件 の い ず れ か １ つ を 満 足 し た 場 合 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。
・ 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 開 始 後 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 規 定 駆 動
量 以 上 駆 動 さ れ て い る 。
・ 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お け る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 駆 動 再 開 に よ る 駆 動 状 態 で あ っ て
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 予 め 定 め た 所 定 の ズ ー ム ポ イ ン ト の 通 過 時 に 第 ３ レ ン ズ
群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 位 置 に 所 定 量 よ り も 近 付 い た 。
ま た 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 状 態 が 駆 動 中 で あ る な ら ば 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 停 止 の 判
定 を 行 っ て 、 許 可 さ れ れ ば 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆
動 停 止 の 判 定 に 際 し て は 、 次 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ
る 。
・ 望 遠 か ら 広 角 へ の 駆 動 時 に お い て 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～
１ ２ の 位 置 か ら 所 定 量 以 上 離 れ た 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 起 動 し 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の
駆 動 量 が 規 定 量 以 上 に な っ た ら 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 開 始 す る 。 同 時 駆 動 中 に 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ か ら 離 れ 、 規 定 量 以 上 離 れ た 場 合 に
は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 そ の 後 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が ３
群 に 対 し て 近 付 き 、 規 定 パ ル ス 以 上 近 づ く と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 を 再 開 さ せ る 。 第 １
～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ と 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 関 係 に よ り 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆
動 ／ 停 止 を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 群 間 を 保 っ た 状 態 で 変 倍 駆 動 が 可 能 と な る 。 ま た 、 起
動 時 に 規 定 パ ル ス 以 上 経 過 し て か ら 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 駆 動 さ せ る こ と で 、 第 １ ～ 第 ２ 群
Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 突 入 電 流 の 影 響 を 避 け る こ と で き 、 消 費 電 流 の 軽 減 と な る 。
ま た 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 駆 動 時 で の 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 に お い て 、 本 来
広 角 方 向 駆 動 時 は 、 停 止 時 に ガ タ 取 り の た め の ガ タ 取 り 制 御 が 必 要 だ が 、 変 倍 中 は 、 ガ タ
取 り 制 御 を 禁 止 し て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 間 欠 制 御 を ス ム ー ズ に し て い る 。
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 初 期 駆 動 開 始 前 に 広 角 Ｓ Ｗ 信 号 が Ｌ か ら Ｈ に 変 化 し た 場 合 に は 、 第 ３
レ ン ズ 群 １ ３ の 同 時 駆 動 な し に 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 制 御 を 行 う こ と と な
る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 判 定 に よ っ て 、 停 止 と な っ た 場 合 は 、 第 ３ レ ン
ズ 群 １ ３ が 駆 動 中 で あ る な ら ば 、 停 止 動 作 を 開 始 さ せ る 。 そ し て 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １
１ ～ １ ２ の 停 止 動 作 を 開 始 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 停 止 動 作 中 は 、 低 速 制 御 期 間 と な っ て お り 、 目 標 位 置 ま で の 残 パ ル ス 数 に 応 じ て 駆 動 電
圧 を 下 げ て い る 。 こ れ に よ り 目 標 位 置 到 達 時 の オ ー バ ー ラ ン 量 を 軽 減 さ せ て い る 。 第 １ ～
第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る Ｐ Ｉ 信 号 を カ ウ ン ト し 、 目 標 位 置 に 到 達 し た 場 合
は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 を 停 止 す る た め に ブ レ ー キ 制 御 を 行 う 。 こ の ブ
レ ー キ 期 間 中 の オ ー バ ー ラ ン 量 も カ ウ ン ト し 、 最 終 的 な 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ 位
置 を 決 定 す る 。
ま た 、 望 遠 か ら 広 角 方 向 へ の 動 作 時 は 、 ガ タ 取 り の た め の ガ タ 取 り 動 作 （ バ ッ ク ラ ッ シ ュ
動 作 ） を 行 な う 。
第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ が 停 止 し た あ と は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 の 補 正 駆 動 を
行 う 。 こ れ は 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 最 終 的 な 停 止 位 置 に 対 応 し た 第 ３ レ ン ズ
群 １ ３ の 停 止 位 置 を 算 出 し 、 そ の 位 置 に 駆 動 す る も の で あ る 。 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～
１ ２ の ズ ー ム ポ イ ン ト 毎 の 位 置 情 報 と 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の ズ ー ム ポ イ ン ト 毎 の 位 置 情 報
か ら 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 停 止 位 置 に 相 当 す る 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 目 標 停 止
位 置 を 補 間 演 算 す る 。 広 角 方 向 駆 動 時 は 、 停 止 時 に ガ タ 取 り の た め の ガ タ 取 り 制 御 を 実 施
す る 。 そ の 後 、 停 止 し た ズ ー ム 位 置 に 対 応 し た 絞 り 位 置 に 設 定 す る た め に 絞 り 駆 動 を 実 施
す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 こ の 例 に お い て は 、 広 角 ～ 望 遠 間 の 変 倍 動 作 に お い て 、 望 遠 方 向 動 作 時 の 第 １ ～ 第 ２ 群
Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の 駆 動 電 圧 よ り も 、 広 角 方 向 動 作 時 の 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ モ ー タ ５ ０ ３ の
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駆 動 電 圧 を 高 め に 設 定 し て い る 。 ま た 、 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ ５ ０ ７ に お い て も 、 望 遠 方 向
動 作 時 よ り も 、 広 角 方 向 動 作 時 の ほ う が パ ル ス レ ー ト を 速 め に 設 定 し て い る 。 ま た 、 第 １
～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ と ３ 群 の 群 間 を 保 つ た め に 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ と
第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 位 置 関 係 か ら 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 間 欠 制 御 に て 実 現 し て い る 。 よ っ て
、 望 遠 方 向 駆 動 時 に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 速 度 は 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １
２ の 駆 動 速 度 と 同 等 、 も し く は 速 め に な る よ う な 設 定 と し て い る 。 同 様 に 、 広 角 方 向 駆 動
に お い て も 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 速 度 は 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 速 度 と
同 等 、 あ る い は 速 め に な る よ う な 設 定 と し て い る 。 こ う す る こ と で 、 望 遠 方 向 動 作 時 に は
、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ に 対 し て 離 さ れ る こ と な く 、 ま た 、
広 角 方 向 動 作 時 に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ に 対 し て 追 い つ
か れ る こ と な く 駆 動 さ れ る よ う に な る 。
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ の 駆 動 再 開 タ イ ミ ン グ を 所 定 の ズ ー ム ポ イ ン ト
の 通 過 時 と し て い る が 、 第 １ ～ 第 ２ レ ン ズ 群 １ １ ～ １ ２ の 駆 動 時 に 発 生 す る 第 １ ～ 第 ２ 群
フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ５ ０ ９ に よ る パ ル ス 状 の 信 号 （ Ｐ Ｉ 信 号 ） 検 出 時 毎 、 ま た は 、 Ｐ Ｉ 信
号 の 所 定 カ ウ ン ト 数 毎 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 更 に 細 や か な 間 欠 制 御 が 可 能 に な り 、
群 間 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 背 後 、 す な わ ち 物 体 か ら 遠 い 側 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （
電 荷 結 合 素 子 ） 固 体 撮 像 素 子 等 の 固 体 撮 像 素 子 １ ６ が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 固 体 撮 像 素 子
１ ６ の 入 力 面 上 に 被 写 体 像 を 結 像 す べ く 構 成 さ れ て い る 。 固 体 撮 像 素 子 １ ６ の 入 力 面 側 に
は 、 必 要 に 応 じ て ロ ー パ ス フ ィ ル タ 等 の 各 種 光 学 フ ィ ル タ 、 カ バ ー ガ ラ ス お よ び そ の 他 の
光 学 素 子 等 が 適 宜 設 け ら れ る 。
図 ３ ～ 図 ５ に 示 す レ ン ズ バ リ ア ６ ２ は 、 収 納 状 態 に お い て 、 第 １ レ ン ズ 群 １ １ の 物 体 側 を
覆 い 、 レ ン ズ 群 を 汚 損 乃 至 は 損 傷 か ら 保 護 す る 。 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ は 、 バ リ ア 駆 動 系 ６ ３
に よ り 撮 影 光 軸 に 直 交 す る 方 向 に 進 退 駆 動 さ れ る 。 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２
を 閉 じ た 状 態 を 示 し 、 図 ５ は 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を ほ ぼ 開 い た 状 態 を 示 し て い る 。 バ リ ア
駆 動 系 ６ ３ は 、 バ リ ア 操 作 部 （ 図 １ ７ （ ａ ） に お け る バ リ ア 操 作 部 ３ ０ １ 参 照 ） の 操 作 に
よ っ て 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 閉 成 位 置 （ 図 ３ 、 図 ４ ） と 開 放 位 置 （ 図 ５ の 位 置 よ り も さ ら
に 撮 影 光 軸 か ら 遠 ざ か っ た 位 置 ） と の 間 で 、 駆 動 す る 。 こ の バ リ ア 駆 動 系 ６ ３ は 、 閉 成 位
置 に お い て は 閉 成 方 向 に 、 開 放 位 置 に お い て は 開 放 方 向 に レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 偏 倚 付 勢 す
る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 し た が っ て 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ が 閉 成 さ れ て い る 状 態 で 開 放 方 向 に 操 作 す る と 、 レ ン ズ
バ リ ア ６ ２ が 所 定 位 置 を 過 ぎ た と こ ろ か ら は 、 半 自 動 的 に 開 放 状 態 へ 移 行 す る 。 ま た 、 開
放 状 態 か ら レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 閉 じ よ う と す る と 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ が 所 定 位 置 （ 開 放 時
の 所 定 位 置 と 必 ず し も 同 一 で あ る 必 要 は な く む し ろ あ る 程 度 の ヒ ス テ リ シ ス 特 性 を 持 っ て
い る と 円 滑 な 操 作 が 期 待 で き る ） を 過 ぎ た と こ ろ か ら 半 自 動 的 に 閉 状 態 に 移 行 す る 。
バ リ ア 制 御 片 ６ １ は 、 固 定 枠 ２ １ の 側 部 （ レ ン ズ バ リ ア ６ ２ の 開 放 位 置 側 ） に 撮 影 光 軸 に
沿 う 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 適 宜 ス プ リ ン グ 等 に よ り 物 体 側 へ 付 勢 さ
れ て い る 。 収 納 状 態 に お い て は 、 第 １ の 回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 基 端 面 に
バ リ ア 制 御 片 ６ １ の 屈 曲 形 成 さ れ た 係 合 部 が 係 合 し て 、 付 勢 力 に 抗 し て 像 面 側 に 偏 倚 さ れ
て お り 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ に も 接 触 し て な い 。 撮 影 状 態 に お い て は 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ は
、 各 レ ン ズ 群 お よ び そ れ ら の 保 持 枠 等 か ら 完 全 に 離 れ て い る 。 こ の 状 態 で は 、 バ リ ア 制 御
片 ６ １ は 、 係 合 部 の 係 合 が 解 除 さ れ 、 付 勢 力 に よ っ て 物 体 側 に 偏 倚 し 、 先 端 の バ リ ア 阻 止
部 が レ ン ズ バ リ ア ６ ２ の 進 退 路 に 突 出 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 こ の 状 態 で 収 納 状 態 へ 移 行 し よ う と し た と き に 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 急 速 に 操 作 す る と
レ ン ズ バ リ ア ６ ２ が レ ン ズ 鏡 胴 に ぶ つ か っ て し ま う お そ れ が あ る が 、 バ リ ア 制 御 片 ６ １ の
先 端 の バ リ ア 阻 止 部 が レ ン ズ バ リ ア ６ ２ の 進 退 路 を 横 切 っ て お り 、 レ ン ズ 鏡 胴 部 分 へ の レ
ン ズ バ リ ア ６ ２ の 侵 入 が 阻 止 さ れ る 。 各 レ ン ズ 群 が 収 納 さ れ 、 収 納 状 態 と な れ ば 、 第 １ の
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回 転 筒 ２ ２ お よ び 第 １ の ラ イ ナ ー ２ ３ の 基 端 面 が バ リ ア 制 御 片 ６ １ の 屈 曲 形 成 さ れ た 係 合
部 に 係 合 し て 、 付 勢 力 に 抗 し て 像 面 側 に 偏 倚 さ せ る の で 、 レ ン ズ 鏡 胴 の 前 面 部 分 へ レ ン ズ
バ リ ア ６ ２ が 移 動 す る こ と が で き 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ が 正 し く 閉 成 位 置 に 設 定 さ れ る 。 こ
の よ う に し て 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ と レ ン ズ 群 の 鏡 筒 部 分 と の 干 渉 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と
が で き る 。
な お 、 上 述 に お い て は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ を 、 光 軸 外 に 退 避 さ せ る 構 成 と し た 場 合 に つ い
て 説 明 し た 。 本 発 明 の 構 成 の 場 合 、 外 径 が 最 も 小 さ い レ ン ズ 群 を 光 軸 外 に 退 避 さ せ る 退 避
レ ン ズ 群 と す る こ と に よ っ て 、 退 避 し た と き の 鏡 胴 投 影 サ イ ズ を 効 果 的 に 小 さ く す る こ と
が で き る 。 ま た 、 退 避 レ ン ズ 群 は 繰 出 し 時 に 像 面 か ら な る べ く 離 れ な い レ ン ズ 群 と す る こ
と に よ っ て 、 退 避 レ ン ズ 群 の 駆 動 機 構 （ 主 軸 の 長 さ お よ び リ ー ド ス ク リ ュ ー の 長 さ の 少 な
く と も 一 方 ） を 短 く す る こ と が で き 、 鏡 胴 の 厚 さ を 薄 く 、 す な わ ち 光 軸 方 向 寸 法 を 小 さ く
す る こ と が で き る 。 絞 り 機 能 を 併 せ 持 つ シ ャ ッ タ の 後 方 に 位 置 し 且 つ そ れ に 最 も 近 い レ ン
ズ 群 を 退 避 レ ン ズ 群 と す る こ と で 、 外 径 が 最 も 小 さ く 、 像 面 か ら 離 れ な い レ ン ズ 群 を 退 避
レ ン ズ 群 と す る こ と が で き 、 鏡 筒 の 光 軸 に 垂 直 な 平 面 を 塞 い で い る シ ャ ッ タ と の 干 渉 を 考
慮 し た り 、 シ ャ ッ タ の 位 置 を 回 避 し た り す る 必 要 が な く 退 避 し 易 い 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 こ の 場 合 、 レ ン ズ 構 成 は 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 １ レ ン ズ 群 、 負 の パ ワ ー を 持 つ 第 ２ レ ン
ズ 群 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 ３ 群 レ ン ズ 群 お よ び 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 ４ レ ン ズ 群 の ４ 群 で 構
成 さ れ 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 、 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の
間 隔 、 第 ３ レ ン ズ 群 と 第 ４ レ ン ズ 群 の 間 隔 を 変 化 さ せ る こ と で 変 倍 を 行 い 、 第 ４ レ ン ズ 群
を 移 動 さ せ る こ と で 像 面 の 位 置 を 撮 像 面 に 補 正 す る こ と で 合 焦 を 行 っ て い る 。 絞 り 機 能 を
併 せ 持 つ シ ャ ッ タ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 前 に 位 置 す る 。 レ ン ズ 構 成 を ４ 群 構 成 と し 第 ３ レ ン
ズ 群 を 退 避 レ ン ズ 群 と す る こ と で 、 像 面 か ら な る べ く 離 れ ず 外 径 が 最 も 小 さ い レ ン ズ 群 を
退 避 レ ン ズ 群 と す る こ と が で き 、 鏡 胴 投 影 サ イ ズ が 小 さ く 厚 み の 薄 い 鏡 胴 と す る こ と が で
き る 。 ま た 、 変 倍 比 ４ 倍 以 上 で ４ 群 レ ン ズ 構 成 の 第 ３ レ ン ズ 群 を 退 避 レ ン ズ 群 と す る こ と
で 、 高 変 倍 比 を 実 現 し つ つ 鏡 胴 サ イ ズ （ 投 影 サ イ ズ 、 厚 さ ） を 小 さ く し た レ ン ズ 鏡 胴 を 提
供 す る こ と が で き る 。 レ ン ズ 構 成 は 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 １ レ ン ズ 群 、 負 の パ ワ ー を 持 つ
第 ２ レ ン ズ 群 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 ３ レ ン ズ 群 の ３ 群 レ ン ズ 構 成 と し 、 第 ３ レ ン ズ 群 を 退
避 レ ン ズ 群 と し て も よ い 。 ま た 、 負 の パ ワ ー を 持 つ 第 １ レ ン ズ 群 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 ２
レ ン ズ 群 、 正 の パ ワ ー を 持 つ 第 ３ レ ン ズ 群 の ３ 群 レ ン ズ 構 成 と し 、 第 ３ レ ン ズ 群 あ る い は
第 ２ レ ン ズ 群 を 退 避 レ ン ズ 群 と し て も 良 い 。 各 レ ン ズ 群 は 、 そ れ ぞ れ １ 枚 以 上 の レ ン ズ に
よ っ て 構 成 す れ ば 良 く 、 こ こ で い う 、 レ ン ズ 群 と は 、 一 体 的 に 動 く １ 枚 以 上 の レ ン ズ を 指
し て い る 。 し た が っ て 、 全 て の レ ン ズ 群 を そ れ ぞ れ １ 枚 の レ ン ズ に よ り 構 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 次 に 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 さ れ た よ う な 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 筒 を 含 む 光 学
系 装 置 を 撮 影 光 学 系 と し て 採 用 し て カ メ ラ を 構 成 し た 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て
図 １ ７ ～ 図 １ ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ７ は 、 物 体 、 す な わ ち 被 写 体 側 で あ る 前 面 側 か
ら 見 た カ メ ラ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 、 図 １ ８ は 、 撮 影 者 側 で あ る 背 面 側 か ら 見 た カ メ ラ の 外
観 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ９ は 、 カ メ ラ の 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 こ
こ で は 、 カ メ ラ に つ い て 説 明 し て い る が 、 い わ ゆ る Ｐ Ｄ Ａ （ personal data assistant）
や 携 帯 電 話 機 等 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に カ メ ラ 機 能 を 組 み 込 ん だ も の が 近 年 登 場 し て い る
。
こ の よ う な 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 も 外 観 は 若 干 異 に す る も の の カ メ ラ と 実 質 的 に 全 く 同 様 の
機 能 ・ 構 成 を 含 ん で い る も の が 多 く 、 こ の よ う な 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に 本 発 明 に 係 る レ ン
ズ 鏡 筒 を 含 む 光 学 系 装 置 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 図 １ ７ お よ び 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 カ メ ラ は 、 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ 、 シ ャ ッ タ ボ タ ン １ ０
２ 、 ズ ー ム レ バ ー １ ０ ３ 、 フ ァ イ ン ダ １ ０ ４ 、 ス ト ロ ボ １ ０ ５ 、 液 晶 モ ニ タ １ ０ ６ 、 操 作
ボ タ ン １ ０ ７ 、 電 源 ス イ ッ チ １ ０ ８ 、 メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト １ ０ ９ 、 通 信 カ ー ド ス ロ ッ ト
１ １ ０ お よ び バ リ ア 操 作 部 ３ ０ １ 等 を 備 え て い る 。 さ ら に 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 カ メ ラ
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は 、 受 光 素 子 ２ ０ １ 、 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ２ 、 画 像 処 理 装 置 ２ ０ ３ 、 中 央 演 算 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ
） ２ ０ ４ 、 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ お よ び 通 信 カ ー ド 等 ２ ０ ６ も 備 え て い る 。 ま た 、 明 確 に は
図 示 さ れ て い な い が 、 こ れ ら 各 部 は 、 駆 動 電 源 と し て の バ ッ テ リ に よ り 給 電 さ れ て 動 作 す
る 。
カ メ ラ は 、 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ と Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） 撮 像 素 子 等 の エ リ ア セ ン サ と し て
の 受 光 素 子 ２ ０ １ を 有 し て お り 、 撮 影 光 学 系 で あ る 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ に よ っ て 形 成 さ れ る
撮 影 対 象 と な る 物 体 、 つ ま り 被 写 体 、 の 像 を 受 光 素 子 ２ ０ １ に よ っ て 読 み 取 る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 こ の 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ と し て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 説 明 し た よ う な
本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む 光 学 系 装 置 を 用 い る 。 具 体 的 に は 、 レ ン ズ 鏡 胴 を 構 成 す る
光 学 要 素 で あ る レ ン ズ 等 を 用 い て 光 学 系 装 置 を 構 成 す る 。 レ ン ズ 鏡 胴 は 、 各 レ ン ズ 等 を 、
少 な く と も レ ン ズ 群 毎 に 移 動 操 作 し 得 る よ う に 保 持 す る 機 構 を 有 す る 。 カ メ ラ に 組 み 込 ま
れ る 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ は 、 通 常 の 場 合 、 こ の 光 学 系 装 置 の 形 で 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 受 光 素 子 ２ ０ １ の 出 力 は 、 中 央 演 算 装 置 ２ ０ ４ に よ っ て 制 御 さ れ る 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ２
に よ っ て 処 理 さ れ 、 デ ィ ジ タ ル 画 像 情 報 に 変 換 さ れ る 。 信 号 処 理 装 置 ２ ０ ２ に よ っ て デ ィ
ジ タ ル 化 さ れ た 画 像 情 報 は 、 や は り 中 央 演 算 装 置 ２ ０ ４ に よ っ て 制 御 さ れ る 画 像 処 理 装 置
２ ０ ３ に お い て 所 定 の 画 像 処 理 が 施 さ れ た 後 、 不 揮 発 性 メ モ リ 等 の 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ に
記 録 さ れ る 。 こ の 場 合 、 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ は 、 メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト １ ０ ９ に 装 填 さ れ
た メ モ リ カ ー ド で も よ く 、 カ メ ラ 本 体 に 内 蔵 さ れ た 半 導 体 メ モ リ で も よ い 。 液 晶 モ ニ タ １
０ ６ に は 、 撮 影 中 の 画 像 を 表 示 す る こ と も で き る し 、 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ に 記 録 さ れ て い
る 画 像 を 表 示 す る こ と も で き る 。 ま た 、 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ に 記 録 し た 画 像 は 、 通 信 カ ー
ド ス ロ ッ ト １ １ ０ に 装 填 し た 通 信 カ ー ド 等 ２ ０ ６ を 介 し て 外 部 へ 送 信 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 な お 、 先 に 述 べ た 各 レ ン ズ の 駆 動 制 御 の た め の 図 ２ １ に 示 す 中 央 演 算 処 理 装 置 ５ ０ １
は 、 中 央 演 算 装 置 ２ ０ ４ に 含 ま れ て い て も 良 く 、 こ れ と 連 係 す る 他 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ
を 用 い て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ は 、 カ メ ラ の 携 帯 時 に は 図 １ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 沈 胴 状 態 に あ っ
て カ メ ラ の ボ デ ィ ー 内 に 埋 没 し て お り 、 レ ン ズ バ リ ア ６ ２ が 閉 成 し て い る 。 ユ ー ザ が バ リ
ア 操 作 部 ３ ０ １ を 操 作 し て レ ン ズ バ リ ア ６ ２ を 開 く と 、 電 源 が 投 入 さ れ 、 図 １ ７ の （ ｂ ）
に 示 す よ う に 鏡 胴 が 繰 り 出 さ れ 、 カ メ ラ の ボ デ ィ ー か ら 突 出 し て 撮 影 状 態 と な る 構 成 と す
る 。 こ の と き 、 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ の レ ン ズ 鏡 胴 の 内 部 で は 、 ズ ー ム レ ン ズ を 構 成 す る 各 群
の 光 学 系 が 、 例 え ば 広 角 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 ズ ー ム レ バ ー １ ０ ３ を 操 作 す る こ と に よ
っ て 、 各 群 光 学 系 の 配 置 が 変 更 さ れ て 、 望 遠 端 へ の 変 倍 動 作 を 行 う こ と が で き る 。
な お 、 フ ァ イ ン ダ １ ０ ４ の 光 学 系 も 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ の 画 角 の 変 化 に 連 動 し て 変 倍 す る よ
う に す る こ と が 望 ま し い 。
多 く の 場 合 、 シ ャ ッ タ ボ タ ン １ ０ ２ の 半 押 し 操 作 に よ り 、 フ ォ ー カ シ ン グ が な さ れ る 。 本
発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ に お け る フ ォ ー カ シ ン グ は 、 主 と し て 第 ４ レ ン ズ 群 １ ４ の 移 動 に
よ っ て 行 う こ と が で き る 。 シ ャ ッ タ ボ タ ン １ ０ ２ を さ ら に 押 し 込 み 全 押 し 状 態 と す る と 撮
影 が 行 な わ れ 、 そ の 後 に 上 述 し た 通 り の 処 理 が な さ れ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 半 導 体 メ モ リ ２ ０ ５ に 記 録 し た 画 像 を 液 晶 モ ニ タ １ ０ ６ に 表 示 さ せ た り 、 通 信 カ ー ド 等
２ ０ ６ を 介 し て 外 部 へ 送 信 さ せ る 際 に は 、 操 作 ボ タ ン １ ０ ７ を 所 定 の ご と く 操 作 す る 。 半
導 体 メ モ リ ２ ０ ５ お よ び 通 信 カ ー ド 等 ２ ０ ６ は 、 メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト １ ０ ９ お よ び 通 信
カ ー ド ス ロ ッ ト １ １ ０ 等 の よ う な 、 そ れ ぞ れ 専 用 ま た は 汎 用 の ス ロ ッ ト に 装 填 し て 使 用 さ
れ る 。
な お 、 撮 影 レ ン ズ １ ０ １ が 沈 胴 状 態 に あ る と き に は 、 第 ３ レ ン ズ 群 １ ３ が 光 軸 上 か ら 退 避
し て 、 第 １ レ ン ズ 群 １ １ お よ び 第 ２ レ ン ズ 群 １ ２ と 並 列 的 に 収 納 さ れ て い る の で 、 カ メ ラ
の さ ら な る 薄 型 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
通 常 フ ァ イ ン ダ 機 構 は 、 鏡 胴 部 上 部 側 に 配 置 さ れ る こ と で カ メ ラ 操 作 を し 易 く し て お り 、
ま た 、 レ ン ズ 鏡 胴 が ズ ー ム 変 倍 機 構 を 含 む 場 合 、 フ ァ イ ン ダ 機 構 も ズ ー ム 変 倍 機 構 が 必 要
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と な る た め 、 ズ ー ム 変 倍 動 作 を 達 成 す る た め の 駆 動 源 （ Ｄ Ｃ モ ー タ や パ ル ス モ ー タ 等 ） と
こ れ の 駆 動 力 を 伝 達 す る た め の 伝 達 機 構 （ ギ ヤ 連 結 機 構 等 ） は 、 フ ァ イ ン ダ 機 構 の す ぐ 近
く に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば フ ァ イ ン ダ 機 構 が レ ン ズ 鏡 胴 の 上 方 左 側 部 に 設 置
さ れ る 場 合 、 変 倍 駆 動 源 と 伝 達 機 構 は レ ン ズ 鏡 胴 の 上 方 右 側 部 に 設 置 す る こ と で 限 ら れ た
ス ペ ー ス を 有 効 に 利 用 す る こ と に な る 。 次 に 、 退 避 レ ン ズ 保 持 枠 を 退 避 す る 場 合 は 、 残 さ
れ た ス ペ ー ス よ り 、 自 ず か ら レ ン ズ 鏡 胴 の 下 方 に 設 置 す る こ と に な る （ レ ン ズ 鏡 胴 の 下 方
右 側 か あ る い は 下 方 左 側 ） 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 レ ン ズ 鏡 胴 の 下 方 右 側 に 退 避 レ ン ズ 保
持 枠 の ス ペ ー ス を 設 置 し 、 レ ン ズ 鏡 胴 の 下 方 左 側 に は 、 合 焦 レ ン ズ 群 を 駆 動 す る た め の 駆
動 源 と 駆 動 機 構 を 配 置 す る こ と で 、 通 常 の 円 形 状 レ ン ズ 鏡 胴 の 上 方 左 側 、 上 方 右 側 、 下 方
右 側 、 下 方 左 側 の 四 隅 を 有 効 に 利 用 す る こ と で レ ン ズ 鏡 胴 の 小 型 化 を 達 成 す る こ と が で き
た 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 次 に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 、 カ メ ラ お よ び 携 帯 型 情
報 端 末 装 置 に 用 い て 好 適 な ズ ー ム レ ン ズ の 実 施 の 形 態 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 基 づ き 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 上 述 の レ ン ズ
鏡 胴 に 含 む ズ ー ム レ ン ズ （ 以 下 、 「 ズ ー ム レ ン ズ 」 と 略 称 す る ） 、 レ ン ズ ユ ニ ッ ト 、 カ メ
ラ お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 詳 細 に 説 明 す る 。
次 に 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 定 義 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て さ ら に 詳
細 に 説 明 す る 。
本 発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ は 、 正 － 負 － 正 － 正 の ４ 群 構 成 、 す な わ ち 正 の 屈 折 力 を 有 す る
第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群
と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 、 物 体 側 か ら 、 順 次 配 置 す る タ イ プ で あ り 、 前
記 第 ２ レ ン ズ 群 と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 に 、 開 口 絞 り が 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に 正 － 負 －
正 － 正 の ４ つ の レ ン ズ 群 で 構 成 さ れ る ズ ー ム レ ン ズ は 、 一 般 に 、 第 ２ レ ン ズ 群 が 主 要 な 変
倍 作 用 を 負 担 す る 、 い わ ゆ る バ リ エ ー タ と し て 構 成 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の ズ ー
ム レ ン ズ に お い て は 、 第 ３ レ ン ズ 群 に も 変 倍 作 用 を 分 担 さ せ 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 負 担 を 軽 く
し て 、 広 角 化 ・ 高 変 倍 化 に 伴 っ て 困 難 に な る 収 差 補 正 の 自 由 度 を 確 保 し て い る 。 ま た 、 広
角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 第 １ レ ン ズ 群 を 、 物 体 側 へ 大 き く 移 動 さ せ る こ と に よ
り 、 広 角 端 に お い て 第 １ レ ン ズ 群 を 通 過 す る 光 線 の 高 さ （ 光 軸 か ら の 距 離 ） を 低 く し て 、
広 角 化 に 伴 う 第 １ レ ン ズ 群 の 大 型 化 を 抑 制 す る と と も に 、 望 遠 端 で は 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２
レ ン ズ 群 の 間 隔 を 大 き く 確 保 し て 、 長 焦 点 化 を 達 成 し て い る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て は 、 変 倍 に 際 し て 第 ２ レ ン ズ 群 を 固 定 位 置 に 保
持 さ せ る よ う に す る こ と に よ っ て 、 鏡 胴 構 成 の 簡 素 化 、 な ら び に 群 間 偏 心 精 度 の 確 保 に も
配 慮 し て い る 。 も ち ろ ん 、 収 差 補 正 を 優 先 す れ ば 全 て の レ ン ズ 群 を 移 動 さ せ る よ う に し た
ほ う が 有 利 で は あ る が 、 そ の よ う に す る と 、 鏡 胴 の 構 成 が 複 雑 に な り 、 製 作 誤 差 も 生 じ 易
く な る 。 変 倍 に 際 し て 第 ２ レ ン ズ 群 が 固 定 さ れ る こ と は 、 本 発 明 の 大 き な 前 提 で あ る 。
広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 第 １ レ ン ズ 群 お よ び 第 ３ レ ン ズ 群 は 物 体 側 へ 単 調 に
移 動 し 、 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 は 大 き く な り 、 第 ２ レ ン ズ と 第 ３ レ ン ズ 群 と
の 間 隔 は 小 さ く な っ て 、 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 倍 率 は ど ち ら も 増 加 し 、 変 倍 作 用
を 互 い に 分 担 す る 。
ま た 、 第 ４ レ ン ズ 群 は 望 遠 端 で 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 移 動 さ せ て い る 。 こ の
よ う な 移 動 に よ り 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 第 ４ レ ン ズ 群 の 倍 率 も 増 加 す る
方 向 と な り 、 変 倍 作 用 を 負 担 す る こ と が で き る た め 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 中 で 有 効 に 変 倍
が 行 え る よ う に な る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 加 え て 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と に よ り 、 狙 い と し て い る 広 角 化 と 高 変 倍 化 を 達 成 し
た 上 で 、 充 分 な 収 差 補 正 が 可 能 と な る （ 請 求 項 ４ ３ に 対 応 す る ） 。
０ ． ６ ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
　 但 し 、 ｍ ４ Ｔ は 、 望 遠 端 に お け る 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を あ ら わ す 。
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こ の 場 合 、 ｍ ４ Ｔ を ０ ． ６ ０ 以 下 と す る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 か ら 射 出 さ れ る 光 束 が ア フ ォ ー
カ ル に 近 付 く こ と に な り 、 第 ３ レ ン ズ 群 が 有 効 に 変 倍 に 寄 与 す る こ と が で き な く な っ て し
ま う 。 結 果 と し て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 変 倍 負 担 が 増 加 し 、 広 角 化 に 伴 っ て 増 大 す る 像 面 湾 曲
や 非 点 収 差 を 補 正 す る こ と が 困 難 に な る 。 一 方 、 ｍ ４ Ｔ を ０ ． ８ ５ 以 上 と す る と 、 第 ４ レ
ン ズ 群 が 像 面 に 近 付 き す ぎ て 必 要 な バ ッ ク フ ォ ー カ ス を 確 保 す る こ と が で き な く な る か 、
あ る い は 第 ４ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 が 小 さ く な り す ぎ て し ま う 。 第 ４ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 が 小 さ
く な り す ぎ る と 、 射 出 瞳 が 像 面 に 近 付 き 、 受 光 素 子 周 辺 部 へ の 光 線 入 射 角 が 大 き く な っ て
、 周 辺 部 の 光 量 不 足 を 招 き 易 く な る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 な お 、 さ ら に 望 ま し く は 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る よ う に 構 成 す る 。
０ ． ６ ５ ＜ ｍ ４ Ｔ ＜ ０ ． ８ ０
　 さ ら に 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て の 第 ４ レ ン ズ 群 の 倍 率 変 化 に 関 し て 、 次 の
条 件 式 を 満 足 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ４ ４ に 対 応 す る ） 。
１ ． ０ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ３
　 但 し 、 ｍ ４ Ｗ は 、 広 角 端 に お け る 第 ４ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 を あ ら わ す 。
こ の 場 合 、 （ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ） を １ ． ０ 以 下 と す る と 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 変 倍 に 寄 与 し な く
な り 、 第 ２ レ ン ズ 群 ・ 第 ３ レ ン ズ 群 の 変 倍 負 担 が 増 加 し て 、 変 倍 に 際 す る 像 面 の バ ラ ン ス
を 取 る こ と が 難 し く な る 。 一 方 、 （ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ） を １ ． ３ 以 上 と す る と 、 第 ４ レ ン ズ
群 の 変 倍 負 担 が 大 き く な り す ぎ 、 第 ４ レ ン ズ 群 が 例 え ば 正 レ ン ズ １ 枚 と い っ た 簡 単 な 構 成
の ま ま で は 、 収 差 を 補 正 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 な お 、 さ ら に 望 ま し く は 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る よ う に 構 成 す る 。
１ ． ０ ５ ＜ ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ ＜ １ ． ２
　 本 発 明 で は 、 変 倍 に 際 し て 第 ２ レ ン ズ 群 が 固 定 位 置 を 保 持 す る よ う に し て お り 、 第 １ レ
ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 と の 間 隔 は 第 １ レ ン ズ 群 の 移 動 量 の み に よ っ て 決 定 さ れ る 。 こ れ に
関 し て 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ４ ５ に 対 応 す る ） 。
０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
　 但 し 、 Ｘ １ は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て の 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を あ ら わ
し 、 ｆ Ｔ は 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を あ ら わ す 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 こ の 場 合 、 （ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ） を ０ ． ５ ０ 以 下 と す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 変 倍 へ の 寄 与 が 小
さ く な っ て 第 ３ レ ン ズ 群 の 負 担 が 増 加 す る か 、 第 １ レ ン ズ 群 ・ 第 ２ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 を 強
め な け れ ば な ら な る か し て 、 い ず れ に せ よ 、 各 種 収 差 の 悪 化 を 招 く こ と に な る 。 ま た 、 広
角 端 に お け る レ ン ズ 全 長 が 長 く な っ て 、 第 １ レ ン ズ 群 を 通 過 す る 光 線 の 高 さ が 増 加 し 、 第
１ レ ン ズ 群 の 大 型 化 を 招 く 。 一 方 、 （ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ） を ０ ． ８ ５ 以 上 と す る と 、 広 角 端 で の
全 長 が 短 く な り す ぎ る か 、 望 遠 端 で の 全 長 が 長 く な り す ぎ る か す る こ と に な る 。 広 角 端 で
の 全 長 が 短 く な り す ぎ る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 移 動 ス ペ ー ス が 限 定 さ れ 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 変
倍 へ の 寄 与 が 小 さ く な っ て 、 全 体 の 収 差 補 正 が 困 難 と な る 。 望 遠 端 で の 全 長 が 長 く な り す
ぎ る と 、 全 長 方 向 の 小 型 化 の 妨 げ に な る だ け で な く 、 望 遠 端 で の 周 辺 光 量 確 保 の た め に 径
方 向 が 大 型 化 し た り 、 ま た 、 鏡 胴 の 倒 れ 等 の 製 作 誤 差 に よ る 像 性 能 の 劣 化 も 招 き 易 く な る
。
な お 、 さ ら に 望 ま し く は 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る よ う に 構 成 す る 。
　 　 ０ ． ６ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ７ ５
　 第 １ レ ン ズ 群 と 第 ２ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 第 １ レ ン ズ 群 の 移 動 量 の み に よ っ て 決 ま る の と
同 様 に 、 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 は 第 ３ レ ン ズ 群 の 移 動 量 の み に よ っ て 決 ま
る 。 こ れ に 関 し て 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ４ ６ に 対 応 す る ） 。
０ ． ２ ５ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ５ ０
　 但 し 、 Ｘ ３ は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て の 第 ３ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を あ ら わ
す 。
【 ０ １ ７ ２ 】
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　 こ の 場 合 、 （ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ） を ０ ． ２ ５ 以 下 と す る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 変 倍 へ の 寄 与 が 小
さ く な っ て 、 第 ２ ン ズ 群 の 負 担 が 増 加 す る か 、 第 ３ レ ン ズ 群 自 体 の 屈 折 力 を 強 め な け れ ば
な ら な く な る か し て 、 い ず れ に せ よ 、 各 種 収 差 の 悪 化 を 招 く こ と に な る 。 一 方 、 （ Ｘ ３ ／
ｆ Ｔ ） を ０ ． ４ ５ 以 上 と す る と 、 広 角 端 に お け る レ ン ズ 全 長 が 長 く な っ て 、 第 １ レ ン ズ 群
を 通 過 す る 光 線 の 高 さ が 増 大 し 、 第 １ レ ン ズ 群 の 大 型 化 を 招 く 。
な お 、 さ ら に 望 ま し く は 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る よ う に 構 成 す る 。
０ ． ３ ０ ＜ Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ４ ５
　 収 差 補 正 に 関 し て 、 さ ら に 次 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ４ ７ お よ び 請
求 項 ４ ８ に そ れ ぞ れ 対 応 す る ） 。
０ ． ６ ＜ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ＜ １ ． ０
　 　 ６ ． ０ ＜ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ＜ １ ０ ． ０
　 但 し 、 ｆ １ は 、 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を あ ら わ し 、 ｆ ２ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離
を あ ら わ し 、 ｆ ３ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を あ ら わ し 、 そ し て ｆ Ｗ は 、 広 角 端 に お け
る 全 系 の 焦 点 距 離 を あ ら わ す 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 こ の 場 合 、 （ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ） を ０ ． ６ 以 下 と す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 が 強 く な
り す ぎ 、 （ ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ ） を １ ． ０ 以 上 と す る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 が 強 く な り す
ぎ て 、 い ず れ に し ろ 変 倍 に 際 し て の 収 差 変 動 が 大 き く な り が ち に な る 。
ま た 、 （ ｆ １ ／ ｆ Ｗ ） を ６ ． ０ 以 下 と す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 結 像 倍 率 が 等 倍 に 近 付 い て
変 倍 効 率 が 上 が り 、 高 変 倍 化 に は 有 利 で あ る が 、 第 １ レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ に 大 き な 屈 折 力
が 必 要 に な っ て 、 特 に 望 遠 端 で の 色 収 差 が 悪 化 す る な ど の 弊 害 が あ る ば か り か 、 第 １ レ ン
ズ 群 が 厚 肉 化 ・ 大 口 径 化 し て 、 特 に 収 納 状 態 で の 小 型 化 に 不 利 と な る 。 一 方 、 （ ｆ １ ／ ｆ

Ｗ ） を １ ２ ． ０ 以 上 と す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 変 倍 へ の 寄 与 が 小 さ く な っ て し ま い 、 高 変
倍 化 が 困 難 に な る 。
な お 、 本 発 明 の 先 に 述 べ た 目 的 は 、 次 の よ う な 構 成 に よ っ て も 達 成 す る こ と が で き る 。 す
な わ ち 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 と 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 開 口
絞 り と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 と 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ４ レ ン ズ 群 と を 、 物
体 側 か ら 、 順 次 、 配 置 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 お よ び
前 記 第 ３ レ ン ズ 群 は 物 体 側 へ 単 調 に 移 動 し 、 こ の 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前
記 第 ２ レ ン ズ 群 は 固 定 位 置 を 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群 は 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像
側 に 位 置 す る よ う に 移 動 す る ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る 構 成 と し て も
良 い （ 請 求 項 ４ ９ に 対 応 す る ） 。
０ ． ５ ０ ＜ Ｘ １ ／ ｆ Ｔ ＜ ０ ． ８ ５
　 但 し 、 Ｘ １ は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て の 第 １ レ ン ズ 群 の 総 移 動 量 を あ ら わ
し 、 ｆ Ｔ は 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 を あ ら わ す 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 前 記 開 口 絞 り は 隣 接 す る 第 ２ レ ン ズ 群 お よ び 第
３ レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し 、 前 記 開 口 絞 り と 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 が 、 広 角 端 で 最
も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ５ ０ に 対 応 す る ） 。
開 口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 隔 を 広 角 端 で 最 も 広 く す る こ と に よ っ て 、 広 角 端 に お い て
開 口 絞 り を 第 １ レ ン ズ 群 に 近 づ け 、 第 １ レ ン ズ 群 を 通 過 す る 光 線 の 高 さ を よ り 低 く す る こ
と が 可 能 と な っ て 、 第 １ レ ン ズ 群 の さ ら な る 小 型 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
次 に 、 小 型 化 を 妨 げ な い 範 囲 で 、 よ り 良 好 な 収 差 補 正 を 行 う た め の 条 件 を 検 討 す る 。
前 記 第 ２ レ ン ズ 群 は 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と 、 像
側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ と の
３ 枚 の レ ン ズ を 有 し て な る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ５ １ に 対 応 す る ） 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 負 の 屈 折 力 を 有 す る 変 倍 群 と し て は 、 こ れ を ３ 枚 の レ ン ズ で 構 成 す る 場 合 、 物 体 側 か ら
、 順 次 、 負 レ ン ズ － 負 レ ン ズ － 正 レ ン ズ と い う 配 置 の も の が 良 く 知 ら れ て い る が 、 こ の 構
成 に 比 し て 、 上 述 の 構 成 は 広 角 化 に 伴 う 倍 率 色 収 差 の 補 正 能 力 に 優 れ て い る 。 こ こ で 、 第
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２ レ ン ズ 群 の 物 体 側 か ら ２ 番 目 の レ ン ズ と ３ 番 目 の レ ン ズ は 、 適 宜 接 合 し て も 良 い 。
こ の と き 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 の 各 レ ン ズ は 、 次 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求
項 ５ ２ に 対 応 す る ） 。
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ １ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ １ ＜ ５ ０
　 　 １ ． ６ ５ ＜ Ｎ ２ ２ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ２ ０ ＜ ν ２ ２ ＜ ３ ５
　 　 １ ． ７ ５ ＜ Ｎ ２ ３ ＜ １ ． ９ ０ ， 　 ３ ５ ＜ ν ２ ３ ＜ ５ ０
　 但 し 、 Ｎ ２ ｉ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の 屈 折 率 を あ ら わ
し 、 ν ２ ｉ は 第 ２ レ ン ズ 群 中 で 物 体 側 か ら 数 え て ｉ 番 目 の レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を あ ら わ す 。
　 こ の よ う な 硝 種 を 選 択 す る こ と に よ り 、 色 収 差 の よ り 良 好 な 補 正 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 前 記 第 １ レ ン ズ 群 は 、 少 な く と も １ 枚 の 負 レ ン ズ と 、 少 な く と も １ 枚 の 正 レ ン ズ と を 、
物 体 側 か ら 、 順 次 、 配 置 し て な る 構 成 で あ る こ と が 望 ま し い 。 よ り 具 体 的 に は 、 物 体 側 か
ら 、 順 次 、 物 体 側 に 凸 面 を 向 け た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 正 レ
ン ズ と を 配 置 し た ２ 枚 の レ ン ズ で 構 成 す る か 、 ま た は 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 物 体 側 に 凸 面
を 向 け た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ と 、 物 体 側 に 強 い 凸
面 を 向 け た 正 レ ン ズ と を 配 置 し た ３ 枚 の レ ン ズ で 構 成 す る か す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 は 、 物 体 側 か ら 、 順 次 、 正 レ ン ズ と 、 正 レ ン ズ と 、 負 レ ン ズ と を 配 置
し た ３ 枚 の レ ン ズ で 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。 こ こ で 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 物 体 側 か ら ２ 番 目
の レ ン ズ と ３ 番 目 の レ ン ズ は 、 適 宜 接 合 し て も 良 い 。
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 は 、 正 レ ン ズ １ 枚 で 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 有 限 距 離 へ の フ ォ
ー カ シ ン グ の 際 に は 、 第 ４ レ ン ズ 群 の み を 移 動 さ せ る 方 法 が 、 移 動 さ せ る べ き 物 体 の 重 量
が 最 も 小 さ く て 良 い 。 ま た 、 第 ４ レ ン ズ 群 は 、 変 倍 に 際 し て の 移 動 量 が 小 さ く 、 変 倍 の た
め の 移 動 機 構 と フ ォ ー カ シ ン グ の た め の 移 動 機 構 を 兼 用 す る こ と が で き る と い う メ リ ッ ト
も あ る 。
良 好 な 収 差 補 正 を 保 ち な が ら よ り 小 型 化 を 進 め る た め に は 、 非 球 面 の 使 用 が 不 可 欠 で あ り
、 少 な く と も 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 に は 、 そ れ ぞ れ １ 面 以 上 の 非 球 面
を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 特 に 、 第 ２ レ ン ズ 群 に お い て は 、 最 も 物 体 側 の 面 と 最 も 像 側 の
面 の 双 方 を 非 球 面 と す る と 、 広 角 化 に 伴 っ て 増 大 し が ち な 歪 曲 収 差 ・ 非 点 収 差 等 の 補 正 に
高 い 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 な お 、 非 球 面 レ ン ズ と し て は 、 光 学 ガ ラ ス お よ び 光 学 プ ラ ス チ ッ ク を 成 型 し た も の （ そ
れ ぞ れ ガ ラ ス モ ー ル ド 非 球 面 お よ び プ ラ ス チ ッ ク モ ー ル ド 非 球 面 な ど と 称 さ れ る ） や 、 ガ
ラ ス レ ン ズ の 面 上 に 薄 い 樹 脂 層 を 成 型 し 、 そ の 表 面 を 非 球 面 と し た も の （ ハ イ ブ リ ッ ド 非
球 面 ま た は レ プ リ カ 非 球 面 等 と 称 さ れ る ） 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。
絞 り の 開 放 径 は 変 倍 に か か わ ら ず 一 定 と す る の が 機 構 上 簡 略 と な っ て 良 い 。 但 し 、 長 焦 点
端 の 開 放 径 を 短 焦 点 端 に 比 べ て 大 き く す る こ と に よ り 、 変 倍 に 伴 う Ｆ ナ ン バ （ Ｆ 値 ） の 変
化 を 小 さ く す る こ と も で き る 。 ま た 、 像 面 に 到 達 す る 光 量 を 減 少 さ せ る 必 要 が あ る と き に
は 、 絞 り を 小 径 化 し て も 良 い が 、 絞 り 径 を 大 き く 変 更 す る こ と な く 、 Ｎ Ｄ （ 中 間 濃 度 ） フ
ィ ル タ 等 を 挿 入 す る こ と に よ っ て 光 量 を 減 少 さ せ る よ う に し た ほ う が 、 回 折 現 象 に よ る 解
像 力 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き て 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 上 述 し た よ う な ズ ー ム レ ン ズ ま た は そ れ を 用 い た レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 撮 影 用 光 学 系 と し て
用 い て 、 カ メ ラ を 構 成 す れ ば 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度 以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も
に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 得 る こ と が で き 、 し か も 小 型 で 且 つ ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素
以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て 、 小 型 で 携 帯 性 に 優 れ
、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能 と な る （ 請 求 項 ５ ３ 、 請 求 項 ５ ４ に 対
応 す る ） 。
ま た 、 上 述 し た よ う な ズ ー ム レ ン ズ ま た は そ れ を 用 い た レ ン ズ ユ ニ ッ ト を カ メ ラ 機 能 部 の
撮 影 用 光 学 系 と し て 用 い て 、 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 構 成 す れ ば 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ８ 度
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以 上 と 充 分 な 広 画 角 を 得 る と と も に 、 ４ ． ５ 倍 以 上 の 変 倍 比 を 有 し 、 し か も 小 型 で 且 つ ３
０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 に 対 応 す る 解 像 力 を 有 し 得 る ズ ー ム レ ン ズ を 用 い て
、 小 型 で 携 帯 性 に 優 れ 、 し か も 高 い 解 像 力 に よ る 高 画 質 を 得 る こ と が 可 能 と な る （ 請 求 項
５ ５ に 対 応 す る ） 。
　 尚 、 上 述 し た 請 求 項 ４ ３ ～ 請 求 項 ５ ５ は 、 上 述 し た ズ ー ム レ ン ズ を 、 レ ン ズ 鏡 胴 に 含 む
（ 適 用 し た ） も の と し て 規 定 し た が 、 請 求 項 ５ ６ ～ 請 求 項 ６ ５ は 、 上 述 し た ズ ー ム レ ン ズ
を 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 に 含 む （ 適 用 し た ） も の と し て 規 定 し た も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ １ ８ ０ 】
　 次 に 、 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 基 づ く 、 具 体 的 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下
に 述 べ る 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 実 施 例 ３ お よ び 実 施 例 ４ は 、 本 発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の
具 体 的 数 値 例 に よ る 具 体 的 構 成 の 実 施 例 で あ り 、 実 施 例 ５ は 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に 示 さ
れ る よ う な ズ ー ム レ ン ズ を 有 し て 構 成 し た レ ン ズ ユ ニ ッ ト を 撮 影 用 光 学 系 と し て 用 い た 本
発 明 に 係 る カ メ ラ ま た は 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 の 具 体 的 実 施 例 で あ る 。
本 発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お い て は 、 ズ ー ム レ ン ズ の 構 成 お よ び
そ の 具 体 的 な 数 値 例 を 示 し て い る 。 な お 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お い て 、 最 大 像 高 は ３ ．
７ ０ ｍ ｍ で あ る 。
実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お い て 、 第 ４ レ ン ズ 群 の 像 面 側 に 配 設 さ れ る 平 行 平 板 か ら な る 光 学
要 素 は 、 光 学 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ・ 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ 等 の 各 種 光 学 フ ィ ル タ や 、 Ｃ Ｃ Ｄ セ
ン サ 等 の 受 光 素 子 の カ バ ー ガ ラ ス （ シ ー ル ガ ラ ス ） を 想 定 し た も の で あ り 、 こ こ で は フ ィ
ル タ ／ カ バ ー と 称 す る こ と に す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 各 レ ン ズ の 材 質 は 、 実 施 例 １ の 第 ９ レ ン ズ お よ び 実 施 例 ３ の 第 １ ０ レ ン ズ （ い ず れ も 第
４ レ ン ズ 群 ） に 光 学 プ ラ ス チ ッ ク を 用 い て い る 他 は 、 全 て 光 学 ガ ラ ス を 用 い て い る 。
ま た 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お い て 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 と 最 も 像 側 の 面 の 双
方 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の レ ン ズ の 両 面 お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 が そ
れ ぞ れ 非 球 面 と な っ て い る 。 な お 、 先 に 触 れ た よ う に 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お け る 非 球
面 は い わ ゆ る モ ー ル ド 非 球 面 レ ン ズ の よ う に 、 各 レ ン ズ 面 を 直 接 非 球 面 と す る も の と し て
説 明 し て い る が 、 そ れ と 同 等 の 非 球 面 を 、 球 面 レ ン ズ の レ ン ズ 面 に 非 球 面 を 形 成 す る 樹 脂
薄 膜 を 敷 設 し て 得 る 、 い わ ゆ る ハ イ ブ リ ッ ド レ ン ズ 形 式 の 非 球 面 レ ン ズ を 構 成 し て も 良 い
。
実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お け る 収 差 は 充 分 に 補 正 さ れ て お り 、 ３ ０ ０ 万 画 素 ～ ５ ０ ０ 万 画 素
の 受 光 素 子 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 本 発 明 に 従 っ て ズ ー ム レ ン ズ を 構 成 す る
こ と に よ っ て 、 充 分 な 小 型 化 を 達 成 し な が ら 非 常 に 良 好 な 像 性 能 を 確 保 し 得 る こ と は 、 実
施 例 １ ～ 実 施 例 ４ よ り 明 ら か で あ る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に お け る 記 号 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
ｆ ： 全 系 の 焦 点 距 離
　 Ｆ ： Ｆ ナ ン バ
　 ω ： 半 画 角
　 Ｒ ： 曲 率 半 径
　 Ｄ ： 面 間 隔
　 Ｎ ｄ ： 屈 折 率 （ ｄ は レ ン ズ 番 号 ＝ １ ～ １ ０ ）
　 ν ｄ ： ア ッ ベ 数 （ ｄ は レ ン ズ 番 号 ＝ １ ～ １ ０ ）
　 Ｋ ： 非 球 面 の 円 錐 定 数
　 Ａ ４ ： ４ 次 の 非 球 面 係 数
　 Ａ ６ ： ６ 次 の 非 球 面 係 数
　 Ａ ８ ： ８ 次 の 非 球 面 係 数
　 Ａ １ ０ ： １ ０ 次 の 非 球 面 係 数
　 但 し 、 こ こ で 用 い ら れ る 非 球 面 は 、 近 軸 曲 率 半 径 の 逆 数 （ 近 軸 曲 率 ） を Ｃ 、 光 軸 か ら の
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高 さ を Ｈ と す る と き 、 次 式 で 定 義 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ４ 】
　 図 ２ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 示 し て お り 、 （ ａ ）
は 短 焦 点 端 、 つ ま り 広 角 端 、 （ ｂ ） は 中 間 焦 点 距 離 、 そ し て （ ｃ ） は 長 焦 点 端 、 つ ま り 望
遠 端 の 状 態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
  図 ２ ９ に 示 す ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第
４ レ ン ズ Ｅ ４ 、 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第
９ レ ン ズ Ｅ ９ 、 絞 り Ｆ Ａ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ を 具 備 し て い る 。 こ の 場 合 、 第 １ レ
ン ズ Ｅ １ お よ び 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ を 構 成 し 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ ～ 第 ５ レ
ン ズ Ｅ ５ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ を 構 成 し 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ ～ 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ は 、 第 ３ レ ン
ズ 群 Ｇ ３ を 構 成 し 、 そ し て 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 単 独 で 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ を 構 成 し て お り 、
そ れ ぞ れ 各 群 毎 に 適 宜 な る 共 通 の 支 持 枠 等 に よ っ て 支 持 さ れ 、 ズ ー ミ ン グ 等 に 際 し て は 各
群 毎 に 一 体 的 に 動 作 す る 。 図 ２ ９ に は 、 各 光 学 面 の 面 番 号 も 示 し て い る 。 な お 、 図 ２ ９ に
対 す る 各 参 照 符 号 は 、 参 照 符 号 の 桁 数 の 増 大 に よ る 説 明 の 煩 雑 化 を 避 け る た め 、 各 実 施 例
毎 に 独 立 に 用 い て お り 、 そ の た め 図 ３ ０ ～ 図 ３ ２ と 共 通 の 参 照 符 号 を 付 し て い て も そ れ ら
は 他 の 実 施 例 と は か な ら ず し も 共 通 の 構 成 で は な い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 図 ２ ９ に お い て 、 ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 は 、 例 え ば 被 写 体 等 の 物
体 側 か ら 、 順 次 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ 、
第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 絞 り Ｆ Ａ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第 ９ レ
ン ズ Ｅ ９ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 順 で 配 列 さ れ て お り 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 背
後 に 結 像 さ れ る 。
第 １ レ ン ズ Ｅ １ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 そ し て 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２
は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 こ れ ら 第 １ レ ン ズ Ｅ １ お よ び 第
２ レ ン ズ Ｅ ２ に よ り 構 成 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全 体 と し て 正 の 焦 点 距 離 、 つ ま り 正 の
屈 折 力 、 を 有 す る 。 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ 、 物 体 側 の 面 を 非 球 面 と す
る と と も に 、 像 側 を 強 い 凹 面 と し た 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ は 、 像
側 を 強 い 凸 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、 物 体 側 を 強
い 凹 面 と し 、 像 側 の 面 を 非 球 面 と し た 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 ４ レ
ン ズ Ｅ ４ お よ び 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン
ズ を 形 成 し て い る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 こ れ ら 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ ～ 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ に よ り 構 成 す る 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 全 体 と し
て 負 の 焦 点 距 離 、 つ ま り 負 の 屈 折 力 、 を 有 す る 。 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 両 面 を 非 球 面 と し た
両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ は 、 像 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ
ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ は 、 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、
こ れ ら 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ お よ び 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ
れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ ～ 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ に よ り 構 成 す る
第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 全 体 と し て 正 の 屈 折 力 を 有 す る 。 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 物 体 側 に 非 球
面 か ら な る 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 こ の 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の
み に よ り 単 独 で 構 成 す る 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ は 、 も ち ろ ん 正 の 焦 点 距 離 を 有 す る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 短 焦 点 端 、 つ ま り 広 角 端 、 か ら 長 焦 点 端 、 つ ま り 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て は 、 各 群 間 の
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可 変 間 隔 、 す な わ ち 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ の 像 側 の
面 （ 面 番 号 ４ ） と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ の 物 体 側
の 面 （ 面 番 号 ５ ） と の 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ５ レ ン ズ Ｅ
５ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 ９ ） と 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 １ ０ ） と の 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ の 面
（ 面 番 号 １ ０ ） と 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ の 物 体 側
の 面 （ 面 番 号 １ １ ） と の 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ８ レ ン ズ
Ｅ ８ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 １ ５ ） と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ９ レ ン
ズ Ｅ ９ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号 １ ６ ） と の 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 像 側 の
面 、 つ ま り 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 １ ６ ） と 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 物 体 側
の 面 （ 面 番 号 １ ８ ） と の 間 隔 Ｄ Ｅ が 変 化 し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記
第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 し 、 こ の 広
角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、
前 記 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 、 第 １ レ ン ズ
群 Ｇ １ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 移 動 す る 。
こ の 実 施 例 １ に お い て は 、 全 系 の 焦 点 距 離 ｆ ， Ｆ ナ ン バ Ｆ ， 半 画 角 ω が 、 ズ ー ミ ン グ に よ
っ て 、 そ れ ぞ れ ｆ ＝ ４ ． ７ ４ ～ ２ １ ． ５ ９ ， Ｆ ＝ ３ ． ３ ２ ～ ４ ． ９ ８ ， ω ＝ ３ ９ ． １ ４ ～
９ ． ５ ５ の 範 囲 で 変 化 す る 。 各 光 学 面 の 特 性 は 、 次 表 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ９ 】
　 表 １ に お い て 面 番 号 に 「 ＊ （ ア ス タ リ ス ク ） 」 を 付 し て 示 し た 第 ５ 面 、 第 ９ 面 、 第 １ １
面 、 第 １ ２ 面 お よ び 第 １ ６ 面 の 各 光 学 面 が 非 球 面 で あ り 、 各 非 球 面 の 上 記 式 「 数 １ 」 に お
け る パ ラ メ ー タ は 、 次 の 通 り で あ る 。
非 球 面 ： 第 ５ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ ２ ． ４ ２ ４ ０ ０ × １ ０ － ４ ，
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　 　 Ａ ６ ＝ － ２ ． ９ ２ ２ ０ ８ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ９ ． ４ ０ ２ １ ０ × １ ０ － ９ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ４ ． １ ６ ４ ５ ６ × １ ０ － １ １

　 非 球 面 ： 第 ９ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ５ ． １ ６ ７ ６ １ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． ８ １ ６ ０ ５ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － １ ． ０ １ ６ ４ ２ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － １ ． ７ ５ ６ ９ ９ × １ ０ － ８

【 ０ １ ９ ０ 】
　 非 球 面 ： 第 １ １ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － １ ． ０ ８ ４ ９ ６ × １ ０ － ３ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ２ ． １ ７ １ ９ ２ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ５ ． ７ ９ ０ ３ ７ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ５ ． ２ ５ ４ ９ ３ × １ ０ － ７

　 非 球 面 ： 第 １ ２ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ ４ ． ８ ５ ４ ７ ４ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ４ ． ４ ９ ４ ６ ０ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ８ ． ９ ８ ４ ２ ９ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ５ ． ６ ８ １ ５ ４ × １ ０ － ７

　 非 球 面 ： 第 １ ６ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ５ ． ４ ６ ４ ２ ４ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． ８ ０ ６ ３ ７ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ９ ． １ ７ ７ ９ ３ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ ２ ． ０ ９ ８ ９ ９ × １ ０ － ８

　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 絞 り
Ｆ Ａ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ
群 Ｇ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 光 学 フ ィ ル
タ Ｆ Ｃ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｅ は 、 ズ ー ミ ン グ に 伴 っ て 次 表 の よ う に 変 化 さ せ ら れ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 値 は 、 次 の 通 り と な る 。
　 条 件 式 数 値
　 　 ｍ ４ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ７ １ ８
　 　 ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ 　 ＝ 　 １ ． ０ ９ ８
　 　 Ｘ １ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ６ ９ ８
　 　 Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ３ ６ ６
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　 　 ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ９ ２
　 　 ｆ １ ／ ｆ Ｗ 　 ＝ 　 ８ ． ４ ４
  し た が っ て 、 こ の 実 施 例 １ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 数 値 は 、 条 件 式 の 範 囲 内
で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ １ ９ ３ 】
　 図 ３ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 示 し て お り 、 （ ａ ）
は 広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） 、 （ ｂ ） は 中 間 焦 点 距 離 、 そ し て （ ｃ ） は 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） の 状
態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
  図 ３ ０ に 示 す ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第
４ レ ン ズ Ｅ ４ 、 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第
９ レ ン ズ Ｅ ９ 、 絞 り Ｆ Ａ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ を 具 備 し て い る 。 こ の 場 合 、 第 １ レ
ン ズ Ｅ １ お よ び 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ を 構 成 し 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ ～ 第 ５ レ
ン ズ Ｅ ５ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ を 構 成 し 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ ～ 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ は 、 第 ３ レ ン
ズ 群 Ｇ ３ を 構 成 し 、 そ し て 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 単 独 で 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ を 構 成 し て お り 、
そ れ ぞ れ 各 群 毎 に 適 宜 な る 共 通 の 支 持 枠 等 に よ っ て 支 持 さ れ 、 ズ ー ミ ン グ 等 に 際 し て は 各
群 毎 に 一 体 的 に 動 作 す る 。 図 ３ ０ に は 、 各 光 学 面 の 面 番 号 も 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ ０ に
対 す る 各 参 照 符 号 は 、 各 実 施 例 毎 に 独 立 に 用 い て お り 、 そ の た め 図 ２ ９ 、 図 ３ １ お よ び 図
３ ２ と 共 通 の 参 照 符 号 を 付 し て い て も そ れ ら は 他 の 実 施 例 と は か な ら ず し も 共 通 の 構 成 で
は な い 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 図 ３ ０ に お い て 、 ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 は 、 例 え ば 被 写 体 等 の 物
体 側 か ら 、 順 次 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ 、
第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 絞 り Ｆ Ａ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第 ９ レ
ン ズ Ｅ ９ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 順 で 配 列 さ れ て お り 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 背
後 に 結 像 さ れ る 。
第 １ レ ン ズ Ｅ １ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 物
体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 １ レ ン ズ Ｅ １ お よ び 第 ２ レ ン
ズ Ｅ ２ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ れ
ら 第 １ レ ン ズ Ｅ １ と 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ の 接 合 レ ン ズ に よ り 構 成 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全
体 と し て 正 の 屈 折 力 を 有 す る 。 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ 、 物 体 側 の 面 を
非 球 面 と す る と と も に 、 像 側 を 強 い 凹 面 と し た 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 第 ４ レ ン ズ
Ｅ ４ は 、 像 側 を 強 い 凸 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、
物 体 側 を 強 い 凹 面 と し 、 像 側 の 面 を 非 球 面 と し た 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、 こ
れ ら 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ お よ び 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ
、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ ～ 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ に よ り 構 成 す る 第
２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 全 体 と し て 負 の 焦 点 距 離 、 つ ま り 負 の 屈 折 力 、 を 有 す る 。 第 ６ レ ン ズ
Ｅ ６ は 、 両 面 を 非 球 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ は 、 像 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ８
レ ン ズ Ｅ ８ は 、 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ お よ び 第 ８ レ
ン ズ Ｅ ８ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ
れ ら 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ ～ 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ に よ り 構 成 す る 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 全 体 と し て 正
の 屈 折 力 を 有 す る 。 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 物 体 側 に 非 球 面 か ら な る 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ
ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 こ の 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の み に よ り 単 独 で 構 成 す る 第 ４ レ ン ズ
群 Ｇ ４ は 、 も ち ろ ん 正 の 焦 点 距 離 を 有 す る 。
広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） か ら 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） へ の 変 倍 に 際 し て は 、 各 群 間 の 可 変 間 隔 、 す
な わ ち 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 ３
） と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号
４ ） と の 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ の 像 側 の 面
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（ 面 番 号 ８ ） と 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 ９ ） と の 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 ９ ） と
、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号 １ ０
） と の 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ の 像 側 の 面 （
面 番 号 １ ４ ） と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の 物 体 側 の
面 （ 面 番 号 １ ５ ） と の 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ９ レ
ン ズ Ｅ ９ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 １ ６ ） と 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号 １ ７
） と の 間 隔 Ｄ Ｅ が 変 化 し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １
お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 し 、 こ の 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ
の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前 記 第 ４ レ ン ズ 群
Ｇ ４ が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ 、 第 ３ レ ン
ズ 群 Ｇ ３ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 移 動 す る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 こ の 実 施 例 ２ に お い て は 、 全 系 の 焦 点 距 離 ｆ ， Ｆ ナ ン バ Ｆ ， 半 画 角 ω が 、 ズ ー ミ ン グ に
よ っ て 、 そ れ ぞ れ ｆ ＝ ４ ． ７ ４ ～ ２ １ ． ５ ７ ， Ｆ ＝ ３ ． ５ ６ ～ ５ ． ０ ０ ， ω ＝ ３ ９ ． １ ５
～ ９ ． ５ ７ の 範 囲 で 変 化 す る 。 各 光 学 面 の 特 性 は 、 次 表 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ８ 】
　 表 ３ に お い て 面 番 号 に 「 ＊ 」 を 付 し て 示 し た 第 ４ 面 、 第 ８ 面 、 第 １ ０ 面 、 第 １ １ 面 お よ
び １ ５ 面 の 各 光 学 面 が 非 球 面 で あ り 、 各 非 球 面 の 「 数 １ 」 式 に お け る パ ラ メ ー タ は 、 次 の
通 り で あ る 。
　 非 球 面 ： 第 ４ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ １ ． ９ ８ １ ０ ２ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ３ ． ６ ８ ６ ６ ８ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ４ ． ５ ２ ４ ０ ５ × １ ０ － ８ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ２ ． ６ ７ ６ ８ ３ × １ ０ － １ ０
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　 非 球 面 ： 第 ８ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ４ ． ５ ６ ９ １ ２ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ２ ． ４ ３ ６ ３ ５ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ７ ． ３ １ ０ ４ ８ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － １ ． １ ３ １ ６ ３ × １ ０ － ８

【 ０ １ ９ ９ 】
　 非 球 面 ： 第 １ ０ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ７ ． ２ ８ ２ ６ １ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ ５ ． ７ ７ ８ ８ ７ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ １ ． ０ ３ ２ ０ ８ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － １ ． ８ １ ３ ８ ６ × １ ０ － ７

　 非 球 面 ： 第 １ １ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ ４ ． ６ ５ ３ ５ ７ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． ３ ４ ７ ９ ９ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ４ ． ３ ７ ９ ５ ６ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ ６ ． ８ ５ ５ ０ ３ × １ ０ － ８

　 非 球 面 ： 第 １ ５ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ６ ． ８ ０ ５ ５ ０ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． ４ ２ ４ ０ ９ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ６ ． ３ ７ ７ ６ ６ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ １ ． ２ ９ ０ ４ １ × １ ０ － ８

　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 絞 り
Ｆ Ａ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ
群 Ｇ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 光 学 フ ィ ル
タ Ｆ Ｃ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｅ は 、 ズ ー ミ ン グ に 伴 っ て 次 表 の よ う に 変 化 さ せ ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 ２ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 値 は 、 次 の 通 り と な る 。
条 件 式 数 値
　 　 ｍ ４ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ２ ２
　 　 ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ 　 ＝ 　 １ ． １ １ ７
　 　 Ｘ １ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ６ ７ ２
　 　 Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ３ ９ ６
　 　 ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ９ ９
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　 　 ｆ １ ／ ｆ Ｗ 　 ＝ 　 ８ ． ８ ４
  し た が っ て 、 こ の 実 施 例 ２ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 数 値 は 、 条 件 式 の 範 囲 内
で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 図 ３ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 示 し て お り 、 （ ａ ）
は 広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） 、 （ ｂ ） は 中 間 焦 点 距 離 、 そ し て （ ｃ ） は 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） の 状
態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
  図 ３ １ に 示 す ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第
４ レ ン ズ Ｅ ４ 、 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第
９ レ ン ズ Ｅ ９ 、 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ 、 絞 り Ｆ Ａ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ を 具 備 し て い
る 。 こ の 場 合 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ ～ 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ を 構 成 し 、 第 ４ レ
ン ズ Ｅ ４ ～ 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ を 構 成 し 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ ～ 第 ９ レ ン ズ
Ｅ ９ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ を 構 成 し 、 そ し て 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ は 、 単 独 で 第 ４ レ ン ズ 群
Ｇ ４ を 構 成 し て お り 、 そ れ ぞ れ 各 群 毎 に 適 宜 な る 共 通 の 支 持 枠 等 に よ っ て 支 持 さ れ 、 ズ ー
ミ ン グ 等 に 際 し て は 各 群 毎 に 一 体 的 に 動 作 す る 。 な お 、 図 ３ １ に 対 す る 各 参 照 符 号 は 、 各
実 施 例 毎 に 独 立 に 用 い て お り 、 そ の た め 図 ２ ９ 、 図 ３ ０ お よ び 図 ３ ２ と 共 通 の 参 照 符 号 を
付 し て い て も そ れ ら は 他 の 実 施 例 と は か な ら ず し も 共 通 の 構 成 で は な い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 図 ３ １ に お い て 、 ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 は 、 例 え ば 被 写 体 等 の 物
体 側 か ら 、 順 次 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ 、
第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 絞 り Ｆ Ａ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第 ９ レ
ン ズ Ｅ ９ 、 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 順 で 配 列 さ れ て お り 、 フ ィ
ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 背 後 に 結 像 さ れ る 。
第 １ レ ン ズ Ｅ １ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 物
体 側 を 強 い 凸 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 １ レ ン ズ Ｅ １ お よ び
第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い
る 。 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 こ れ ら 第 １
レ ン ズ Ｅ １ ～ 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ に よ り 構 成 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全 体 と し て 正 の 屈 折 力
を 有 す る 。 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ 、 物 体 側 の 面 を 非 球 面 と す る と と も
に 、 像 側 を 強 い 凹 面 と し た 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、 物 体 側 を 平
面 と し た 平 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 像 側 に 凸 に 形 成 さ れ 、
像 側 の 面 を 非 球 面 と し た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ お よ び 第 ６ レ
ン ズ Ｅ ６ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ
れ ら 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ ～ 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ に よ り 構 成 す る 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 全 体 と し て 負
の 焦 点 距 離 、 つ ま り 負 の 屈 折 力 、 を 有 す る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ は 、 両 面 を 非 球 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 第 ８ レ ン
ズ Ｅ ８ は 、 像 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９
は 、 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ お よ び 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は
、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら 第 ７ レ
ン ズ Ｅ ７ ～ 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ に よ り 構 成 す る 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 全 体 と し て 正 の 屈 折 力 を
有 す る 。 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ は 、 物 体 側 に 非 球 面 か ら な る 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ ン ズ か
ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 こ の 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ の み に よ り 単 独 で 構 成 す る 第 ４ レ ン ズ 群
Ｇ ４ は 、 も ち ろ ん 正 の 焦 点 距 離 を 有 す る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） か ら 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） へ の 変 倍 に 際 し て は 、 各 群 間 の 可 変 間 隔 、 す
な わ ち 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 ５
） と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号
６ ） と の 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ の 像 側 の 面
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（ 面 番 号 １ ０ ） と 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 １ １ ） と の 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 １
１ ） と 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ の 物 体 側 の 面 （ 面 番
号 １ ２ ） と の 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の 像 側
の 面 （ 面 番 号 １ ６ ） と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０
の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号 １ ７ ） と の 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 像 側 の 面 、 つ
ま り 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 １ ８ ） と 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 物 体 側 の
面 （ 面 番 号 １ ９ ） と の 間 隔 Ｄ Ｅ が 変 化 し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第
１ レ ン ズ 群 Ｇ １ お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 し 、 こ の 広 角
端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前
記 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 、 第 １ レ ン ズ 群
Ｇ １ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 移 動 す る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 こ の 実 施 例 ３ に お い て は 、 全 系 の 焦 点 距 離 ｆ ， Ｆ ナ ン バ Ｆ ， 半 画 角 ω が 、 ズ ー ミ ン グ に
よ っ て 、 そ れ ぞ れ ｆ ＝ ４ ． ７ ４ ～ ２ １ ． ６ ７ ， Ｆ ＝ ３ ． ４ ６ ～ ４ ． ９ １ ， ω ＝ ３ ９ ． １ ５
～ ９ ． ５ ０ の 範 囲 で 変 化 す る 。 各 光 学 面 の 特 性 は 、 次 表 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 表 ５ に お い て 面 番 号 に 「 ＊ 」 を 付 し て 示 し た 第 ６ 面 、 第 １ ０ 面 、 第 １ ２ 面 、 第 １ ３ 面 お
よ び １ ７ 面 の 各 光 学 面 が 非 球 面 で あ り 、 各 非 球 面 の 「 数 １ 」 式 に お け る パ ラ メ ー タ は 、 次
の 通 り で あ る 。
非 球 面 ： 第 ６ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － １ ． ２ ２ ５ ７ ９ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ２ ． ９ ８ １ ７ ９ × １ ０ － ７ ，
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　 　 Ａ ８ ＝ － １ ． ９ ３ ０ ９ ２ × １ ０ － ８ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ３ ． ３ ２ ５ ５ ４ × １ ０ － １ ０

　 非 球 面 ： 第 １ ０ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ８ ． ２ ８ ５ １ ２ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － １ ． ８ ２ ８ １ ２ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ８ ． ５ ０ ６ ２ ３ × １ ０ － ８ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － １ ． ９ ０ ３ ７ ４ × １ ０ － ７

【 ０ ２ ０ ９ 】
　 非 球 面 ： 第 １ ２ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ８ ． ０ ８ ８ ５ ２ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． ５ ８ ８ １ ２ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － １ ． ０ ０ ４ ０ ３ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ ２ ． ７ ５ １ ５ １ × １ ０ － ８

　 非 球 面 ： 第 １ ３ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ ４ ． ０ ７ ２ ７ ５ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ７ ． ８ ６ ３ ５ ８ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ １ ． ６ ０ ５ ０ ７ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ９ ． ３ ３ １ ３ １ × １ ０ － ８

　 非 球 面 ： 第 １ ７ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － １ ． ２ ９ ４ ４ １ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ６ ＝ ５ ． ９ ３ １ ２ ３ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ３ ． ０ １ ０ ０ ６ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ ７ ． ０ ６ ４ ５ ０ × １ ０ － ９

　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 絞 り
Ｆ Ａ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ
群 Ｇ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 光 学 フ ィ ル
タ Ｆ Ｃ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｅ は 、 ズ ー ミ ン グ に 伴 っ て 次 表 の よ う に 変 化 さ せ ら れ る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 ３ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 値 は 、 次 の 通 り と な る 。
条 件 式 数 値
　 　 ｍ ４ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ７ １ ２
　 　 ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ 　 ＝ 　 １ ． ０ ８ ５
　 　 Ｘ １ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ６ ４ ６
　 　 Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ３ ５ １
　 　 ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ４ ４
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　 　 ｆ １ ／ ｆ Ｗ 　 ＝ 　 ７ ． ４ ９
  し た が っ て 、 こ の 実 施 例 ３ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 数 値 は 、 条 件 式 の 範 囲 内
で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ２ １ ２ 】
　 図 ３ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 示 し て お り 、 （ ａ ）
は 広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） 、 （ ｂ ） は 中 間 焦 点 距 離 、 そ し て （ ｃ ） は 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） の 状
態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
  図 ３ ２ に 示 す ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第
４ レ ン ズ Ｅ ４ 、 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第
９ レ ン ズ Ｅ ９ 、 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ 、 絞 り Ｆ Ａ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ を 具 備 し て い
る 。 こ の 場 合 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ ～ 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ を 構 成 し 、 第 ４ レ
ン ズ Ｅ ４ ～ 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ を 構 成 し 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ ～ 第 ９ レ ン ズ
Ｅ ９ は 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ を 構 成 し 、 そ し て 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ は 、 単 独 で 第 ４ レ ン ズ 群
Ｇ ４ を 構 成 し て お り 、 そ れ ぞ れ 各 群 毎 に 適 宜 な る 共 通 の 支 持 枠 等 に よ っ て 支 持 さ れ 、 ズ ー
ミ ン グ 等 に 際 し て は 各 群 毎 に 一 体 的 に 動 作 す る 。 な お 、 図 ３ ２ に 対 す る 各 参 照 符 号 は 、 各
実 施 例 毎 に 独 立 に 用 い て お り 、 そ の た め 図 ２ ９ ～ 図 ３ １ と 共 通 の 参 照 符 号 を 付 し て い て も
そ れ ら は 他 の 実 施 例 と は か な ら ず し も 共 通 の 構 成 で は な い 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 図 ３ ２ に お い て 、 ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 を 構 成 す る 各 光 学 要 素 は 、 例 え ば 被 写 体 等 の 物
体 側 か ら 、 順 次 、 第 １ レ ン ズ Ｅ １ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ 、 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ 、 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ 、
第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ 、 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ 、 絞 り Ｆ Ａ 、 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ 、 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ 、 第 ９ レ
ン ズ Ｅ ９ 、 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ お よ び フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 順 で 配 列 さ れ て お り 、 フ ィ
ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 背 後 に 結 像 さ れ る 。
第 １ レ ン ズ Ｅ １ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 物
体 側 を 強 い 凸 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 １ レ ン ズ Ｅ １ お よ び
第 ２ レ ン ズ Ｅ ２ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い
る 。 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 こ れ ら 第 １
レ ン ズ Ｅ １ ～ 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ に よ り 構 成 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全 体 と し て 正 の 屈 折 力
を 有 す る 。 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ は 、 物 体 側 に 凸 に 形 成 さ れ 、 物 体 側 の 面 を 非 球 面 と す る と と も
に 、 像 側 を 強 い 凹 面 と し た 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で あ る 。 第 ５ レ ン ズ Ｅ ５ は 、 像 側 を 強 い
凸 面 と し た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 物 体 側 を 強 い 凹 面 と
し た 両 凹 レ ン ズ か ら な り 、 像 側 の 面 を 非 球 面 と し た 負 レ ン ズ で あ り 、 こ れ ら 第 ５ レ ン ズ Ｅ
５ お よ び 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ れ 、 接 合 レ ン ズ を 形
成 し て い る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 こ れ ら 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ ～ 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ に よ り 構 成 す る 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 全 体 と し
て 負 の 焦 点 距 離 、 つ ま り 負 の 屈 折 力 、 を 有 す る 。 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ は 、 両 面 を 非 球 面 と し た
両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ は 、 像 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ
ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ 、 そ し て 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 両 凹 レ ン ズ か ら な る 負 レ ン ズ で あ り 、
こ れ ら 第 ８ レ ン ズ Ｅ ８ お よ び 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ は 、 密 接 し て 貼 り 合 わ せ ら れ て 一 体 に 接 合 さ
れ 、 接 合 レ ン ズ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ ～ 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ に よ り 構 成 す る
第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 全 体 と し て 正 の 屈 折 力 を 有 す る 。 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ は 、 物 体 側 に
非 球 面 か ら な る 強 い 凸 面 を 向 け た 両 凸 レ ン ズ か ら な る 正 レ ン ズ で あ る 。 こ の 第 １ ０ レ ン ズ
Ｅ １ ０ の み に よ り 単 独 で 構 成 す る 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ は 、 も ち ろ ん 正 の 焦 点 距 離 を 有 す る 。
広 角 端 （ 短 焦 点 端 ） か ら 望 遠 端 （ 長 焦 点 端 ） へ の 変 倍 に 際 し て は 、 各 群 間 の 可 変 間 隔 、 す
な わ ち 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ３ レ ン ズ Ｅ ３ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 ５
） と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ４ レ ン ズ Ｅ ４ の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号
６ ） と の 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ６ レ ン ズ Ｅ ６ の 像 側 の 面
（ 面 番 号 １ ０ ） と 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 １ １ ） と の 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ の 面 （ 面 番 号 １
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１ ） と 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 ７ レ ン ズ Ｅ ７ の 物 体 側 の 面 （ 面 番
号 １ ２ ） と の 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 像 側 の 面 、 つ ま り 第 ９ レ ン ズ Ｅ ９ の 像 側
の 面 （ 面 番 号 １ ６ ） と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 物 体 側 の 面 、 つ ま り 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０
の 物 体 側 の 面 （ 面 番 号 １ ７ ） と の 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ の 最 も 像 側 の 面 、 つ
ま り 第 １ ０ レ ン ズ Ｅ １ ０ の 像 側 の 面 （ 面 番 号 １ ８ ） と 、 フ ィ ル タ ／ カ バ ー Ｆ Ｃ の 物 体 側 の
面 （ 面 番 号 １ ９ ） と の 間 隔 Ｄ Ｅ が 変 化 し て 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 伴 っ て 、 前 記 第
１ レ ン ズ 群 Ｇ １ お よ び 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ が 物 体 側 に 向 か っ て 単 調 に 移 動 し 、 こ の 広 角
端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ が そ の 位 置 を 固 定 的 に 保 持 し 、 前
記 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 望 遠 端 に お い て 広 角 端 よ り も 像 側 に 位 置 す る よ う に 、 第 １ レ ン ズ 群
Ｇ １ 、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ お よ び 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ が 移 動 す る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 こ の 実 施 例 ４ に お い て は 、 全 系 の 焦 点 距 離 ｆ ， Ｆ ナ ン バ Ｆ ， 半 画 角 ω が 、 ズ ー ミ ン グ に
よ っ て 、 そ れ ぞ れ ｆ ＝ ４ ． ７ ４ ～ ２ １ ． ６ ２ ， Ｆ ＝ ３ ． ４ ２ ～ ４ ． ９ ９ ， ω ＝ ３ ９ ． １ ２
～ ９ ． ５ ０ の 範 囲 で 変 化 す る 。 各 光 学 面 の 特 性 は 、 次 表 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ ７ 】
　 表 ７ に お い て 面 番 号 に 「 ＊ 」 を 付 し て 示 し た 第 ６ 面 、 第 １ ０ 面 、 第 １ ２ 面 、 第 １ ３ 面 お
よ び １ ７ 面 の 各 光 学 面 が 非 球 面 で あ り 、 各 非 球 面 の 「 数 １ 」 式 に お け る パ ラ メ ー タ は 、 次
の 通 り で あ る 。
非 球 面 ： 第 ６ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ８ ． ０ ８ ７ ９ １ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － ２ ． ０ ３ １ ２ ４ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ６ ． ２ ６ ６ ３ ８ × １ ０ － ９ ，
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　 　 Ａ １ ０ ＝ － ６ ． １ ２ ３ ５ ２ × １ ０ － １ １

　 非 球 面 ： 第 １ ０ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ７ ． ５ ２ ６ ０ ９ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － １ ． ２ ４ ４ ０ １ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ９ ． ６ ５ ４ ６ ６ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ８ ． ３ ３ ３ ３ ２ × １ ０ － ８

【 ０ ２ １ ８ 】
　 非 球 面 ： 第 １ ２ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ７ ． ０ ７ ９ ４ ７ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － １ ． １ ６ １ ７ ９ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ ６ ． ７ ２ ５ ０ ５ × １ ０ － ８ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － ２ ． ５ ３ ９ １ ３ × １ ０ － ８

　 非 球 面 ： 第 １ ３ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ ３ ． ４ ３ ６ ５ ８ × １ ０ － ４ ，
　 　 Ａ ６ ＝ － １ ． ４ ４ ０ ２ ２ × １ ０ － ６ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － １ ． ３ ３ ４ ８ ４ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ － １ ． ４ ０ ８ ２ ２ × １ ０ － ８

　 非 球 面 ： 第 １ ７ 面
　 　 Ｋ ＝ ０ ． ０ ，
　 　 Ａ ４ ＝ － ４ ． ７ ５ ４ １ ０ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ６ ＝ １ ． １ ５ ４ ２ ９ × １ ０ － ５ ，
　 　 Ａ ８ ＝ － ４ ． ８ ７ ２ ５ ８ × １ ０ － ７ ，
　 　 Ａ １ ０ ＝ ９ ． ５ ４ ０ ８ ４ × １ ０ － ９

　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ａ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 絞 り
Ｆ Ａ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｂ 、 絞 り Ｆ Ａ と 第 ３ レ ン ズ 群 と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｃ 、 第 ３ レ ン ズ
群 Ｇ ３ と 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｄ 、 そ し て 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 光 学 フ ィ ル
タ Ｆ Ｃ と の 間 の 可 変 間 隔 Ｄ Ｅ は 、 ズ ー ミ ン グ に 伴 っ て 次 表 の よ う に 変 化 さ せ ら れ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 ４ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 値 は 、 次 の 通 り と な る 。
条 件 式 数 値
　 　 ｍ ４ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ２ １
　 　 ｍ ４ Ｔ ／ ｍ ４ Ｗ 　 ＝ 　 １ ． ０ ９ ５
　 　 Ｘ １ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ６ ６ ８
　 　 Ｘ ３ ／ ｆ Ｔ 　 ＝ 　 ０ ． ３ ６ ９
　 　 ｜ ｆ ２ ｜ ／ ｆ ３ 　 ＝ 　 ０ ． ７ ９ ５
　 　 ｆ １ ／ ｆ Ｗ 　 ＝ 　 ８ ． １ ４
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  し た が っ て 、 こ の 実 施 例 ４ に お け る 先 に 述 べ た 各 条 件 式 に 係 る 数 値 は 、 条 件 式 の 範 囲 内
で あ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 図 ３ ３ ～ 図 ３ ５ は 、 上 述 し た 実 施 例 １ に 係 る 図 ２ ９ に 示 し た ズ ー ム レ ン ズ お け る 球 面 収
差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 の 収 差 曲 線 図 を 示 し て お り 、 図 ３ ３ は 、 広 角 端 に
お け る 収 差 曲 線 図 、 図 ３ ４ は 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 曲 線 図 、 そ し て 図 ３ ５ は 、 望 遠
端 に お け る 収 差 曲 線 図 で あ る 。 各 収 差 曲 線 図 中 、 球 面 収 差 図 に お け る 破 線 は 正 弦 条 件 を あ
ら わ し 、 非 点 収 差 図 に お け る 実 線 は サ ジ タ ル 、 破 線 は メ リ デ ィ オ ナ ル を あ ら わ し 、 そ し て
太 線 は ｄ 線 、 細 線 は ｇ 線 を あ ら わ し て い る 。
図 ３ ６ ～ 図 ３ ８ は 、 上 述 し た 実 施 例 ２ に 係 る 図 ３ ０ に 示 し た ズ ー ム レ ン ズ お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 の 収 差 曲 線 図 を 示 し て お り 、 図 ３ ６ は 、 広 角 端 に お
け る 収 差 曲 線 図 、 図 ３ ７ は 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 曲 線 図 、 そ し て 図 ３ ８ は 、 望 遠 端
に お け る 収 差 曲 線 図 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 各 収 差 曲 線 図 中 、 球 面 収 差 図 に お け る 破 線 は 正
弦 条 件 を あ ら わ し 、 非 点 収 差 図 に お け る 実 線 は サ ジ タ ル 、 破 線 は メ リ デ ィ オ ナ ル を あ ら わ
し 、 そ し て 太 線 は ｄ 線 、 細 線 は ｇ 線 を あ ら わ し て い る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 図 ３ ９ ～ 図 ４ １ は 、 上 述 し た 実 施 例 ３ に 係 る 図 ３ １ に 示 し た ズ ー ム レ ン ズ お け る 球 面 収
差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 の 収 差 曲 線 図 を 示 し て お り 、 図 ３ ９ は 、 広 角 端 に
お け る 収 差 曲 線 図 、 図 ４ ０ は 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 曲 線 図 、 そ し て 図 ４ １ は 、 望 遠
端 に お け る 収 差 曲 線 図 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 各 収 差 曲 線 図 中 、 球 面 収 差 図 に お け る 破 線 は
正 弦 条 件 を あ ら わ し 、 非 点 収 差 図 に お け る 実 線 は サ ジ タ ル 、 破 線 は メ リ デ ィ オ ナ ル を あ ら
わ し 、 そ し て 太 線 は ｄ 線 、 細 線 は ｇ 線 を あ ら わ し て い る 。
そ し て 、 図 ４ ２ ～ 図 ４ ４ は 、 上 述 し た 実 施 例 ４ に 係 る 図 ３ ２ に 示 し た ズ ー ム レ ン ズ お け る
球 面 収 差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 の 収 差 曲 線 図 を 示 し て お り 、 図 ４ ２ は 、 広
角 端 に お け る 収 差 曲 線 図 、 図 ４ ３ は 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 曲 線 図 、 そ し て 図 ４ ４ は
、 望 遠 端 に お け る 収 差 曲 線 図 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 各 収 差 曲 線 図 中 、 球 面 収 差 図 に お け る
破 線 は 正 弦 条 件 を あ ら わ し 、 非 点 収 差 図 に お け る 実 線 は サ ジ タ ル 、 破 線 は メ リ デ ィ オ ナ ル
を あ ら わ し 、 そ し て 太 線 は ｄ 線 、 細 線 は ｇ 線 を あ ら わ し て い る 。
こ れ ら の 図 ３ ３ ～ 図 ４ ４ の 収 差 曲 線 図 に よ れ ば 、 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に
係 る 図 ２ ９ ～ 図 ３ ２ に 示 し た 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ で は 、 い ず れ も 収 差 は 良 好 に 補 正 さ れ あ
る い は 抑 制 さ れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 述 し た 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ４ に 示 さ れ た よ う な 本 発 明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ を 撮 影
光 学 系 と し て 採 用 し て カ メ ラ を 構 成 す る 場 合 、 上 述 し た 図 １ ７ ～ 図 １ ９ に て 説 明 し た も の
と 同 様 に 構 成 す れ ば よ い の で 、 こ こ で は そ の 説 明 は 省 略 す る 。
　 な お 、 図 １ ７ ～ 図 １ ９ で は 、 カ メ ラ に つ い て 説 明 し て い る が 、 い わ ゆ る Ｐ Ｄ Ａ （ person
al data assistant） や 携 帯 電 話 機 等 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に カ メ ラ 機 能 を 組 み 込 ん だ も
の が 近 年 登 場 し て い る 。 こ の よ う な 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 も 外 観 は 若 干 異 に す る も の の カ メ
ラ と 実 質 的 に 全 く 同 様 の 機 能 ・ 構 成 を 含 ん で お り 、 こ の よ う な 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に 本 発
明 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ を 採 用 し て も よ い 。
上 述 の よ う な カ メ ラ ま た は 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に は 、 既 に 述 べ た 通 り 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例
４ に 示 さ れ た よ う な ズ ー ム レ ン ズ を 用 い た レ ン ズ ユ ニ ッ ト か ら な る 撮 影 レ ン ズ を 撮 影 光 学
系 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ３ ０ ０ 万 画 素 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 ク ラ ス の 受 光
素 子 を 使 用 し た 高 画 質 で 小 型 の カ メ ラ ま た は 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る
。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 述 し た 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 、 レ ン ズ 駆 動 装 置 お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 に
使 用 し て 良 好 な 性 能 を 発 揮 す る 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ズ ー ム レ ン ズ に つ い て 、 図 ４ ５ ～ 図 ６
０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 尚 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ズ ー ム レ ン ズ を 含 ん で 構 成 さ れ る カ メ ラ （ 携 帯 型 情 報 端 末 装 置
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） に つ い て は 、 図 １ ～ 図 ２ １ 、 こ の う ち 、 特 に 、 図 １ ７ ～ 図 １ ９ に つ い て 詳 し く 説 明 し た
の で 、 こ こ で は 、 そ の 記 載 を 援 用 す る 。
　 先 ず 、 具 体 的 な 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た
め に 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 定 義 し た 構 成 お よ び そ の 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ は 、 例 え ば 、 図 ４ ５ に 示 す よ う に 、 「
物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第
２ レ ン ズ 群 II、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 III を 上 記 順 序 に 有 す る と と も に 、 第 ２
レ ン ズ 群 IIと 第 ３ レ ン ズ 群 III と の 間 に 開 口 絞 り Ｓ を 有 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に
際 し 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ と 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 間 隔 が 大 き く な り 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIと 第 ３ レ ン
ズ 群 III の 間 隔 が 小 さ く な る ズ ー ム レ ン ズ 」 を 含 む レ ン ズ 鏡 胴 （ 以 下 、 単 に 「 ズ ー ム レ ン
ズ 」 と 略 称 す る こ と が あ る ） で あ っ て 以 下 の ご と き 特 徴 を 有 す る （ 請 求 項 ６ ９ ） 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ W と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x の 比 ： Ｙ ' m a x /ｆ W が 、 条 件
：
（ １ ）  0.70 < Y' m a x /f W  < 1.00
の 範 囲 に あ る 。
　 第 ２ レ ン ズ 群 IIは 、 物 体 側 か ら 像 側 へ 向 か っ て 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン
ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負 レ
ン ズ の ３ 枚 の レ ン ズ を 配 し て 構 成 さ れ る 。 即 ち 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIは 「 物 体 側 の 負 レ ン ズ と
像 側 の 負 レ ン ズ と の 間 に 正 レ ン ズ が 挟 ま れ た 構 成 」 で あ る 。
　 請 求 項 ６ ９ 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 の 「 像 側 の 負 レ ン ズ 」 の 像 側 面 （
第 ２ レ ン ズ 群 II中 で 最 も 像 側 の 面 ） を 「 光 軸 か ら 離 れ る に 従 っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う
な 形 状 の 非 球 面 」 と し 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 の 「 像 側 の 負 レ ン ズ 」 の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、
第 ２ レ ン ズ 群 IIの 「 最 も 像 側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 」 に お け る 非 球 面
量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x が 、 条 件 ：
（ ２ ）  0.0010 < (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )/Y' m a x  < 0.0500
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ０ ） 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 こ の 請 求 項 ７ ０ 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 の 「 物 体 側 の 負 レ ン ズ
」 の 物 体 側 面 （ 第 ２ レ ン ズ 群 II中 で 最 も 物 体 側 の 面 ） を 非 球 面 と し 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 の
「 物 体 側 の 負 レ ン ズ 」 の 材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 0 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 の 「 像 側 の 負 レ ン ズ 」 の
材 質 の 屈 折 率 ： Ｎ 2 I 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 「 最 も 物 体 側 の 非 球 面 に お け る 最 大 光 線 有 効 高 さ
の ８ 割 」 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 0 (Ｈ 0 . 8 )、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 「 最 も 像 側 の 非 球 面 に お け
る 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 」 に お け る 非 球 面 量 ： Ｘ 2 I (Ｈ 0 . 8 )、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x が 、 条
件 ：
（ ３ ）  -0.0500 < ｛ (N 2 O － 1)× X 2 O (H 0 . 8 )＋ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  < 0.
1500
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ １ ） 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 「 非 球 面 量 ： X(H)」 は 、 非 球 面 の 近 軸 曲 率 で 定 義 さ れ る 球 面 と 、 実 際 の 非 球 面 と の 光 軸
か ら の 高 さ ： Ｈ に お け る サ グ 量 （ デ プ ス ） の 差 で あ り 、 物 体 側 か ら 像 側 に 向 か う 方 向 を 正
と す る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 上 記 請 求 項 ６ ９ ～ ７ １ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 に お い て
物 体 側 か ら 数 え て 第 ｉ 番 目 の レ ン ズ の 材 質 の 屈 折 率 お よ び ア ッ ベ 数 :Ｎ 2 i お よ び ν 2 i が 条
件 ：
（ ４ ）  1.75 < N 2 1  < 1.90， 35 < ν 2 1  < 50
（ ５ ）  1.65 < N 2 2  < 1.90， 20 < ν 2 2  < 35
（ ６ ）  1.75 < N 2 3  < 1.90， 35 < ν 2 3  < 50
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ２ ） 。

10

20

30

40

50

(87) JP 2006-330657 A 2006.12.7



【 ０ ２ ２ ９ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ２ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 第 ２ レ ン ズ 群 を 構 成 す る ３
枚 の レ ン ズ を 「 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の
大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き い 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 」 と し 、 上 記
正 レ ン ズ と そ の 像 側 の 負 レ ン ズ と が 接 合 さ れ た 構 成 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ７ ３ ） 。
こ の 場 合 に お い て 、 「 第 ２ レ ン ズ 群 IIに お け る 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ と の 接 合 面 」 の 曲 率 半
径 ： Ｒ 2 C と 、 最 大 像 高 ： Ｙ ' m a x と の 比 ： Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x が 条 件 ：
（ ７ ）  -3.5 < (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x ) < -1.0
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ４ ） 。
　 勿 論 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIは 、 物 体 側 か ら 順 に 配 置 さ れ る 負 ・ 正 ・ 負 の レ ン ズ を そ れ ぞ れ 別
個 に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ４ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際
し 、
第 １ レ ン ズ 群 Ｉ が 物 体 側 に 単 調 に 移 動 し 、 広 角 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 間 隔 ：
Ｄ 1 2 W 、 望 遠 端 に お け る 第 １ ， 第 ２ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 1 2 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距
離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ８ ）  0.50 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.85
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ５ ） 。
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ５ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は ま た 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍
に 際 し 、 第 ３ レ ン ズ 群 III が 物 体 側 に 単 調 に 移 動 し 、 広 角 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群
の 間 隔 ： Ｄ 2 3 W 、 望 遠 端 に お け る 第 ２ ， 第 ３ レ ン ズ 群 の 間 隔 ： Ｄ 2 3 T 、 望 遠 端 に お け る 全 系
の 焦 点 距 離 ： ｆ T が 、 条 件 ：
（ ９ ）  0.25 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.65
を 満 足 す る 構 成 と す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ６ ） 。
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ６ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 焦 点 距 離 ： ｆ

2 、 第 ３ レ ン ズ 群 III の 焦 点 距 離 ： ｆ 3 が 、 条 件 ：
（ １ ０ ）  0.5 < |f 2 |/f 3  < 1.0
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ７ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ の 焦 点 距 離 ； ｆ

1 、 広 角 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離 ： ｆ W が 、 条 件 ：
（ １ １ ）  6.0 < f 1 /f W  < 12.0
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ８ ） 。
　 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ８ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 上 述 の 如 く 「 物 体 側 か ら 像 側 へ
向 か っ て 、 正 の 屈 折 力 を 有 す る 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ 、 負 の 屈 折 力 を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 II、 正
の 屈 折 力 を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 III を 上 記 順 序 に 有 す る 。 」 が 、 こ の よ う な 構 成 と し て 、
第 １ レ ン ズ 群 Ｉ な い し 第 ３ レ ン ズ 群 III の ３ レ ン ズ 群 に よ り 構 成 す る こ と が で き る （ 請 求
項 ７ ９ ） 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ８ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 第 ３ レ ン ズ 群 III 
の 像 側 に 「 正 の 屈 折 力 の 第 ４ レ ン ズ 群 」 を 配 置 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 第
１ レ ン ズ 群 Ｉ と 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 間 隔 が 大 き く な り 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIと 第 ３ レ ン ズ 群 III 
の 間 隔 が 小 さ く な る よ う に 、 少 な く と も 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ お よ び 第 ３ レ ン ズ 群 III が 物 体 側
に 移 動 す る 構 成 と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ８ ０ ） 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 上 記 請 求 項 ７ ９ の ３ レ ン ズ 群 III 構 成 や 請 求 項 ８ ０ の ４ レ ン ズ 群 構 成 の 場 合 に お い て 、
さ ら に こ れ ら の 群 の 像 側 に 「 弱 い 負 の パ ワ ー を 持 っ た 固 定 レ ン ズ 」 を 挿 入 す る な ど し て も
良 い 。 即 ち 、 請 求 項 ６ ９ ～ ７ ８ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ の 場 合 、 第 ３ レ ン ズ の 像 側 に さ ら に
レ ン ズ 群 を 付 加 す る 自 由 度 を 有 す る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
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　 請 求 項 ８ ０ 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 「 第 ４ レ ン ズ 群 が 、 変 倍 の 際 に 移 動 し な い 」 構 成 と す
る こ と も で き る し （ 請 求 項 ８ １ ） 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 「 第 ４ レ ン ズ 群 が 像
側 へ 変 位 す る 」 構 成 と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ８ ２ ） 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ８ ２ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIと 第 ３ レ ン ズ 群
IIIと の 間 に 開 口 絞 り Ｓ を 有 す る が 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し 、 開 口 絞 り Ｓ と 第
３ レ ン ズ 群 IIIと の 間 隔 が 「 広 角 端 で 最 も 広 く 、 望 遠 端 で 最 も 狭 く な る 」 よ う に 構 成 す る
こ と が で き る （ 請 求 項 ８ ３ ） 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 請 求 項 ６ ９ ～ ８ ３ の 任 意 の １ に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ に お け る 「 開 口 絞 り の 開 放 径 」 は 、
変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 と す る こ と も で き る し （ 請 求 項 ８ ４ ） 、 開 口 絞 り Ｓ の 開 放 径 を 倍 率 に
よ り 変 化 す る よ う に し 、 「 長 焦 点 端 に お け る 開 放 径 を 短 焦 点 端 に お け る 開 放 径 に 比 し て 大
き く 設 定 」 す る こ と が で き る （ 請 求 項 ８ ５ ） 。
　 こ の 発 明 の 撮 影 機 能 を 有 す る 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 、 上 記 請 求 項 ６ ９ ～ ８ ５ の 任 意 の １
に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ を 「 撮 影 用 光 学 系 と し て 有 す る 」 こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 ８ ６ ）
。 こ の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 勿 論 、 通 常 の 銀 塩 ス チ ル カ メ ラ と し て 実 施 す る こ と が で き る
。
　 請 求 項 ８ ６ 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 「 ズ ー ム レ ン ズ に よ る 物 体 像 が 、 撮 像 素 子 の 受
光 面 上 に 結 像 さ れ る 」 構 成 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ８ ７ ） 。 こ の よ う な 情 報 装 置 は 、
電 子 ス チ ル カ メ ラ や 動 画 撮 影 機 能 を 持 つ デ ィ ジ タ ル カ メ ラ 、 ビ デ オ カ メ ラ 等 と し て 実 施 で
き る 。
　 請 求 項 ８ ７ 記 載 の 携 帯 型 情 報 端 末 装 置 は 「 対 角 寸 法 ： ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 画 素 数 が ３ ０
０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 」 を 用 い る 構 成 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ８ ８ ） 。 こ の よ う な
撮 像 素 子 は 、 例 え ば 、 対 角 寸 法 ： ９ ｍ ｍ で ５ ０ ０ 万 画 素 の も の や 、 対 角 寸 法 ： ６ ｍ ｍ で ３
０ ０ 万 画 素 の も の 等 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 物 体 側 か ら 順 に 正 ・ 負 ・ 正 の ３ レ ン ズ 群 を 有 す る ズ ー ム レ ン ズ で は 一 般 に 、 第 ２ レ ン ズ
群 IIが 「 主 要 な 変 倍 作 用 を 負 担 す る レ ン ズ 群 （ 所 謂 バ リ エ ー タ ） 」 と し て 構 成 さ れ る の で
、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 構 成 が 重 要 で あ る 。 特 に 上 に 例 示 し た よ う な 「 対 角 寸 法 ： ６ ｍ ｍ ～ ９
ｍ ｍ で ３ ０ ０ 万 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 」 の 小 型 の 撮 像 素 子 を 用 い る 「 撮 影 機 能 を 持 つ 情 報 装 置 」
で は 、 撮 像 素 子 の 画 素 ピ ッ チ が 小 さ い た め 高 度 な 収 差 補 正 が 要 求 さ れ 、 軸 外 収 差 の 補 正 が
困 難 で あ る と こ ろ か ら 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 構 成 に は 従 来 に な い 工 夫 が 必 要 と な る 。
　 従 来 、 正 ・ 負 ・ 正 の ３ レ ン ズ 群 構 成 の ズ ー ム レ ン ズ で 、 第 ２ レ ン ズ 群 を ３ 枚 の レ ン ズ で
構 成 す る も の で は 、 そ の 殆 ど 全 て が 、 第 ２ レ ン ズ 群 を 「 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に 曲 率 の 大
き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 物 体 側 に 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ
の ３ 枚 を 配 置 し た 構 成 」 と し て い る 。 こ の よ う な 第 ２ レ ン ズ 群 の 構 成 は 、 上 記 の 如 き 小 型
の 撮 像 素 子 を 用 い 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ５ 度 を 超 え る よ う な ズ ー ム レ ン ズ の 実 現 に は 最 適
な 構 成 と 言 え な い 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIを 「 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、
負 レ ン ズ 、 正 レ ン ズ 、 負 レ ン ズ の ４ 枚 の レ ン ズ を 配 置 す る 構 成 」 と す る も の も 知 ら れ て い
る が 、 レ ン ズ 枚 数 の 増 加 さ せ る と 第 ２ レ ン ズ 群 が 厚 く な り 、 収 納 時 の 全 長 が 大 き く な っ て
コ ン パ ク ト 化 を 阻 害 し 、 コ ス ト ア ッ プ の 要 因 と も な る 。
　 こ の 発 明 は 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIを 「 構 成 枚 数 ： ３ 枚 と い う レ ン ズ 枚 数 の 制 限 」 の 下 で 、 上
述 の 如 き 小 型 の 撮 像 素 子 の 使 用 に 適 し 、 広 角 端 の 半 画 角 が ３ ５ 度 を 超 え る よ う な ズ ー ム レ
ン ズ を 実 現 す る の に 適 し た 「 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 構 成 」 を 提 示 す る も の で あ る 。
　 即 ち 、 こ の 発 明 の ズ ー ム レ ン ズ に お け る 第 ２ レ ン ズ 群 IIは 、 上 記 の 如 く 「 物 体 側 か ら 順
に 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ
、 物 体 側 に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 」 の ３ 枚 で 構 成 さ れ る 。
　 こ の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ が 満 足 す る 条 件 （ １ ） の パ ラ メ ー タ ： Ｙ ' m a x
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/ｆ W が ０ .７ ０ 以 下 で あ る と 、 歪 曲 収 差 を 十 分 に 補 正 し た 状 態 で は 、 広 角 端 に お い て 半 画
角 ： ３ ５ 度 以 上 の 広 角 化 を 実 現 で き な い 。 パ ラ メ ー タ ： Ｙ ' m a x /ｆ W が １ .０ ０ 以 上 で あ る
と 、 広 角 端 に お け る 軸 外 収 差 の 補 正 が 極 め て 困 難 と な り 、 ま た 、 第 １ レ ン ズ 群 が 大 型 化 し
て ズ ー ム レ ン ズ の コ ン パ ク ト 化 、 延 い て は 撮 影 機 能 を 持 つ 情 報 装 置 の コ ン パ ク ト 化 が 困 難
と な る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 条 件 （ １ ） を 満 足 し た 状 態 で 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIを 、 上 記 の 如 く 、 物 体 側 か ら 順 に 、 像 側
に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に 曲 率 の 大 き な 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側
に 曲 率 の 大 き な 凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ の ３ 枚 で 構 成 す る と 、 広 角 端 に お け る 軸 外 収 差 、 特
に 倍 率 色 収 差 を 良 好 に 補 正 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 こ の 構 成 に お け る 重 要 な ポ イ ン ト は 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIに お け る 「 物 体 側 か ら ２ 番 目 の 正
レ ン ズ の 像 側 面 」 と 「 物 体 側 か ら ３ 番 目 の 負 レ ン ズ の 物 体 側 面 」 を 共 に 「 像 側 に 凸 の 形 状
」 と し た こ と に あ る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 広 角 端 付 近 の 軸 外 光 束 が 一 般 に 「 当 該 面 に 大
き な 入 射 角 」 で 入 射 す る た め 、 当 該 面 の 曲 率 半 径 を 微 小 変 化 さ せ て も 、 軸 外 収 差 を 大 き く
変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 「 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 他 の 面 や 他 の レ ン ズ 群 に お い て 相
殺 さ せ る べ き 軸 外 収 差 」 を 、 そ れ ら 他 の 面 や 他 の レ ン ズ 群 の 補 正 能 力 に 応 じ 、 当 該 面 （ 上
記 の 「 像 側 に 凸 の 形 状 の 面 」 ） に お い て 高 い 自 由 度 で 発 生 さ せ る こ と が で き 、 従 来 の 第 ２
レ ン ズ 群 構 成 よ り も 高 い レ ベ ル の 収 差 補 正 が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 第 ２ レ ン ズ 群 を 、 従 来 か ら 知 ら れ た 「 像 側 に 曲 率 の 大 き な 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 像 側 に
凹 面 を 向 け た 負 レ ン ズ 、 物 体 側 に 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ の ３ 枚 」 で 構 成 す る と 、 物 体 側 か
ら ２ 番 目 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 と 、 物 体 側 か ら ３ 番 目 の 正 レ ン ズ の 物 体 側 面 が 共 に 「 物 体 側
に 凸 の 形 状 」 を 有 す る こ と に な り 、 こ の よ う な 構 成 で は 、 広 角 化 に 際 し て 「 軸 外 光 束 の 光
軸 に 対 す る 角 度 」 が 大 き く な っ た 場 合 、 軸 外 光 束 の こ れ ら の 面 （ 物 体 側 に 凸 の 面 ） へ の 入
射 角 が 小 さ く な り 、 発 生 す る 収 差 量 の 「 変 化 さ せ う る レ ン ジ 」 が 狭 く 限 ら れ て し ま う た め
、 軸 外 収 差 の 補 正 に 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。
　 こ の 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 「 よ り 良 好 な 収 差 補 正 」 を 実
現 す る た め に は 、 請 求 項 ７ ０ に 記 載 さ れ た よ う に 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 に 配 設 さ れ
る 負 レ ン ズ の 像 側 面 が 「 光 軸 か ら 離 れ る に 従 っ て 負 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 形 状 の 非 球 面
」 で あ る こ と が 望 ま し く 、 こ の 非 球 面 が 条 件 （ ２ ） を 満 足 す る こ と が 望 ま し い 。
　 条 件 （ ２ ） の パ ラ メ ー タ ： (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )が ０ .０ ０ １ ０ 以 下 、 ま た は 、 ０ ． ０ ５
０ ０ 以 上 で あ る と 、 歪 曲 収 差 と 非 点 収 差 ・ コ マ 収 差 を バ ラ ン ス 良 く 補 正 で き ず 、 特 に 広 角
端 に お い て 「 よ り 高 い 結 像 性 能 」 を 確 保 す る 上 で 妨 げ と な る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 広 角 端 に お け る 歪 曲 収 差 を よ り 良 好 に 補 正 す る た め に は 、 請 求 項 ７ １ に 記 載 さ れ た よ う
に 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 「 像 側 に 配 設 さ れ る 負 レ ン ズ 」 の 像 側 面 に 加 え 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの
「 物 体 側 に 配 設 さ れ る 負 レ ン ズ 」 の 物 体 側 面 を 非 球 面 し 、 こ の 非 球 面 が 条 件 （ ３ ） を 満 足
す る こ と が 望 ま し い 。
　 条 件 （ ３ ） の パ ラ メ ー タ ： ｛ (N 2 O － 1)× X 2 O (H 0 . 8 )＋ (1－ N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x が －
０ ． ０ ５ ０ ０ 以 下 で あ る と 、 広 角 端 に お け る 歪 曲 収 差 が 「 補 正 不 足 」 と な る か 「 変 曲 点 を
持 つ 不 自 然 な 形 」 と な っ て 好 ま し く な い 。 上 記 パ ラ メ ー タ が ０ ． １ ５ ０ ０ 以 上 に な る と 、
歪 曲 収 差 が 補 正 過 剰 と な る ば か り か 、 他 の 軸 外 収 差 を 良 好 に 補 正 す る こ と も 難 し く な る ．
　 上 記 非 球 面 の 非 球 面 量 は 「 そ の 絶 対 値 が 光 軸 か ら レ ン ズ 外 周 部 へ 向 か っ て 単 調 に 増 加 す
る 」 こ と を 想 定 し て お り 「 最 大 光 線 有 効 高 さ の ８ 割 」 の 位 置 に お い て 、 条 件 （ ２ ） お よ び
／ ま た は （ ３ ） が 満 足 さ れ れ ば 、 小 型 の 撮 像 素 子 の 受 光 領 域 内 に お い て 良 好 な 性 能 を 実 現
す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 条 件 （ ４ ） ～ （ ６ ） を 満 足 す る 硝 種 を 選 択 す る こ と に よ り 「 色 収 差 の よ り 良 好 な
補 正 」 が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 請 求 項 ７ ３ 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ の よ う に 、 第 ２ レ ン ズ 群 II中 で 互 い に 大 き く 収 差 を 発 生
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す る 「 物 体 側 か ら ２ 番 目 の 正 レ ン ズ と ３ 番 目 の 負 レ ン ズ 」 を 接 合 す る こ と に よ り 、 偏 心 等
の 製 造 誤 差 に よ る 性 能 劣 化 が 生 じ 難 く な る ほ か 、 間 隔 環 が 不 要 と な り 、 組 み 付 け 時 の 工 数
を 低 減 で き る 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。 こ の と き 接 合 面 は 条 件 （ ７ ） を 満 足 す る こ と が 好 ま し
い 。
　 条 件 （ ７ ） の パ ラ メ ー タ ： (Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x )が － ３ ． ５ 以 下 と な る と 、 接 合 面 の 曲 率 が 緩
く な っ て 「 接 合 面 で 収 差 を 発 生 さ せ る 自 由 度 」 が 小 さ く な り 、 － １ .０ 以 上 に な る と 接 合
面 の 曲 率 が 強 く な り す ぎ て 「 発 生 す る 軸 外 収 差 が 過 剰 」 と な り 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 他 の 面 や
他 の レ ン ズ 群 で の 収 差 の 相 殺 が 困 難 と な る 。
　 こ の 発 明 の ズ ー ム レ ン ズ に お い て 「 よ り 高 い 変 倍 化 」 を 達 成 す る た め に は 、 広 角 端 か ら
望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 「 第 ３ レ ン ズ 群 III を 物 体 側 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 ３ レ ン
ズ 群 III に も 変 倍 作 用 を 分 担 」 さ せ 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 負 担 を 軽 く し て 収 差 補 正 の 自 由 度
を 確 保 す る の が 良 く 、 ま た 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 に 際 し て 「 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ を 物 体
側 へ 移 動 さ せ る 」 こ と に よ り 、 広 角 端 に お い て 「 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ を 通 過 す る 光 線 高 さ 」 を
低 く し て 、 広 角 化 に 伴 う 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ の 大 型 化 を 抑 制 で き る と と も に 、 望 遠 端 で は 第 １
レ ン ズ 群 Ｉ と 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 間 隔 を 大 き く 確 保 し て 長 焦 点 化 を 達 成 で き る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 こ の 場 合 、 条 件 （ ８ ） の パ ラ メ ー タ ： (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T を ０ ． ５ ０ 以 下 と す る と 「 第 ２
レ ン ズ 群 IIの 変 倍 へ の 寄 与 」 が 小 さ く な り 、 第 ３ レ ン ズ 群 III の 変 倍 へ の 負 担 が 増 加 す る
か 「 第 １ ・ 第 ２ レ ン ズ 群 の 屈 折 力 」 を 強 め な け れ ば な ら な く な り 、 何 れ に せ よ 「 各 種 収 差
の 悪 化 」 を 招 く 。 ま た 、 広 角 端 に お け る レ ン ズ 全 長 が 長 く な り 、 第 １ レ ン ズ 群 を 通 過 す る
光 線 高 さ が 増 加 し て 「 第 １ レ ン ズ 群 の 大 型 化 」 を 招 来 す る 。
　 パ ラ メ ー タ ： (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T を ０ ． ８ ５ 以 上 と す る と 「 広 角 端 で の 全 長 」 が 短 く な り
す ぎ る か 、 望 遠 端 で の 全 長 が 長 く な り す ぎ る 。 広 角 端 で の 全 長 が 短 く な り す ぎ る と 「 第 ３
レ ン ズ 群 の 移 動 ス ペ ー ス 」 が 限 定 さ れ 、 第 ３ レ ン ズ 群 の 変 倍 へ の 寄 与 が 小 さ く な っ て 全 体
の 収 差 補 正 が 困 難 と な る 。 望 遠 端 で の 全 長 が 長 く な り す ぎ る と 「 全 長 方 向 の 小 型 化 」 の 妨
げ に な る の み な ら ず 、 望 遠 端 で の 周 辺 光 量 確 保 の た め に 径 方 向 が 大 型 化 し た り 、 鏡 胴 の 倒
れ 等 の 製 作 誤 差 に よ る 像 性 能 の 劣 化 も 招 来 し 易 く な る 。
　 上 記 パ ラ メ ー タ ： (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T は 、 よ り 好 ま し く は 、 条 件 ：
（ ８ Ａ ）  0.60 < (D 1 2 T － D 1 2 W )/f T  < 0.75
を 満 足 す る の が よ い 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 一 方 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIと 第 ３ レ ン ズ 群 III と の 間 隔 の 変 化 を 規 制 す る 条 件 （ ９ ） の パ ラ
メ ー タ ： (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T を ０ ． ２ ５ 以 下 と す る と 、 第 ３ レ ン ズ 群 III の 変 倍 へ の 寄 与 が
小 さ く な っ て 第 ２ ン ズ 群 IIの 変 倍 へ の 負 担 が 増 加 す る か 、 第 ３ レ ン ズ 群 III 自 体 の 屈 折 力
を 強 め な け れ ば な ら な く な り 、 何 れ に せ よ 各 種 収 差 の 悪 化 を 招 く 。 上 記 パ ラ メ ー タ を ０ ．
６ ５ 以 上 と す る と 「 広 角 端 に お け る レ ン ズ 全 長 」 が 長 く な っ て 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ を 通 過 す る
光 線 高 さ が 増 加 し 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ の 大 型 化 を 招 来 す る 。
　 上 記 パ ラ メ ー タ ： (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T は 、 よ り 好 ま し く は 、 条 件 ：
（ ９ Ａ ）  0.30 < (D 2 3 W － D 2 3 T )/f T  < 0.60
を 満 足 す る こ と が 好 ま し い 。
　 収 差 補 正 に 関 し て は 、 さ ら に 、 条 件 （ １ ０ ） や 条 件 （ １ １ ） を 満 足 す る の が よ く 、 条 件
（ １ ０ ） の パ ラ メ ー タ ： |f 2 |/f 3 を ０ .５ 以 下 と す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 屈 折 力 が 強 く な
り 過 ぎ 、 逆 に １ .０ 以 上 と す る と 第 ３ レ ン ズ 群 IIIの 屈 折 力 が 強 く な り 過 ぎ 、 何 れ に せ よ 「
変 倍 に 際 す る 収 差 変 動 」 が 大 き く な り 易 く な る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 条 件 （ １ １ ） の パ ラ メ ー タ ： f 1 /f W を ６ .０ 以 下 に す る と 「 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 結 像 倍 率 が
等 倍 に 近 付 い て 変 倍 効 率 が 上 が り 、 高 変 倍 化 に は 有 利 」 で あ る が 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ の 各 レ
ン ズ に 大 き な 屈 折 力 が 必 要 に な り 、 特 に 望 遠 端 で の 色 収 差 が 悪 化 す る 等 の 弊 害 が あ り 、 ま
た 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ が 厚 肉 化 ・ 大 口 径 化 し 、 特 に 収 納 状 態 で の 小 型 化 に と っ て 不 利 と な る
。 逆 に 、 パ ラ メ ー タ ： f 1 /f W を １ ２ .０ 以 上 に す る と 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 変 倍 へ の 寄 与 が 小
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さ く な っ て 高 変 倍 化 が 難 し く な る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 請 求 項 ８ ３ 記 載 の 場 合 の よ う に 、 開 口 絞 り を 隣 接 す る レ ン ズ 群 と は 独 立 に 移 動 し て 「 開
口 絞 り と 第 ３ レ ン ズ 群 IIIと の 間 隔 」 を 、 広 角 端 で 最 も 広 く す る こ と に よ り 、 広 角 端 に お
い て 開 口 絞 り を 第 １ レ ン ズ 群 Iに 近 づ け 、 「 第 １ レ ン ズ 群 Iを 通 過 す る 光 線 高 さ 」 を よ り 低
く す る こ と が 可 能 と な っ て 第 １ レ ン ズ 群 の さ ら な る 小 型 化 を 達 成 で き る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 以 下 、 ズ ー ム レ ン ズ の 小 型 化 を 妨 げ な い 範 囲 で 「 よ り 良 好 な 収 差 補 正 」 を 行 う た め の 条
件 を 説 明 す る 。
　 第 １ レ ン ズ 群 Ｉ は 物 体 側 か ら 「 少 な く と も １ 枚 の 負 レ ン ズ と 、 少 な く と も １ 枚 の 正 レ ン
ズ を 有 す る 構 成 」 で あ る こ と が 好 ま し い 。 よ り 具 体 的 に は 「 物 体 側 か ら 順 に 、 物 体 側 に 凸
面 を 向 け た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ の ２ 枚 」 で 構 成 す る
か 、 ま た は 「 物 体 側 か ら 順 に 、 物 体 側 に 凸 面 を 向 け た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 物 体 側 に 強 い
凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 正 レ ン ズ の ３ 枚 」 で 構 成 す る の が 良 い
。
　 全 系 を 「 正 ・ 負 ・ 正 の ３ レ ン ズ 群 の み 」 で 構 成 す る 場 合 （ 請 求 項 ７ ９ ） 、 第 ３ レ ン ズ 群
は 「 物 体 側 か ら 順 に 、 正 レ ン ズ ・ 正 レ ン ズ ・ 負 レ ン ズ ・ 正 レ ン ズ の ４ 枚 」 で 構 成 す る こ と
が 好 ま し い 。 こ こ で 、 物 体 側 か ら ２ 番 目 の レ ン ズ と ３ 番 目 の レ ン ズ は 適 宜 接 合 し て も 良 い
。 ま た 、 全 系 を 「 正 ・ 負 ・ 正 ・ 正 の ４ レ ン ズ 群 」 で 構 成 す る 場 合 、 第 ３ レ ン ズ 群 III は 「
物 体 側 か ら 順 に 、 正 レ ン ズ ・ 正 レ ン ズ ・ 負 レ ン ズ の ３ 枚 」 で 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ
の 場 合 、 物 体 側 か ら ２ 番 目 の レ ン ズ と ３ 番 目 の レ ン ズ は 適 宜 接 合 し て も 良 い 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 全 系 を 正 ・ 負 ・ 正 ・ 正 の ４ レ ン ズ 群 で 構 成 す る 場 合 、 第 ４ レ ン ズ 群 は 正 レ ン ズ １ 枚 で 構
成 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 「 有 限 距 離 へ の フ ォ ー カ シ ン グ 」 の 際 に は 、 第 ４ レ ン ズ 群 の
み を 移 動 さ せ る 方 法 が 「 移 動 さ せ る べ き 物 体 の 重 量 」 が 最 も 小 さ く て 良 い 。 第 ４ レ ン ズ 群
は 変 倍 に 際 す る 移 動 量 が 小 さ く 、 変 倍 の た め の 移 動 機 構 と フ ォ ー カ シ ン グ の た め の 移 動 機
構 を 兼 用 で き る メ リ ッ ト も あ る 。
　 良 好 な 収 差 補 正 を 保 ち な が ら よ り 小 型 化 を 進 め る た め に は 非 球 面 が 不 可 欠 で あ る が 、 第
２ レ ン ズ 群 II以 外 で は 、 少 な く と も 第 ３ レ ン ズ 群 III に １ 面 以 上 の 非 球 面 を 有 す る こ と が
好 ま し い 。 第 ３ レ ン ズ 群 III 内 の 非 球 面 は 、 主 と し て 球 面 収 差 ・ コ マ 収 差 の 補 正 に 効 果 的
で あ る 。
　 非 球 面 レ ン ズ と し て は 、 光 学 ガ ラ ス や 光 学 プ ラ ス チ ッ ク を 成 型 し た も の （ ガ ラ ス モ ー ル
ド 非 球 面 、 プ ラ ス チ ッ ク モ ー ル ド 非 球 面 ） や 「 ガ ラ ス レ ン ズ の 面 上 に 薄 い 樹 脂 層 を 成 型 し
、 そ の 表 面 を 非 球 面 と し た も の （ ハ イ ブ リ ッ ド 非 球 面 、 レ プ リ カ 非 球 面 等 と 称 さ れ る ） 」
等 を 使 用 で き る ．
　 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 に ガ ラ ス モ ー ル ド 非 球 面 レ ン ズ を 採 用 す る こ と を 考 え た 場 合
、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 の レ ン ズ が 正 レ ン ズ で あ る と 、 色 収 差 補 正 の た め に は 重 フ リ
ン ト 系 の 硝 種 が 必 要 と な る が 、 重 フ リ ン ト 系 の 硝 種 に は モ ー ル ド に 適 し た も の が 少 な い と
い う 不 具 合 が あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お け る よ う に 「 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 像 側 の レ ン ズ 」
が 負 レ ン ズ で あ る と 、 色 収 差 補 正 の た め に は ラ ン タ ン ク ラ ウ ン 系 ～ タ ン タ ル フ リ ン ト 系 の
硝 種 と な り モ ー ル ド に 適 し た 硝 種 が 多 い 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 ま た 、 「 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 の 面 （ 像 側 の 負 レ ン ズ の 像 側 面 ） 」 に ハ イ ブ リ ッ ド
非 球 面 を 採 用 す る こ と を 考 え た 場 合 、 樹 脂 層 を 成 型 す る た め の 金 型 を 当 て 付 け る 都 合 上 、
や や 大 き な レ ン ズ 外 径 が 必 要 と な る が 、 第 ２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 の レ ン ズ が 正 レ ン ズ で
あ る と レ ン ズ コ バ 厚 が 小 さ く な っ て 加 工 で き な く な る 恐 れ が あ る 。 こ の 発 明 の よ う に 、 第
２ レ ン ズ 群 IIの 最 も 像 側 の レ ン ズ が 負 レ ン ズ で あ る と 、 コ バ 厚 は 大 き く な る 方 向 で あ る た
め 加 工 上 の 問 題 は 生 じ な い 。
　 請 求 項 ８ ４ に 記 載 の よ う に 「 絞 り の 開 放 径 を 変 倍 に 係 わ ら ず 一 定 と す る 」 と 、 機 構 上 簡
略 と な っ て 良 い 。 ま た 、 請 求 項 ８ ５ 記 載 の よ う に 、 長 焦 点 端 の 開 放 径 を 短 焦 点 端 に 比 べ て
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大 き く す る こ と に よ り 「 変 倍 に 伴 う Ｆ ナ ン バ の 変 化 」 を 小 さ く す る こ と も で き る 。
　 「 像 面 に 到 達 す る 光 量 を 減 少 さ せ る 必 要 」 が あ る 場 合 は 、 絞 り を 小 径 化 し て も 良 い が 、
絞 り 径 を 大 き く 変 え る こ と な く 「 Ｎ Ｄ フ ィ ル タ 等 の 挿 入 」 に よ り 光 量 を 減 少 さ せ た 方 が 、
回 折 現 象 に よ る 解 像 力 の 低 下 を 防 止 で き て 好 ま し い 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 以 下 に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 具 体 的 な 実 施 例 を 挙 げ る 。 最 大 像 高 ：
Ｙ 'は 、 実 施 例 ５ に お い て ３ .５ ０ ｍ ｍ 、 実 施 例 ２ ～ ４ に お い て ３ ． ７ ０ ｍ ｍ で あ る 。
　 各 実 施 例 に お い て 、 レ ン ズ 系 の 像 面 側 に 配 設 さ れ る 平 行 平 板 は 、 光 学 ロ ー パ ス フ ィ ル タ
・ 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ 等 の 各 種 フ ィ ル タ や 、 Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 の カ バ ー ガ ラ ス （ シ ー ル
ガ ラ ス ） を 想 定 し た も の で あ る 。
　 レ ン ズ 材 質 は 、 実 施 例 ７ の 第 ９ レ ン ズ （ 第 ４ レ ン ズ 群 ） が 光 学 プ ラ ス チ ッ ク で あ る 他 は
、 全 て 光 学 ガ ラ ス で あ る 。
各 実 施 例 と も 、 収 差 は 十 分 に 補 正 さ れ 、 対 角 寸 法 ： ６ ～ ９ ｍ ｍ 程 度 で 画 素 数 ： ３ ０ ０ 万 画
素 ～ ５ ０ ０ 万 画 素 の 撮 像 素 子 に 対 応 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 実 施 例 に お け る 各 記 号 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る ．
　 f： 全 系 の 焦 点 距 離
　 F： Ｆ ナ ン バ
　 ω ： 半 画 角 （ 度 ）
　 R： 曲 率 半 径
　 D： 面 間 隔 （ 絞 り 面 を 含 む ）
　 N d ： 屈 折 率
　 ν d ： ア ッ ベ 数
　 K： 非 球 面 の 円 錐 定 数
　 A 4 ： 4次 の 非 球 面 係 数
　 A 6 ： 6次 の 非 球 面 係 数
　 A 8 ： 8次 の 非 球 面 係 数
　 A 1 0 ： 10次 の 非 球 面 係 数
　 非 球 面 （ 各 実 施 例 の デ ー タ 中 に ＊ 印 を 付 し て 非 球 面 で あ る こ と を 表 し た 。 ） は 、 近 軸 曲
　 率 半 径 の 逆 数 （ 近 軸 曲 率 ） を Ｃ 、 光 軸 か ら の 高 さ を Ｈ と し て 、 周 知 の 下 式 で 定 義 さ れ る
も の で あ り 、 円 錐 定 数 ： Ｋ 、 高 次 の 被 球 面 係 数 ： Ａ 4 ～ Ａ 1 0 の 値 を 与 え て 形 状 を 特 定 す る
。
【 ０ ２ ５ １ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 　 　 f = 4.42～ 20.35， F = 2.89～ 4.62， ω  = 39.55～ 9.62
　 面 番 号  　 　 　 R 　 　 　 　 　 D 　 　 　 　 　 　 N d  　 　 　 　 　 ν d  　 　 　 　 　 　 備 考
　 01 　 　 　 　 56.183 　 　 　 0.90 　 　 　 　 1.84666 　 　 　 23.78 　 　 　 　 第 1レ ン ズ
　 02 　 　 　 　 22.306 　 　 　 2.46 　 　 　 　 1.77250 　 　 　 49.62 　 　 　 　 第 ２ レ ン ズ
　 03 　 　 　  129.168　 　 　  0.10
　 04 　 　 　 　 19.540 　 　 　 1.90 　 　 　 　 1.77250 　 　 　 49.62 　 　 　 　 第 ３ レ ン ズ
　 05 　 　 　 　 44.088 　 　 　 可 変 (A)
　 06* 　 　 　  31.255　 　 　  0.84 　 　 　 　 1.83500 　 　 　 42.98 　 　 　 　 第 ４ レ ン ズ
　 07 　 　 　 　  3.826 　 　 　 2.10
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　 08 　 　 　  143.581 　 　 　 2.45 　 　 　 　 1.76182 　 　 　 26.61 　 　 　 　 第 ５ レ ン ズ
　 09 　 　 　 　 -5.555 　 　 　 0.74　 　 　 　  1.83500 　 　 　 42.98 　 　 　 　 第 ６ レ ン ズ
　 10* 　 　 　 -39.380 　 　 　 可 変 (B)
　 11 　 　 　 　  絞 り  　 　 　  可 変 (C)
　 12* 　 　 　 　 8.333 　 　 　 1.80 　 　 　 　 1.58913　 　 　  61.25 　 　 　 第 ７ レ ン ズ
　 13 　 　 　 -152.107 　 　 　 0.23
　 14 　 　 　  　 7.167 　 　 　 2.74 　 　 　 　 1.48749 　 　 　 70.44 　 　 　 第 ８ レ ン ズ
　 15 　 　 　 　 14.162 　 　 　 0.85 　 　 　 　 1.84666 　 　 　 23.78 　 　 　 第 ９ レ ン ズ
　 16 　 　 　 　  4.894 　 　 　 0.24
　 17 　 　 　 　  5.782 　 　 　 2.02 　 　 　 　 1.48749 　 　 　 70.44 　 　 　 第 10レ ン ズ
　 18* 　 　 　 -13.873 　 　 　 可 変 (D)
　 19 　 　 　 　 　 ∞  　 　 　 　 0.90 　 　 　 　 1.51680 　 　 　 64.20 　 　 　 各 種 フ ィ ル タ
　 20 　 　 　 　 　 ∞
【 ０ ２ ５ ３ 】
非 球 面
第 6面
K = 0.0， A 4  = 1.84029× 10

- 4 ， A 6  = -4.83681× 10
- 6 ， A 8  = 1.03688× 10

- 7 ，
A 1 0  = -1.32922× 10

- 9

第 10面
K = 0.0， A 4  = -5.53512× 10

- 4 ， A 6  = -2.57934× 10
- 5 ， A 8  = 1.05288× 10

- 6 ，
A 1 0  = -1.31801× 10

- 7

第 12面
K = 0.0， A 4  = -2.23709× 10

- 4 ， A 6  = -8.77690× 10
- 7 ， A 8  = 3.19167× 10

- 7 ，
A 1 0  = -1.93115× 10

- 8

第 18面
K = 0.0， A 4  = 8.00477× 10

- 4 ， A 6  = 2.50817× 10
- 6 ， A 8  = 5.14171× 10

- 7 ，
A 1 0  = -1.09665× 10

- 7  。
【 ０ ２ ５ ４ 】
可 変 量
　 　 　 　 短 焦 点 端  　 　 　 中 間 焦 点 距 離  　 　 　 長 焦 点 端
f = 4.425 　 　 　 f = 9.488 　 　 　 　 f = 20.350
A 　 　 　 　 1.000 　 　 　 　 　 7.240 　 　 　 　 　 　 14.505
B 　 　 　 　 8.095 　 　 　 　 　 3.256 　 　 　 　 　 　  1.200
C 　 　 　 　 4.494 　 　 　 　 　 2.617 　 　 　 　 　 　  1.000
D 　 　 　 　 7.045 　 　 　 　 　 9.488 　 　 　 　 　 　 12.498 
【 ０ ２ ５ ５ 】
条 件 式 の パ ラ メ ー タ の 値
Y' m a x /f W  = 0.791
｛ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y'max= 0.00732
｛ (N 2 O - 1)× X 2 O (H 0 . 8 )+(1- N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x = 0.01593
Ｒ 2C/Ｙ ' m a x = -1.59
(D 1 2 T - D 1 2 W )/f T = 0.664
(D 2 3 W - D 2 3 T )/f T = 0.510
|f 2 |/f 3 = 0.689
|f 1 |/f W = 8.00
　 実 施 例 ５ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 図 ４ ５ に 示 す 。 ま た 、 実 施 例 ５ に 関 す る 短 焦 点
端 に お け る 収 差 図 を 図 ４ ９ に 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ０ に 、 長 焦 点 端 に お け
る 収 差 図 を 図 ５ １ に 示 す 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 レ ン ズ 構 成 の 図 に お い て 、 Ｉ は 第 １ レ ン ズ 群 、 IIは 第 ２ レ ン ズ 群 、 IIIは 第 ３ レ ン ズ 群
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、 Ｆ は 「 各 種 フ ィ ル タ 」 、 Ｓ は 絞 り を 示 す 。 図 ４ ６ ～ 図 ４ ８ に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 球 面 収 差 の 図 に お け る 破 線 は 「 正 弦 条 件 」 、 非 点 収 差 の 図 に お け る 実 線 は サ ジ タ ル 、 破
線 は メ リ デ ィ オ ナ ル を 表 す 。 ま た 、 「 ｇ 」 、 「 ｄ 」 は そ れ ぞ れ 、 ｇ 線 お よ び ｄ 線 を 表 す 。
　 他 の 収 差 図 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 　 　 　 　 f = 4.74～ 21.55， 　 　 　 F = 3.61～ 4.80， 　 　 　 ω  = 39.16～ 9.64
　 面 番 号  　  　 R 　 　 　 　 　 D 　 　 　 　 　 N d  　 　 　  　 ν d  　 　 　 　 　 　 　 備 考
　 01 　 　 　 18.565 　 　 　 0.90 　 　 　 1.92286 　 　 　 20.88 　 　 　 　 第 １ レ ン ズ
　 02 　 　 　 12.194 　 　 　 3.90 　 　 　 1.72342　 　 　  37.99 　 　 　 　 第 ２ レ ン ズ
　 03 　 　 　 58.393 　 　 　 可 変 (A)
　 04* 　 　  70.501 　 　 　 0.84 　 　 　 1.83500 　 　 　 42.98 　 　 　 　 第 ３ レ ン ズ
　 05 　 　 　 4.859 　 　 　  2.42
　 06 　 　 　 24.219　 　 　  2.54 　 　 　 1.76182 　 　 　 26.61 　 　 　 　 第 ４ レ ン ズ
　 07 　 　   -9.529　 　 　  0.74 　 　 　 1.83500 　 　 　 42.9 　 　 　 　  第 ５ レ ン ズ
　 08* 　  -247.508 　 　 　 可 変 (B)
　 09 　 　  　 絞 り  　 　 　  可 変 (C)
　 10* 　 　 　 8.333 　 　 　 3.01 　 　 　 1.58913 　 　 　 61.25 　 　 　 　 第 ６ レ ン ズ
　 11* 　 　 -10.376 　 　 　 0.10
　 12 　 　 　 12.420 　 　 　 2.34 　 　 　 1.75500 　 　 　 52.32 　 　 　 　 第 ７ レ ン ズ
　 13 　 　 　 -7.111 　 　 　 1.35 　 　 　 1.68893 　 　 　 31.16 　 　 　 　 第 ８ レ ン ズ
　 14 　 　  　 4.591 　 　 　 可 変 (D)
　 15* 　 　  13.631 　 　 　 1.66 　 　 　 1.58913 　 　 　 61.25 　 　 　 　 第 ９ レ ン ズ
　 16 　 　  -45.606 　 　 　 可 変 (E)
　 17 　 　 　 　 ∞  　 　 　 　 0.90 　 　 　 1.51680 　 　 　 64.20 　 　 　 　 各 種 フ ィ ル タ
　 18 　 　 　 　 ∞  
【 ０ ２ ５ ９ 】
非 球 面
第 ４ 面
K = 0.0， A 4  = 1.78565× 10

- 4 ， A 6  = -1.75390× 10
- 6 ， A 8  = 6.61261× 10

- 9 ，
A 1 0  = 1.23143× 10

- 1 1

第 ８ 面
K = 0.0， A 4  = -3.04000× 10

- 4 ， A 6  = -7.18126× 10
- 6 ， A 8  = 1.05398× 10

- 7 ，
A 1 0  = -2.21354× 10

- 8

第 10面
K = 0.0， A 4  = -6.40609× 10

- 4 ， A 6  = -7.03343× 10
- 6 ， A 8  = 8.98513× 10

- 7 ，
A 1 0  = -9.73391× 10

- 8

第 11面
K = 0.0， A 4  = 2.20124× 10-4， A 6  = -8.24086× 10

- 6 ， A 8  = 1.09927× 10
- 6 ，

A 1 0  = -1.05069× 10
- 7

第 15面
K = 0.0， A 4  = -5.79936× 10

- 5 ， A 6  = 8.76394× 10
- 6 ， A 8  = -2.58155× 10

- 7 ，
A 1 0  = 4.31238× 10

- 9  。
【 ０ ２ ６ ０ 】
可 変 量
　 　 　 　 短 焦 点 端  　 　 　 　 　 中 間 焦 点 距 離  　 　 　 　 　 長 焦 点 端
　 　 　 　 f = 4.738 　 　 　 　 　 f = 10.103 　 　 　 　 　 f = 21.545
A　 　 　 　  0.600 　 　 　 　 　 　 　 7.679 　 　 　 　 　 　 　  15.059
B 　 　 　  10.083 　 　 　 　 　 　 　 4.179 　 　 　 　 　 　 　 　 1.200
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C 　 　 　 　 4.076 　 　 　 　 　 　 　 2.608 　 　 　 　 　 　 　 　 1.000
D 　 　 　 　 3.075 　 　 　 　 　 　 　 6.493 　 　 　 　 　 　 　  10.666
E 　 　 　 　 2.597 　 　 　 　 　 　 　 2.591 　 　 　 　 　 　 　 　 2.553 。
【 ０ ２ ６ １ 】
条 件 式 の パ ラ メ ー タ の 値
Y' m a x /f W = 0.781
｛ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.00923
｛ (N 2 O - 1)× X 2 O (H 0 . 8 )+(1- N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.02940
Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x = -2.58
(D 1 2 T - D 1 2 W )/f T = 0.671
(D 2 3 W - D 2 3 T )/f T = 0.555
|f 2 |/f 3 = 0.860
|f 1 |/f W = 9.35
　 実 施 例 ６ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 図 ４ ６ に 示 す 。 IVは 第 ４ レ ン ズ 群 を 示 す 。
ま た 、 実 施 例 ６ に 関 す る 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ２ に 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差
図 を 図 ５ ３ に 、 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ４ に 示 す 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 　 　 　 f = 4.74～ 21.59， 　 　 F = 3.32～ 4.98， 　 　 ω  = 39.14～ 9.55
　 面 番 号  　 　 　 R 　 　 　 　 　 　 D 　 　 　 　 　 　  N d  　 　 　 　  ν d  　 　 　 　 備 考
　 01 　 　 　 　 23.330 　 　 　 　 1.00 　 　 　 　 1.84666 　 　 　 23.80 　 　 第 １ レ ン ズ
　 02 　 　 　 　 15.002 　 　 　 　 0.26
　 03 　 　 　 　 15.442 　 　 　 　 3.47 　 　 　 　 1.77250 　 　 　 49.60 　 　 第 ２ レ ン ズ
　 04 　 　 　  135.649 　 　 　 　 可 変 (A)
　 05* 　 　 　  91.446 　 　 　 　 0.84 　 　 　 　 1.83481 　 　 　 42.70 　 　 第 ３ レ ン ズ
　 06 　 　 　 　  4.439 　 　 　 　 1.77
　 07 　 　 　 　 15.704 　 　 　 　 2.67 　 　 　 　 1.74077 　 　 　 27.80 　 　 第 ４ レ ン ズ
　 08 　 　 　 　 -6.205 　 　 　 　 0.74 　 　 　 　 1.83481 　 　 　 42.70 　 　 第 ５ レ ン ズ
　 09* 　 　 　 632.018 　 　 　 　 可 変 (B)
　 10 　 　 　 　 絞 り  　 　 　 　 　 可 変 (C)
　 11* 　 　 　 　 8.333 　 　 　 　 2.78 　 　 　 　 1.58913 　 　 　 61.15 　 　 第 ６ レ ン ズ
　 12* 　 　 　  -8.607 　 　 　 　 0.10　 　 　 　
　 13 　 　 　 　 15.588 　 　 　 　 2.42 　 　 　 　 1.83481 　 　 　 42.70 　 　 第 ７ レ ン ズ
　 14 　 　 　 　 -4.691 　 　 　 　 0.80 　 　 　 　 1.69895 　 　 　 30.10 　 　 第 ８ レ ン ズ
　 15 　 　 　 　  4.498 　 　 　 　 可 変 (D)
　 16* 　 　 　  12.500 　 　 　 　 2.21 　 　 　 　 1.54340 　 　 　 56.00 　 　 第 ９ レ ン ズ
　 17 　 　 　  -34.711 　 　 　 　 可 変 (E)
　 18 　 　 　 　 　 ∞ 　 　 　 　 　  0.90 　 　 　 　 1.51680 　 　 　 64.20 　 　 各 種 フ ィ ル タ
　 19 　 　 　 　 　 ∞  
【 ０ ２ ６ ３ 】
非 球 面
第 ５ 面
K = 0.0， A 4  = 2.42400× 10

- 4 ， A 6  = -2.92208× 10
- 6 ， A 8  = 9.40210× 10

- 9 ，
A 1 0  = -4.16456× 10

- 1 1

第 ９ 面
K = 0.0， A 4  = -5.16761× 10

- 4 ， A 6  = 1.81605× 10
- 6 ， A 8  = -1.01642× 10

- 6 ，
A 1 0  = -1.75699× 10

- 8

第 11面
K = 0.0， A 4  = -1.08496× 10

- 3 ， A 6  = -2.17192× 10
- 5 ， A 8  = 5.79037× 10

- 6 ，
A 1 0  = -5.25493× 10

- 7
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第 12面
K = 0.0， A 4  = 4.85474× 10

- 4 ， A 6  = -4.49460× 10
- 5 ， A 8  = 8.98429× 10

- 6 ，
A 1 0  = -5.68154× 10

- 7

第 16面
K = 0.0， A 4  = -5.46424× 10

- 5 ， A 6  = 1.80637× 10
- 5 ， A 8  = -9.17793× 10

- 7 ，
A 1 0  = 2.09899× 10

- 8  。
【 ０ ２ ６ ４ 】
可 変 量
　 　 　 　 短 焦 点 端  　 　 　 　 中 間 焦 点 距 離  　 　 　 長 焦 点 端
　 　 　 　 f = 4.740 　 　 　 　 f = 10.131 　 　 　 　 　 f = 21.591
A 　 　 　 　 0.600 　 　 　 　 　 　 6.655 　 　 　 　 　 　 　 15.680
B 　 　 　 　 7.051 　 　 　 　 　 　 4.217 　 　 　 　 　 　 　  1.200
C 　 　 　 　 3.043 　 　 　 　 　 　 1.054 　 　 　 　 　 　 　  1.000
D 　 　 　 　 2.000 　 　 　 　 　 　 7.725 　 　 　 　 　 　 　 10.995
E 　 　 　 　 3.484 　 　 　 　 　 　 2.583 　 　 　 　 　 　 　  2.382 
【 ０ ２ ６ ５ 】
条 件 式 の パ ラ メ ー タ の 値
Y' m a x /f W = 0.781
｛ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.00536
｛ (N 2 O - 1)× X 2 O (H 0 . 8 )+(1- N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.01951
Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x = -1.68
(D 1 2 T - D 1 2 W )/f T = 0.698
(D 2 3 W - D 2 3 T )/f T = 0.366
|f 2 |/f 3 = 0.792
|f 1 |/f W = 8.44
　 実 施 例 ７ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 図 ４ ７ に 示 す 。 IVは 第 ４ レ ン ズ 群 を 示 す 。
ま た 、 実 施 例 ７ に 関 す る 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ５ に 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差
図 を 図 ５ ６ に 、 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ７ に 示 す 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 　 　 　 　 f = 4.74～ 21.62， 　 　 　 F = 3.42～ 4.99， 　 　 　 ω  = 39.12～ 9.50
　 面 番 号  　 　 　 　 　 R 　 　 　 　 　 D 　 　 　 　 　 N d  　 　 　 　 ν d  　 　 　 　 備 考
　 01 　 　 　 　 　 96.656 　 　 　 　 0.90 　 　 　 1.84666 　 　 23.78 　 　 第 １ レ ン ズ
　 02 　 　 　 　 　 29.314 　 　 　 　 2.72 　 　 　 1.77250 　 　 49.62 　 　 第 ２ レ ン ズ
　 03 　 　 　 　 -219.341 　 　 　 　 0.10
　 04 　 　 　 　 　 20.153 　 　 　 　 1.80 　 　 　 1.77250　 　  49.62 　 　 第 ３ レ ン ズ
　 05 　 　 　 　 　 33.538 　 　 　 　 可 変 (A)
　 06* 　 　 　 　  18.011 　 　 　 　 0.84 　 　 　 1.83500 　 　 42.98 　 　 第 ４ レ ン ズ
　 07 　 　 　 　 　  3.936 　 　 　 　 2.07
　 08 　 　 　 　 　 74.837 　 　 　 　 1.95 　 　 　 1.84666 　 　 23.78 　 　 第 ５ レ ン ズ
　 09 　 　 　 　 　 -9.146 　 　 　 　 0.74 　 　 　 1.80420 　 　 46.50 　 　 第 ６ レ ン ズ
　 10* 　 　 　 　 759.807 　 　 　 　 可 変 (B)
　 11 　 　 　 　 　 　 絞 り  　 　 　 　 可 変 (C)
　 12* 　 　 　 　   8.333 　 　 　 　 3.34 　 　 　 1.58913 　 　 61.25 　 　 第 ７ レ ン ズ
　 13* 　 　 　 　  -8.827 　 　 　 　 0.10
　 14 　 　 　 　 　 12.236 　 　 　 　 2.45 　 　 　 1.75500　 　  52.32　 　  第 ８ レ ン ズ
　 15 　 　 　 　 　 -7.054 　 　 　 　 0.80 　 　 　 1.69895 　 　 30.05 　 　 第 ９ レ ン ズ
　 16 　 　 　 　 　  4.892 　 　 　 　 可 変 (D)
　 17* 　 　 　 　  10.651 　 　 　 　 1.83 　 　 　 1.58913 　 　 61.25 　 　 第 10レ ン ズ
　 18 　 　 　 　 -261.223 　 　 　 　 可 変 (E)

10

20

30

40

50

(97) JP 2006-330657 A 2006.12.7



　 19 　 　 　 　 　 ∞  　 　 　 　 　 　 0.90 　 　 　 1.51680 　 　 64.20 　 　 各 種 フ ィ ル タ
　 20 　 　 　 　 　 ∞  
【 ０ ２ ６ ７ 】
非 球 面
第 6面
K = 0.0， A 4  = -8.08791× 10

- 5 ， A 6  = -2.03124× 10
- 6 ， A 8  = 6.26638× 10

- 9 ，
A 1 0  = -6.12352× 10

- 1 1

第 10面
K = 0.0， A 4  = -7.52609× 10

- 4 ， A 6  = -1.24401× 10
- 5 ， A 8  = -9.65466× 10

- 7 ，
A 1 0  = -8.33332× 10

- 8

第 12面
K = 0.0， A 4  = -7.07947× 10

- 4 ， A 6  = -1.16179× 10
- 6 ， A 8  = 6.72505× 10

- 8 ，
A 1 0  = -2.53913× 10

- 8

第 13面
K = 0.0， A 4  = 3.43658× 10

- 4 ， A 6  = -1.44022× 10
- 6 ， A 8  = -1.33484× 10

- 7 ，
A 1 0  = -1.40822× 10

- 8

第 17面
K = 0.0， A 4  = -4.75410× 10

- 5 ， A 6  = 1.15429× 10
- 5 ， A 8  = -4.87258× 10

- 7 ，
A 1 0  = 9.54084× 10

- 9  。
【 ０ ２ ６ ８ 】
可 変 量
　 　 　 　 　 短 焦 点 端  　 　 　 　 　 中 間 焦 点 距 離  　 　 　 　 　 　 長 焦 点 端
　 　 　 　 　 f = 4.741 　 　 　 　 　 f = 10.112 　 　 　 　 　 　  f = 21.624
A 　 　 　 　 　 0.600 　 　 　 　 　 　 　 　 6.160 　 　 　 　 　 　 　  15.040
B 　 　 　 　 　 6.288 　 　 　 　 　 　 　 　 2.111 　 　 　 　 　 　 　 　 1.200
C 　 　 　 　 　 3.888 　 　 　 　 　 　 　 　 3.173 　 　 　 　 　 　 　 　 1.000
D 　 　 　 　 　 2.000 　 　 　 　 　 　 　 　 7.785 　 　 　 　 　 　 　  11.065
E 　 　 　 　 　 3.440 　 　 　 　 　 　 　 　 2.547 　 　 　 　 　 　 　 　 2.351 
【 ０ ２ ６ ９ 】
条 件 式 の パ ラ メ ー タ の 値
Y' m a x /f W = 0.780
｛ (1-N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.00728
｛ (N 2 O - 1)× X 2 O (H 0 . 8 )+(1- N 2 I )× X 2 I (H 0 . 8 )｝ /Y' m a x  = 0.00080
Ｒ 2 C /Ｙ ' m a x = -2.47
(D 1 2 T - D 1 2 W )/f T = 0.668
(D 2 3 W - D 2 3 T )/f T = 0.369
|f 2 |/f 3 = 0.795
|f 1 |/f W = 8.14
　 実 施 例 ８ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 図 ４ ８ に 示 す 。 IVは 第 ４ レ ン ズ 群 IVを 示 す 。
ま た 、 実 施 例 ８ に 関 す る 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ５ ８ に 、 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差
図 を 図 ５ ９ に 、 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 を 図 ６ ０ に 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る レ ン ズ 鏡 胴 を 含 む 光 学 系 装 置 の レ ン ズ 群 を 沈 胴
さ せ て 収 納 し た 沈 胴 収 納 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 部 分 の 要 部 の 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 状 態 に お け る 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 レ ン ズ バ リ ア を 閉 じ た 沈 胴 収 納 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 お よ び レ ン ズ バ リ ア を 含
む 光 学 系 装 置 の 要 部 の 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 状 態 に お け る 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 レ ン ズ 群 を 突 出 さ せ た 撮 影 状 態 に お い て 開 い た レ ン ズ バ リ ア を 閉 じ よ う と し て い
る 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 部 分 お よ び レ ン ズ バ リ ア 部 分 の 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側 か ら 見 た
模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 レ ン ズ 群 を 突 出 さ せ た 撮 影 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 部 分 の 要 部 の 構 成 を 結 像 面 側
か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ３ レ ン ズ 群 を 保 持 す る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び 衝 突 防 止 片 の 動 作 を 説 明 す る た
め 、 レ ン ズ 群 の 沈 胴 収 納 状 態 に お け る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 、 衝 突 防 止 片 お よ び 第 ４ レ ン ズ 保
持 枠 部 分 の 配 置 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ レ ン ズ 群 を 保 持 す る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び 衝 突 防 止 片 の 動 作 を 説 明 す る た
め 、 レ ン ズ 群 を 突 出 し た 撮 影 状 態 に お け る 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 、 衝 突 防 止 片 お よ び 第 ４ レ ン
ズ 保 持 枠 部 分 の 配 置 構 成 を 物 体 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 、 望 遠 位 置 ま で 突 出 し さ せ た 状 態 、 （ ｂ ） は 、 口 角 位 置 ま で 突 出 さ せ た
状 態 を 示 す も の で 、 両 図 と も レ ン ズ 光 軸 を 境 と し て 上 半 部 お よ び 下 半 部 に 、 レ ン ズ 群 を 突
出 し た 撮 影 状 態 お よ び 沈 胴 さ せ て 収 納 し た 沈 胴 収 納 状 態 に お け る レ ン ズ 鏡 胴 に お け る 各 レ
ン ズ 群 、 レ ン ズ 保 持 枠 な ら び に 各 種 レ ン ズ 鏡 筒 の 要 部 を そ れ ぞ れ 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 回 転 筒 に 形 成 さ れ た カ ム 溝 の 形 状 を 展 開 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 カ ム 筒 に 形 成 さ れ た カ ム 溝 の 形 状 を 展 開 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 １ の ラ イ ナ ー に 形 成 さ れ た カ ム 溝 お よ び キ ー 溝 の 形 状 を 展 開 し 且 つ ヘ リ コ イ
ド を 省 略 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ３ （ ａ ） 】 固 定 鏡 筒 に 形 成 さ れ た カ ム 溝 お よ び キ ー 溝 の 形 状 を 展 開 し 、 且 つ ヘ リ コ
イ ド を 省 略 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ３ （ ｂ ） 】 図 １ ３ （ ａ ） に 、 ヘ リ コ イ ド を 付 加 し て 模 式 的 に 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ３ （ ｃ ） 】 ヘ リ コ イ ド に 嵌 合 す る 第 １ の 回 転 筒 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ （ ａ ） 】 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び そ の 駆 動 操 作 系 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ （ ｂ ） 】 図 １ ４ （ ａ ） の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び そ の 駆 動 操 作 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ （ ａ ） 】 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 の 動 作 を 説 明 す る た め 、 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠 部 分 を 結 像
面 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ （ ｂ ） 】 シ ャ ッ タ 部 分 を 主 と し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る カ メ ラ の 外 観 構 成 を 模 式 的 に 示 す 物 体 側 か ら
見 た 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ） は 撮 影 レ ン ズ を カ メ ラ の ボ デ ィ ー 内 に 沈 胴 収 納 し て い る 状 態 、
（ ｂ ） は 撮 影 レ ン ズ が カ メ ラ の ボ デ ィ ー か ら 突 出 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ の カ メ ラ の 外 観 構 成 を 模 式 的 に 示 す 撮 影 者 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ７ の カ メ ラ の 機 能 構 成 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 （ ａ ） は 、 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠 お よ び そ の 駆 動 操 作 系 の 要 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示
す 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 、 そ の 一 部 を 省 略 し 、 角 度 を 変 え て 見 た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 駆 動 制 御 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 起 動 シ ー ケ ン ス に お け る バ リ ア 開 時 の シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ２ ３ 】 起 動 シ ー ケ ン ス に お け る バ リ ア 開 か ら バ リ ア 閉 時 の シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン
グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 リ セ ッ ト シ ー ケ ン ス を 説 明 す る も の で 、 （ ａ ） は 、 図 表 、 （ ｂ ） は 、 タ イ ミ ン
グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 バ リ ア 閉 時 の 収 納 シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ズ ー ム シ ー ケ ン ス を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 広 角 位 置 か ら 望 遠 位 置 へ の ズ ー ミ ン グ 時 の ズ ー ム シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 望 遠 位 置 か ら 広 角 位 置 へ の ズ ー ミ ン グ 時 の ズ ー ム シ ー ケ ン ス を 示 す タ イ ミ ン グ
チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 光 軸 に 沿
っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 光 軸 に 沿
っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 光 軸 に 沿
っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る ズ ー ム レ ン ズ の 光 学 系 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 光 軸 に 沿
っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 図 ２ ９ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ２ ９ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 球
面 収 差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 図 ２ ９ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 望 遠 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 図 ３ ０ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ０ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 球
面 収 差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ０ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 望 遠 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ １ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ３ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 図 ３ １ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ３ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 球
面 収 差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 図 ３ １ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ３ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 望 遠 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 図 ３ ２ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ４ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 広 角 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 図 ３ ２ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ４ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 球
面 収 差 、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 図 ３ ２ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 ４ に よ る ズ ー ム レ ン ズ の 望 遠 端 に お け る 球 面 収 差
、 非 点 収 差 、 歪 曲 収 差 お よ び コ マ 収 差 を 示 す 収 差 曲 線 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 実 施 例 ５ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 実 施 例 ６ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 実 施 例 ７ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 実 施 例 ８ の ズ ー ム レ ン ズ の レ ン ズ 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 実 施 例 ５ の ズ ー ム レ ン ズ の 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 実 施 例 ５ の ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 実 施 例 ５ の ズ ー ム レ ン ズ の 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 実 施 例 ６ の ズ ー ム レ ン ズ の 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 実 施 例 ６ の ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 実 施 例 ６ の ズ ー ム レ ン ズ の 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 実 施 例 ７ の ズ ー ム レ ン ズ の 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 実 施 例 ７ の ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 実 施 例 ７ の ズ ー ム レ ン ズ の 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ８ 】 実 施 例 ８ の ズ ー ム レ ン ズ の 短 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ ９ 】 実 施 例 ８ の ズ ー ム レ ン ズ の 中 間 焦 点 距 離 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ 】 実 施 例 ８ の ズ ー ム レ ン ズ の 長 焦 点 端 に お け る 収 差 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ７ １ 】
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　 １ １ 　 第 １ レ ン ズ 群
　 １ ２ 　 第 ２ レ ン ズ 群
　 １ ３ 　 第 ３ レ ン ズ 群
　 １ ４ 　 第 ４ レ ン ズ 群
　 １ ５ 　 シ ャ ッ タ ／ 絞 り ユ ニ ッ ト
　 １ ６ 　 固 体 撮 像 素 子
　 １ ７ 　 レ ン ズ 保 持 枠
　 １ ８ 　 カ バ ー ガ ラ ス
　 １ ９ 　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ
　 ２ １ 　 固 定 枠
　 ２ １ ａ 　 固 定 鏡 筒
　 ２ ２ 　 第 １ の 回 転 筒
　 ２ ３ 　 第 １ の ラ イ ナ ー
　 ２ ４ 　 第 ２ の 回 転 筒
　 ２ ５ 　 第 ２ の ラ イ ナ ー
　 ２ ６ 　 カ ム 筒
　 ２ ７ 　 直 進 筒
　 ３ １ 　 第 ３ レ ン ズ 保 持 枠
　 ３ ２ 　 第 ３ 群 主 ガ イ ド 軸
　 ３ ３ 　 第 ３ 群 副 ガ イ ド 軸
　 ３ ４ 　 第 ３ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー
　 ３ ５ 　 第 ３ 群 雌 ね じ 部 材
　 ３ ６ 　 衝 突 防 止 片
　 ３ ７ 　 圧 縮 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ
　 ３ ８ 　 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ （ 位 置 検 出 装 置 ）
　 ４ １ 　 第 ４ レ ン ズ 保 持 枠
　 ４ ２ 　 第 ４ 群 副 ガ イ ド 軸
　 ４ ３ 　 第 ４ 群 ス プ リ ン グ
　 ４ ４ 　 第 ４ 群 主 ガ イ ド 軸
　 ４ ５ 　 第 ４ 群 リ ー ド ス ク リ ュ ー
　 ４ ６ 　 第 ４ 群 雌 ね じ 部 材
　 ４ ７ 　 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
　 ５ １ 　 ズ ー ム モ ー タ
　 ５ ２ 　 第 ３ 群 モ ー タ
　 ５ ３ 　 第 ４ 群 モ ー タ
　 ６ １ 　 バ リ ア 制 御 片
　 ６ ２ 　 レ ン ズ バ リ ア
　 ６ ３ 　 バ リ ア 駆 動 系
　 ７ １ ， ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ 　 ギ ア
　 ８ １ 　 押 さ え 板
　 ８ ２ 　 鏡 胴 ベ ー ス
　 １ ０ １ 　 撮 影 レ ン ズ
　 １ ０ ２ 　 シ ャ ッ タ ボ タ ン
　 １ ０ ３ 　 ズ ー ム レ バ ー
　 １ ０ ４ 　 フ ァ イ ン ダ
　 １ ０ ５ 　 ス ト ロ ボ
　 １ ０ ６ 　 液 晶 モ ニ タ
　 １ ０ ７ 　 操 作 ボ タ ン
　 １ ０ ８ 　 電 源 ス イ ッ チ
　 １ ０ ９ 　 メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト
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　 １ １ ０ 　 通 信 カ ー ド ス ロ ッ ト
　 ２ ０ １ 　 受 光 素 子 （ エ リ ア セ ン サ ）
　 ２ ０ ２ 　 信 号 処 理 装 置
　 ２ ０ ３ 　 画 像 処 理 装 置
　 ２ ０ ４ 　 中 央 演 算 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ）
　 ２ ０ ５ 　 半 導 体 メ モ リ
　 ２ ０ ６ 　 通 信 カ ー ド 等
　 ３ ０ １ 　 バ リ ア 操 作 部
　 ５ ０ １ 　 中 央 演 算 処 理 装 置
　 ５ ０ ２ 　 モ ー タ ド ラ イ バ
　 ５ ０ ３ 　 第 １ ～ 第 ２ 群 Ｄ Ｃ （ 直 流 ） モ ー タ
　 ５ ０ ４ 　 第 １ の 絞 り モ ー タ
　 ５ ０ ５ 　 第 ２ の 絞 り モ ー タ
　 ５ ０ ６ 　 シ ャ ッ タ モ ー タ
　 ５ ０ ７ 　 第 ３ 群 パ ル ス モ ー タ
　 ５ ０ ８ 　 第 ４ 群 パ ル ス モ ー タ
　 ５ ０ ９ 　 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
　 ５ １ ０ 　 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ
　 ５ １ １ 　 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
　 ５ １ ２ 　 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ
　 ５ １ ３ 　 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路
　 ５ １ ４ 　 第 １ ～ 第 ２ 群 フ ォ ト リ フ レ ク タ 駆 動 回 路
　 ５ １ ５ 　 第 ３ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路
　 ５ １ ６ 　 第 ４ 群 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ 駆 動 回 路
　 Ｇ １ 　 第 １ レ ン ズ 群
　 Ｇ ２ 　 第 ２ レ ン ズ 群
　 Ｇ ３ 　 第 ３ レ ン ズ 群
　 Ｇ ４ 　 第 ４ レ ン ズ 群
　 Ｇ ５ 　 第 ５ レ ン ズ 群
　 Ｅ １ ～ Ｅ １ ０ 　 レ ン ズ
　 Ｆ Ａ 　 絞 り
　 Ｆ Ｃ 　 フ ィ ル タ ／ カ バ ー
　 Ｉ 　 第 １ 群
　 II　 第 ２ 群
　 III　 第 ３ 群
　 IV　 第 ４ レ ン ズ 群
　 Ｓ 　 絞 り
　 Ｆ 　 各 種 フ ィ ル タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ （ ａ ） 】
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【 図 １ ３ （ ｂ ） 】 【 図 １ ３ （ ｃ ） 】

【 図 １ ４ （ ａ ） 】 【 図 １ ４ （ ｂ ） 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ （ ａ ） 】

【 図 １ ６ （ ｂ ） 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】
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【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】
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【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】 【 図 ５ ８ 】
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【 図 ５ ９ 】 【 図 ６ ０ 】
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